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至渋谷

7月 4日 0 2時 ～ 5時 正食医学による健康相談
講習会 (公開) 講師/大森英桜先生
正しい食べ物、食べ方、生活法による健康確立、体

質改善、性格改造、病気指導の公開講習会です。

性格、病気など、心と体の悩み、問題に大森先生が

食養の面からアドバイスします。8月 はお休みです。

会員制度改定にともない、 9月 から、正会員のみ、

相談を受けることができます。聴講はどなたでも結

構です。

会費/相言炎を受ける人=10,000円

聴講者 =2,000円 (一般 =2,300円 )

●相談希望の人は必ず予約して下さい。あらかじめ

所定の用紙をお送りいたします。当日は 1時までに

2階へ来て下 さい。

●聴講のみの人は予約はいりません。質問は相談者

に限ります。

6～ 8時半 講演会「夢とは何か ?――夢の生理学
。心理学」 講師/大森英桜 会費/1800円  (会
員=1500円 )夜見る夢、人生の夢などをPUか ら見
ると………。

7月 5・ 6日  正食医学講座 各種病気と望診
法後記 別ページをごらんください。

7月 7日 0 長針で縫う和裁教室 7
7月 8日ω  2時半～4時半 食養女性教室
大森一慧先生を囲んでの座談会。初′い者のかた、大

歓迎。食養の基礎を勉強したり、日頃の悩みごとを

みんなで話し合います。会費/1000円。

7月 13日 (日)料理教室試作会 11時持参、正午～ 2
時 (夜の音6)3時持参、4～ 6時半。
7月 14日同 長針で縫う和裁教室 8
7月 15日ω  2時～5時 手づくリバン講習 講師
/横田和敏 (申 し込みは●465・ 5021)1000円

7月 20日 (日)特別料理講習会「手作り豆腐とその応
用料理」講師/松田倶幸 11～ 2時

■毎木曜日は休館です。 (オーサワジャバンは営業)

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町11-5

●会員でなくても参加歓迎です     ● o3・ 469・ 7631 0
0録音はご遠慮 ください    小田急線 。東北沢駅下車 2分

会費/2300円 (正会員=2000円 )要予約。
3～ 6時 自然農法講座 講師/今村金一、(世界救
世教農業技術指導員)松尾慶祐
「夏の作物管理とミネラルについて」会費/500円

7月 30日因～8月 2日 l■l 信州サマー 。キヤン

プ 会場 =長野県本島平 。ロ ンジなベバ、
詳細は別ベージ。中し込みはお早く.′

8月 2日 lEL～ 8月 4日帽)正食医学講座別科
「人体修理法」頭のてっべんから爪先までの、

外的病気・異常の治し方。白髪、近眼、そばか

す、やけどなど……。信り11サ マー・キャンブに

ひきつづいて、本島平で行います。別頁参照

オーサワジャバンお中元セール

1000円 につき 100円のチケ ントがつきます。期

7月 1日 ～ 7月 15日  a465・ 5021

日本CI協会は、7月 、 8月 とも、毎木曜日が休館
です。 7月 30日因～8月 4日 編)は 、オーサワシャハ

ン、日本 CI協会とも全館休館です。
9月 7日 (日)11時～2時 正食医学による健康相談
講習会 (公開)講師/大森英桜先生
7月 4日 の項参照。相談を受けたい方は、 lヽ目 に予

約して下 さい。

3時～ 5時半 講演会 講師/大森英桜先生

7月 27日 lB)3時～6時 琵琶演奏会 錦琵琶
宗家/水藤五郎、平家琵琶/橋本敏江、薩摩琵
琶/岩崎龍風、筑前琵琶/藤巻旭将、解説/村
山道宣

琵琶全流派の演奏会。めったに聞けない至芸。

会費 800円、(正会員 500円 )
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健康 と幸福 と美 を創るマクロビオ テ イックの料理教室

灘灘轟姦薫纂轟轟螺師轟轟蕉鰍膨轟算襲扉薫轟灘辮辮が
昭和55年度秋期 (%・ %～%)募集 /

玄 米 をは じめ各 種 の穀物 や野 菜 、海 草 な どの持 つてい る素 朴 な

味 を最大限 に ひ き出 し、肉体 と精神 の養 い とす るお料 理 を指 導

い た します 。 天 然 醸造 の味 嗜 、書油 、 自然 塩 、純 正 の ゴマ 、菜

種 の油 な どで 調 味 し、砂 糖 や化 学 調味料 は い つ さい用 い ませ ん。

●初級コース/マ クロビオティック料理の基礎 (基本食、食箋料理など)昭 和55年 9月 17日 開講
●中上級師範コース/桜沢流普茶、懐石料理。フランス、インドなど世界各国の民族風自然食料理。

美容食、治療食を含む応用コース         昭和55年 9月 16日 開講

●校長/桜沢里真 (日 本CI協会会長) _____
●定員/各 クラス40名

(年齢・性別に制限ありません)

●特典/規 定 の回数出席 し、試作会 に

出品 された方 に免状 を授 与 いた しま

す。

●いったん納 入 された受講料 は お返 し

で きませ んので、ご了承 くだ さい。

時

　

　

間

　

　

割

コース 曜日 クラス 時  間 講  師 授  業  日

中上級

師範

コース

火

A 11:00～ 14:00 桜沢里真
9月 10月 11月 12月

７

１４

２‐

２８

４

■

１８

２５

B 18:00～ 20i30 桜沢里真

初 級

コース

水

C 11:00～ 14:00 浮津宏子

17

１

８

１５

２２

２９

５

１２

‐９

２６D 18:00～ 20i30 桜沢里真

み願います。(年間4000円 より)       日本 C : 1協 づ≧クツキングアカデミー係
〒151東 京都渋谷区大山町11-5 ● 03(469)7631

-一
一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― 一 ― ― 一 一 一 一

‐

キ  リ  ト  リ  線  一 ― 一 一 一 ― ― 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 ― 一 一

… … …

(リマ・クッキングアカデミー 帽和5轟産萩期D 申込書聖_______

新   規  1 継続/前回のコース名 (   ) 希望クラス A・ B・ C・ DI※ OFpをつけてください

ふりがな
男

・
女

)歳(

日

生

月年

明

大

昭

会員 (の家族 )です
会員番号 (   )
会員ではありません

イ .

EI. 1llll最′ξぜました
未婚

既婚

(〒 )

住 所 都道
府県

自宅 市外局番
電話 (   )

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (   )  ―

円を添えて申込みます。

日本CI協会御中  1980年   月  日

(備考 )

受

講

料

入 学 金 一 括 納 入 分 納 単一受講

Y3,000

(入学時のみ )

AB ク ラ ス

Y22,000
CD・ クラス

Y22,000

9月 Y4000 F 2000

一 lll

Y2,500

10月 Y8r100 F10,000

H月 Y8ρ00 F 81100

12月 Y4p00 【 4000
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き
方
法
に
つ
い
て

「塩
」
Ｑ
＆
Ａ

２
の
こ

／
日
本
食
用
塩
研
究
会
…
３８

生
存
へ
の
行
進
ア
ピ
ー
ル

■
）
／
大
友
映
男
…
…
４０

つ
い
に
日
本
列
島
縦
断
／
　
沖
縄
で
の
記
念
集
会

文
月
の
食
養
料
理
／
桜
沢
里
真
…
…
４３

呉
汁
、
滝
川
豆
腐
、
卯
の
花
宝
袋
、
コ
ー
フ
ー
山
か
け
な
ど

■
今
号
、

「ジ
ャ
ッ
ク
と
ミ
チ
」

「米
国
に
お
け
る
食
品
購
入
の
指
針
」

は
休
載
で
す
。

■
本
誌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
／
　
今
号

一
部
二
五
〇
円

（切
手
代
用
可
）

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願

い

年
間

一
万
三
千
円
の
会
員
（正
会
員
）
に
な

っ
て
下
さ
い

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
桜
沢
如

一
先
生
が
創
立
さ
れ
た
、

無
双
原
理
と
正
食
の
国
際
運
動
団
体
で
す
。
今
日
、
桜
沢

里
真
先
生
を
会
長
と
し
て
、
各
種
行
事
、
講
演
会
、
料
理

教
室
、
講
習
会
、
書
籍
、
雑
誌
の
発
行
な
ど
、
皆
様
の
ご

支
持
に
よ
り
、
す
べ
て
順
調
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

機
関
誌
の

『新
し
き
世
界

へ
』
も
、
す
で
に
五
百
二
十

五
号
を
数
え
、
十
年
前
に
比
べ
て
会
員
数
は
４
倍
以
上
、

四
年
前
に
比
べ
て
２
倍
以
上
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

一
九
七
六
年
二
月
に
、
現
在
の
東
北
沢
の
会
館
を
開
い

て
以
来
、
多
額
の
家
賃
支
払
い
、
そ
の
他
の
事
情
で
、
苦

し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸

い
、
会
員
の
皆
様
の
熱

心
な
ご
支
持
で
、
切
り
抜
け
て
参
り
ま
し
た
。

日
本
と
世
界
の
、　
一
人

一
人
、
社
会
の
状
況
が
、
ま
す

ま
す
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
イ
ッ
ク
が
、
い
よ
い
よ
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
石
油
価
格
の
高
騰
、
そ
の
他
諸
物
価
の

値
上
が
り
に
よ

っ
て
、
雑
誌
の
発
行
、
そ
の
他
、
会
の
財

政
に
、
次
第
に
重
荷
が
か
か
つ
て
き
て
い
ま
す
。
用
紙
、

製
版

フ
イ
ル
ム
、
製
本
、
電
力
、
そ
の
他
諸
経
費
な
ど
の

製
造
コ
ス
ト
が
、
ど
ん
ど
ん
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。
各

種
の
雑
誌
は
、
ペ
ー
ジ
を
少
な
く
し
、
紙
質
を
お
と
し
、

定
価
を
上
げ
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
い
ま
す
。

年
間
購
読
者

（誌
友
）
は
、
四
千
円
と
し
て
据
え
置
き
ま

す
が

（初
め
て
の
人
の
た
め
の
窓
口
）、　
″
日
本
Ｃ
‥
協
会

は
私
が
盛
り
立
て
よ
う
″
と
考
え
る
、
熱
心
な
方
は
毎
月

千
円
、
つ
ま
り
年
間

一
万
二
千
円
の

″正
会
員
″
に
な

っ

て
下
さ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

■会員制度を一部変更します。 (7月 1日 より。詳細は本号37べ
―ジをごらん下さい)

①「普通会員」を「正会員」と名称変更。各種特典は、正会員、
賛助会員に。

②「誌友会員」を「誌友」と名称変更。

③法人 (店舗)会費を値上げ。

●次号は8・ 9月 合併号で、8月 中旬発行です。乞 御期待、通信 /
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ラ
ル
シ

ュ
共
同
体

の
生
活

イヴェット・ナール
(198051、 日本C:協会での話)

私
は
、
ラ
ル
シ
ュ
の
共
同
体
に
入

っ
て
十

三
年
に
な
り
ま
す
。
私
が
、
こ
の
共
同
体
に

つ
い
て
初
め
て
聞
い
た
の
は
、
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
良
心
的
兵
役
忌
避
者
か
ら
で
し
た
。

私
は
、
反
暴
力
の
市
民
運
動
に
加
わ

っ
て

お
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
、
ラ
ル
シ
ュ
の
会
員

に
会

い
、
共
同
体
の
こ
と
を
詳
し
く
聞
き
、

興
味
を
も
ち
ま
し
た
の
で
、
入
団
す
る
か
ど

う
か
を
決
め
る
た
め
に
共
同
体
を
訪
ね
ま
し

たに
。こ
の
共
同
体
は
、
ラ
ン
ザ

・
デ
ル

・
ヴ
ァ

ス
ト
さ
ん
に
よ

っ
て
、
二
十
二
年
前
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
加
わ

っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、　
一
つ
の
共
通
の
考

え
、
反
暴
力
に
も
と
づ

い
た
思
想
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
を

変
え
た
い
と
い
う
希
望
を
も

っ
て
集
ま

っ
て

き
て
い
ま
す
。
共
同
体
で
は
、
生
活
の
根
元

に
も
ど
る
た
め
に
、
機
械
を
使
わ
ず
に
、
手

で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
農
業
も
、
伝
統
的

農
法
で
、
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
馬
の
助
け

を
か
り
て
土
地
を
耕
し
ま
す
。
馬
を
使
え
ば
、

時
々
休
ま
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

私
た
ち
も
休
み
ま
す
。
機
械
で
は
、
仕
事
の

リ
ズ
ム
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、

馬
糞
は
、
堆
肥
の
材
料
に
な
り
ま
す
。

共
同
体
の
生
活
は
、
仕
事
と
休
息
、
祈
り

と
お
祝

い
、
学
習
で
す
。

毎
朝
、
６
時
に
起
き
ま
す
。
６
時
１５
分
か
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ら
、
ハ
タ
ヨ
ガ
を
中
心
と
し
た
体
操
を
し
ま

す
。
６
時
３０
分
か
ら
７
時
ま
で
は
瞑
想
で
す
。

７
時
か
ら
は
全
員
で
お
祈
り
を
し
ま
す
。

ラ
ル
シ
ュ
で
の
、
あ
ら
ゆ
る
肉
体
的
精
神

的
学
習
は
、
私
た
ち
に
、
人
間
の
生
活
の
統

一
の
道
を
見
出
さ
せ
る
も
の
で
す
。
現
代
の

都
市
生
活
の
中
で
は
、
騒
音
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
で
、
静
け
さ
の
価
値
が
分
か
ら
な
く

な

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
瞑
想
や
祈
り

に
よ

っ
て
、
静
け
さ
の
価
値
を
見
出
し
、
自

分
自
身
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、　
一
日
、
七
～
八
時
間
、
働
き

ま
す
。
仕
事
は
、
農
業
、
庭
園
、
手
工
芸
、

家
事
の
班
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
男
性
は
、

主
に
力
仕
事
を
し
、
女
性
は
、
家
事
や
育
児

に
従
事
し
ま
す
。
女
性
も
、
と
き
ど
き
男
性

と
い
っ
し
ょ
に
畑
や
庭
の
仕
事
を
し
ま
す
。

１０
歳
か
ら
１２
歳
の
子
供
た
ち
は
、
共
同
体

の
学
校
に
出
ま
す
。
午
後
は
、
園
芸
や
手
工

芸
、
糸
を

つ
む
い
だ
り
、
布
を
織

っ
た
り
、

ダ
ン
ス
を
し
た
り
、演
劇
を
し
た
り
し
ま
す
。

郊
外
に
行

っ
て
、
植
物
の
勉
強
を
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
を
作
業
場
を
訪
ね
て
、

本
工
の
や
り
方
、
パ
ン
や
チ
ー
ズ
の
作
り
方

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

共
同
体
で
は
、
ニ
ワ
ト
リ
も
飼

っ
て
い
ま

す
。
卵
で
料
理
を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子

供
た
ち
は
、
料
理
を
習

い
ま
す
。
誕
生
日
な

ど
の
お
祝

い
を
し
ま
す
。
大
き
な
お
祭
り
が

あ
る
時
は
、
大
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
準
備

し
ま
す
。
大
き
な
子
供
た
ち
は
、
外
の
学
校

へ
通
い
ま
す
。
外
の
人
た
ち
と
知
り
合
う
こ

と
も
大
切
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
外
の
社
会

ヘ

出
て
、　
一
人
で
生
活
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら

れ
ま
す
。
巡
礼
も
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

各
自
の
進
路
を
選
ば
せ
ま
す
。
大
部
分
の
子

供
た
ち
は
、
再
び
共
同
体
に
入
る
こ
と
を
決

め
ま
す
。

共
同
体
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
が
訪
れ

ま
す
。　
一
年
に
三
千
人
来
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

国
内
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
、
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
か
ら
も
来
ら
れ
ま

す
。ラ
ル
シ
ュ
で
は
、
毎
月
、　
一
週
間
、
セ
ミ

ナ
ー
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
夏
に
は
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
で
サ
マ
ー

・
キ
ャ
ン
プ
を
開
き
ま
す
。

長
期
滞
在
者
の
人
た
ち
に
は
、
共
同
体
の

仕
事
を
分
担
し
て
、
や

っ
て
頂
き
ま
す
。
共

同
体
の
家
は
狭

い
の
で
す
が
、
す
べ
て
の
人

人
は
、
も
ち
ろ
ん
歓
迎
さ
れ
ま
す
。

共
同
体
の
生
活
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
述

べ
ま
す
と
、
私
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
の
仕
事

を
手
で
や

っ
て
い
ま
す
。
小
麦
を
ひ
く
機
械

以
外
は
、
電
気
を
使

っ
て
い
ま
せ
ん
。
灯
り

も
、
ロ
ウ
ソ
ク
や
石
油
ラ
ン
プ
を
使

っ
て
い

ま
す
。
暖
房
や
台
所
で
は
、

マ
キ
を
使

い
ま

す
。
家
具
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必

要
な
も
の
は
自
分
た
ち
で
作
り
ま
す
。

着
る
も
の
も
、
糸
を

つ
む
ぎ
、
布
を
織

っ

て
作
り
ま
す
。
印
刷
も
や
り
ま
す
。

現
在
、
共
同
体
に
は
、
子
供
も
含
め
て
百

五
十
人
の
人
が
い
ま
す
。
料
理
は
、
女
性
が

一
週
間
ず

つ
交
替
で
や
り
ま
す
。　
一
人
が

一

週
間
に

一
回
や
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
男
性

は
、
日
曜
日
や
祭
日
に
料
理
を
し
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
で
は
、
お
祭
り
や
お
祝

い

事
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
毎
日
、
歌

を
う
た
う
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、
グ
レ
ゴ
リ

ア
ン
聖
歌
や
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
な
ど
の
美
し
い
民
謡
を
歌

い
ま
す
。

共
同
体
に
は
、
イ
タ
リ
ア
人
や
ス
ペ
イ
ン
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
。

一
週
間
に
少
な
く
と
も

一
回
は
、
ダ
ン
ス

を
し
ま
す
。
若

い
人
は
、
夜
お
そ
く
、
朝
ま

で
ダ
ン
ス
を
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
国
々
の

伝
統
的
な
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
で
、
そ
の
儀
式
を
し
ま
す
が
、
他
の
宗

派
や
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
仏
教

の
人
々
と
共
に
、
日
を
決
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
儀
式
を
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
、
自
分
た
ち

の
作

っ
た
有
機
農
法
の
野
菜
を
食
べ
ま
す
。

白
パ
ン
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
黒
に
近
い
パ
ン

を
酵
母
を
使

っ
て
作
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

穀
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
。
そ
の

一
部
は
、

私
た
ち
が
作

っ
た
穀
物
で
す
。
食
事
は
質
素

で
す
。
私
た
ち
は
、
共
同
体
に
必
要
な
も
の
を
買

う
た
め
に
、
布
を
少
し
売

っ
た
り
、
や
き
も

の
や
本
を
売

っ
て
、
少
々
お
金
を
得
て
い
ま

す
。



胃

カ
イ

ヨ
ウ
の
食
養
指
導

一
カ
月
の
報
告

宮

越

成

一
、
初
め
に

四
月
十
九
日
、
外
出
か
ら
帰
る
と
、
家
内

が

「義
和
が
来
る
と
連
絡
が
あ

っ
た
」
と
い

い
ま
す
。
義
和
は
家
内
の
甥
で
二
十
五
歳
、

富
山
に
住
ん
で
い
ま
す
。
十
日
ほ
ど
前
、

「胃
カ
イ
ヨ
ウ
で
、
医
者
か
ら
手
術
を
す
る

よ
う
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
手

術
は
い
や
だ
か
ら
、
食
養
で
な
ん
と
か
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
電
話
で
相
談
が
あ

っ
た

の
で
す
。
家
内
は

「
手
術
な
ん
か
駄
目
だ
か

ら
、
す
ぐ
、
東
京

へ
来
な
さ
い
。
私
が
な
ん

と
か
し
て
あ
げ
る
か
ら
」
と
答
え
て
い
た
の

で
す
。
十

一
時
ご
ろ
、
自
動
車
で
や

っ
て
来
ま
し

た
。見

る
と
、
顔
色
は
ド
ス
黒
く
、
十
二
時
間

も
運
転
し
て
、
疲
れ
た
せ
い
で
も
あ
る
の
で

し
よ
う
が
、
す

っ
か
り
弱
り
き

っ
た
様
子
で

す
。義

和
は
十
五
年
ほ
ど
前
、
技
能
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
世
界
大
会
の
日
本
代
表
を
決
め
る
大
会

に
、
富
山
代
表
と
し
て
、
上
京
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の
元
気
は
つ
ら
つ
と
し

た
姿
は
ど
こ
に
も
な
く
、
た
だ
た
だ
疲
れ
、

弱
り
き

っ
た
様
子
で
す
。

私
は
、
元
気
だ

っ
た
十
五
年
前
の
姿
と
現

在
の
弱
り
果
て
た
姿
が
か
さ
な

っ
て
、
盛
者

必
衰
、
諸
行
無
常
と
い
え
ば
大
ゲ
サ
で
す
が
、

な
ん
と
な
く
胸
の
ふ
さ
が
る
よ
う
な
思

い
で
、

い
ろ
い
ろ
と
事
情
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

話
に
よ
る
と
、
胃
が
痛
み
だ
し
た
の
は
七

年
く
ら
い
前
か
ら
だ
と
の
こ
と
で
す
。
初
め

は
、
医
者
に
か
か

っ
て
注
射
を
し
て
も
ら
い
、

薬
を
の
ん
で
い
る
と
、
半
月
く
ら
い
で
良
く

な

っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
二
年
く

ら
い
す
る
と
再
発
し
て
、
ま
た
医
者
に
か
か

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
者
の
手
当
て
を
受
け
る
と
、
と
に
か
く
、

治
る
の
は
治
り
ま
す
。
し
か
し
再
発
し
ま
す
。

初
め
は
二
年
と
期
間
が
長
か
っ
た
の
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
短
く
な
り
、　
一
年
後
、
半
年
後
、

ニ
カ
月
後
に
再
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

レ
ン
ト
ゲ

ン
で
調
べ
て
み
る
と
、
胃

の
中

ほ
ど
に
カ
イ

ヨ
ウ
が
出
来
て
い
ま
す
。
医
者

は
、
手
術
を
し
て
胃
を
三
分
の
二
く
ら
い
取

っ
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で

す
。手
術
を
す
れ
ば
、
た
と
え
う
ま
く
成
功
し

た
と
し
て
も
、　
一
年
間
は
半
病
人
で
す
。
そ

れ
か
ら
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
と
し

て
も
、
軽
労
働
な
ら
と
も
か
く
も
、
今
ま
で

の
よ
う
に
、
体
力
を
必
要
と
す
る
仕
事
は
、

出
来
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
手

術
は
し
た
く
な
い
の
で
す
。
食
養
で
な
ん
と

か
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
す
。

食
事
は
、
魚
や
肉
が
好
き
で
、
夕
食
は
、

酒
や
ビ
ー
ル
で
晩
酌
を
し
な
が
ら
肉
や
魚
ば

か
り
食
べ
て
い
た
、
御
飯
は
軽
く

一
杯
く
ら

い
し
か
食
べ
な
か

っ
た
と
い
い
ま
す
。

コ
ー

ヒ
ー
が
好
き
で
、
よ
く
飲
ん
だ
け
れ
ど
、
果

物
や
ジ

ュ
ー
ス
は
、
あ
ま
り
摂
ら
な
か

っ
た

と
い
い
ま
す
。
大
便
は
、
柔
ら
か
く
、
下
痢

ぎ
み
だ
か
ら
、
腸
も
悪

い
の
だ
と
思
う
、
と

い
い
ま
す
。

「十
二
時
間
も
自
動
車
を
運
転
し
て
、
富

山
か
ら
東
京
ま
で
出
て
来
る
だ
け
の
体
力
が

あ
る
の
だ
か
ら
、　
一
生
懸
命
に
や
り
さ
え
す

れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
医
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

胃
カ
イ
ヨ
ウ
と
い
っ
て
も
、

「胃
が
い
た
ん

で
、
非
常
に
苦
し
い
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
に
、

ひ
ど
く
な
る
と
胃
に
穴
が
あ

い
て
、
血
を
洗

面
器
に
半
分
く
ら
い
吐

い
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
常
識
程
度
の
知

識
が
あ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
食
養
と
い
う
の
は
、
桜
沢

先
生
が

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
、
不
老
長
寿

法
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
健
康
な
人
を
、
よ

り
健
康
に
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
、

三
十
年
の
体
験
で
、
よ
く
知

っ
て
い
ま
す
。

健
康
な
人
を
、
よ
り
健
康
に
す
る
方
法
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
病
人
が
実
行
す
れ
ば
、

ど
ん
な
病
気
で
も
、
治
ら
な
い
は
ず
が
な
い
、

と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

事
実
、
義
和
は
、
自
分
の
兄
の
ヒ
ロ
シ
が

肺
ガ
ン
で
医
者
か
ら
見
は
な
さ
れ
て
い
た
の

が
、
食
養
で
治
る
の
を
見
て
い
ま
す
し
、
従

兄
弟
の
哲
夫
が
肺
結
核
を
食
養
で
治
し
た
の

を
知

っ
て
い
る
か
ら
、
私
た
ち
の
所
に
、
た

よ

っ
て
来
た
の
で
す
。
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私
は

「
こ
の
食
養
と
い
う
の
は
、
病
気
を

治
す
の
で
は
な
く
て
、
病
人
を
治
す
方
法
な

の
だ
か
ら
、
こ
の
要
領
さ
え
覚
え
れ
ば
、
ど

ん
な
病
気
で
も
治
せ
る
し
、
君
は
、
世
界
の

名
医
に
な
れ
る
よ
」
と
い
う
と
、
話
が
大
き

す
ぎ
て
、

い
っ
し
ょ
に
笑

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
と
に
か
く
、
疲
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

話
は
明
日
の
こ
と
に
し
て
寝
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

二
、
実
　
行

次
の
日
、
四
月
二
十
日
か
ら
、
実
行
を
始

め
ま
し
た
。

胃
カ
イ
ヨ
ウ
と
い
っ
て
も
、
特
別
な
食
事

を
与
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
玄
米
に

ミ
ソ
汁

一
杯
、
そ
れ
に
、
あ
り
あ
わ
せ
の
季

節
の
野
菜
が
、
ほ
ん
の
少
し
つ
く
だ
け
の
食

事
で
す
。

玄
米
の
量
は

一
日

一
・
五
合
で
す
。
そ
れ

以
上
は
、
食
欲
も
な

い
ら
し
く
、
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ
う

注
意
し
ま
す
。
小
便
は

一
日
二
～
三
回
だ
と

い
い
ま
す
。
回
数
は
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
が
、

大
便
が
柔
ら
か
く
、
下
痢
ぎ
み
で
、
ド
ス
黒

い
と
い
う
の
は
、
や
は
り
陰
性
で
す
。　
一
応
、

湯
茶
は

一
日
二
合
と
決
め
ま
す
。
今
ま
で
の

四
分
の

一
く
ら
い
だ
と
い
い
ま
す
。
水
が
少

し
飲
み
た
い
と
い
う
以
外
に
は
特
別
な
抵
抗

も
な
い
よ
う
で
し
た
。

三
日
目
に
、
う
す
茶
の
形
の
よ
い
大
便
が

出
た
と
い
う
の
で
喜
び
ま
し
た
。
こ
の
調
子

で
二
、
三
カ
月
が
ん
ば
れ
ば
、
よ
く
な
る
だ

ろ
う
と
安
心
し
た
も
の
で
す
。

六
日
目
に
、
食
欲
が
な

い
と
言

い
だ
し
ま

し
た
。
し
か
し

一
・
五
合
の
玄
米
だ
け
は
食

べ
て
い
ま
し
た
。

八
日
目
に
、
頭
が
重
く
て
、
カ
ゼ
ぎ
み
だ

と
い
い
だ
し
て
か
ら
、
な
ん
と
な
く
調
子
が

悪

い
よ
う
で
す
。
食
欲
も
な
く
、　
一
合
し
か

食
べ
ま
せ
ん
。

九
日
目
に
は
、
胃
が
痛
む
と
訴
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
調
子
の
よ

か

っ
た
排
便
が
、
黒

い
ネ
バ
リ
気
の
あ
る
下

痢
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
吐
き
気
が

す
る
と
訴
え
ま
す
。
食
欲
は
急
に
無
く
な

っ

て
し
ま
い
ま
す
。
玄
米
を
や
め
て
、
玄
米
ク

リ
ー
ム
に
切
り
替
え
ま
す
。

十
日
目
に
は
、
血
の
ま
じ

っ
た
胃
液
を
洗

面
器
に
三
分
の

一
く
ら
い
吐
き
ま
し
た
。
し

ょ
う
が
シ
ッ
プ
と
芋
薬
の
手
当
て
を
し
ま
す
。

背
中
が
痛
く
、
全
身
が
だ
る
い
と
訴
え
ま
す
。

十

一
日
目
に
は
、
朝
の
三
時
ご
ろ
か
ら
胃

が
痛
み
だ
し
て
吐

い
た
の
を
、
私
た
ち
は
寝

て
い
て
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
時
ご

ろ
気
が

つ
い
て
、
し
よ
う
が
シ
ッ
プ
と
芋
薬

の
手
当
て
を
し
ま
し
た
。
吐

い
た
も
の
を
見

る
と
、
黒
ず
ん
だ
胃
液
だ
け
で
す
。

食
事
は
玄
米
ク
リ
ー
ム
だ
け
で
す
。
玄
米

ク
リ
ー
ム
は
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
も
ど
す
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
便
は
、
ト
ロ
ロ
コ
ン
ブ
を
と
か
し
た
よ
う

な
黒

い
便
で
す
。

昼
と
夜
と
、
ま
た
胃
が
痛
み
だ
し
て
、
胃

液
を
も
ど
し
ま
す
。
玄
米
ク
リ
ー
ム
を
飲
ん

で
四
時
間
く
ら
い
す
る
と
痛
む
ら
し
い
の
で

す
。痛

み
だ
す
と
、
す
ぐ
し
ょ
う
が
シ
ッ
プ
を

す
る
の
で
す
が
、
こ
の
し
ょ
う
が
シ
ッ
プ
が

胃
液
を
も
ど
す
働
き
を
す
る
よ
う
で
す
。
胃

液
を
も
ど
し
て
し
ま
う
と
、
楽
に
な
る
よ
う

で
し
た
。
芋
薬
は
、
か
ゆ
い
と
い
う
の
で
や

め
ま
す
。

十
二
日
日
、
昨
日
は
三
回
も
胃
液
を
も
ど

し
た
の
で
す
が
、
今
日
は

一
回
だ
け
で
す
。

便
は
、
真

っ
黒

い
便
で
す
。
し
ょ
う
が
シ
ッ

プ
の
手
当
て

一
日
三
回
。

十
二
日
日
、
と
き
ど
き
、
胃
の
裏
側
や
背

中
が
痛
む
様
子
で
す
が
、
胃
液
を
も
ど
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ょ
う
が
シ
ッ
プ
の
手

当
て

一
日
三
回
。
夕
方
、
ご
飯
を
三
勺
く
ら

い
、
食
べ
た
い
と
い
う
の
で
与
え
ま
す
。

十
四
日
目
、
朝
、
顔
を
見
る
と
、
と
て
も

明
る
い
、
き
れ
い
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。
ド

ス
黒
く
ツ
ヤ
の
な
か

っ
た
顔
が
、
ま
ば
ら
に

自
く
な

っ
て
い
ま
す
。
自
と
黒
の
ま
じ

っ
た

顔
で
す
が
、
美
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ツ
ヤ

も
出
た
よ
う
で
す
。
出
す
も
の
を
み
な
出
し

て
、
山
を
こ
え
た
の
だ
な
あ
、
と
ホ
ッ
と
し

ま
す
。
少
し
胃
に
痛
み
を
感
じ
る
け
れ
ど
、
と
て

も
楽
に
な

っ
た
と
い
い
ま
す
。
気
分
も
明
る

く
な

っ
た
よ
う
で
、
笑
顔
が
本
当
に
う
れ
し

そ
う
で
す
。

玄
米
を

一
日

一
合
、
そ
れ
に
玄
米
ク
リ
ー

ム
を
お
茶
が
わ
り
に
飲
ま
せ
ま
す
。
し
ょ
う

が
シ
ッ
プ

一
日
三
回
。

十
五
日
日
、
胃
は
痛
ま
な
い
が
、
重

い
感

じ
が
す
る
と
言

い
ま
す
。
大
便
の
調
子
は
、

色
も
形
も
良
好
だ
と
の
報
告
で
す
。
お
腹
が

す
く
と
言

い
ま
す
。
玄
米

一
・
五
合
、
し
ょ

う
が
シ
ッ
プ
ニ
回
。

十
七
日
日
、
腹
が
へ
る
と
い
う
の
で
、
玄

米
二
合
に
し
ま
す
。

十
八
日
目
、
初
め
て
風
呂
に
入
り
ま
し
た
。

五
〇
キ
ロ
あ

っ
た
目
方
が
四
キ
ロ
減

っ
て
い

ま
し
た
。

十
九
日
目
～
二
十
日
目
、
順
調
。

三
、
胃
カ
イ
ヨ
ウ
に
つ
い
て

胃
カ
イ
ヨ
ウ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、

第

一
は
、
胃
の
粘
膜
が
弱
く
な

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
第
二
は
、
胃
酸
や
ペ
プ
シ
ン
な

ど
の
胃
液
の
過
剰
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
胃
の
粘
膜
が
弱
く
な
る
の
か
？

ど
う
し
て
胃
酸
や
ペ
プ
シ
ン
な
ど
の
胃
液
が

過
剰
に
な
る
の
か
？
　
ど
う
し
て
胃
の
粘
膜

に
傷
が

つ
く
の
か
？
　
そ
の
傷
が
胃
に
穴
を

あ
け
る
ほ
ど
大
き
く
な

っ
て
も
、
自
党
症
状

が
な
い
の
か
？
　
等
々
の
こ
と
は
、
み
な
分

か
ら
な
い
よ
う
で
す
。
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結
局
は
、
胃
酸
過
多
と
同
じ
よ
う
な
病
気

で
、胃
の
粘
膜
に
傷
が

つ
け
ば
胃
カ
イ
ヨ
ウ
、

傷
が
つ
か
ね
ば
胃
酸
過
多
と
い
う
こ
と
に
な

る
よ
う
で
す
。
胃
が
痛
む
の
も
、
ゲ

ッ
プ
が

出
る
の
も
、
吐
き
気
が
す
る
の
も
、
す
べ
て
、

胃
液
の
過
剰
の
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
胃
液
な
り
、
胃
酸
な
り
を
吐
き
出
し
て

し
ま
え
ば
楽
に
な
る
、
と
い
う
点
も
、
み
な

同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
も

っ
と
も
、

ま
れ
に
胃
酸
欠
乏
で
も
胃
カ
イ
ヨ
ウ
に
な
る

こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
胃
液
だ

け
が
原
因
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
す
が
、
私
に
は
、
症
状
は
い
ろ
い
ろ

違

っ
て
い
て
も
、
み
な
同
じ
原
因
に
よ
る
病

気
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

西
洋
医
学
で
は
、
傷
口
を
ふ
さ
い
だ
り
、

胃
液
を
中
和
し
た
り
、
胃
液
の
分
泌
を
お
さ

え
る
薬
を
与
え
、
最
近
で
は
痛
み
を
感
じ
な

い
よ
う
に
す
る
薬
ま
で
あ
る
よ
う
で
す
。

食
養
で
は
、
玄
米
と
塩
が
、
こ
れ
ら
の
仕

事
を
す
べ
て
引
き
受
け
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
な

っ

て
い
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
た
だ

玄
米
の
偉
大
き
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

十
六
日
目
に
、
松
浦
先
生
を
お
訪
ね

い
た

し
ま
し
た
。
松
浦
先
生
は
、
家
内
が
若

い
こ

ろ
、
結
核
で
困

っ
て
い
た
時
、
食
養
を
す
る

よ
う
に
と
、
す
す
め
て
下
さ

っ
た
お
医
者
さ

ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
用
事
で
東
京
に
来
て

い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
お
訪
ね
し
た
わ
け

で
す
。
こ
ん
な
具
合
な
の
だ
け
れ
ど
、
一
度
、

診
察
し
て
欲
し
い
と
い
い
ま
す
と

「胃
カ
メ

ラ
と
か
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
用
い
ず
に
、
外
部
か

ら
診
察
し
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
。
し

か
し
食
欲
が
出
て
来
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

治

っ
た
の
だ
よ
」
と
驚

い
て
い
ま
し
た
。

陰
陽
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
陰
性
に
な

り
す
ぎ
て
い
た
か
ら
、
陽
性
を
与
え
て
、
陰

陽
を
調
和
さ
せ
た
か
ら
、
病
気
も
治
り
、
顔

も
き
れ
い
に
な

っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

陰
陽
と
い
う
の
は
全
体
的

マ
ク
ロ
な
考
え

方
で
す
。
無
限
に
あ
る
要
素
を
、
陰
と
陽
の

二
元
に
集
約
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
、
陰
に
か
た
よ

っ
て
い
る
か

ら
陽
性
を
与
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
陽
性
を
、
ど
の
く

ら
い
与
え
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
患

者
の
様
子
を
見
な
が
ら
決
め
て
い
く
こ
と
で
、

体
験
を

つ
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

石
塚
左
玄
先
生
、
桜
沢
如

一
先
生
ら
の
ご

努
力
に
よ

っ
て
、
私
ど
も
の
よ
う
な
素
人
に

も
応
用
で
き
る
よ
う
、
簡
単
な
形
に
ま
と
め

上
げ
ら
れ
た
の
が
食
養
で
す
。
ま
こ
と
に
有

難

い
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

胃
カ
イ
ヨ
ウ
で
胃
を
切

っ
た
人
で
、
食
べ

る
も
の
と
い
え
ば
、
ほ
ん
の
少
し
し
か
食
べ

ら
れ
ず
、
体
力
も
精
力
も
な
く
し
て
し
ま

っ

た
人
が
い
ま
し
た
。

「だ
け
ど
、
あ
の
痛

い

の
を
思
い
出
す
と
、
や

っ
ぱ
り
い
い
や
」
と

一言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
血
を
は
い
て

一
年

間
、
寝
た

っ
き
り
で
、
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
と

カ
ス
テ
ラ
と
お
か
ゆ
で
過
ご
す
う
ち
、
な
ん

と
な
く
よ
く
な

っ
た
。
し
か
し
、
二
年
く
ら

い
し
て
、
結
局
、
胃
を
切

っ
て
し
ま

っ
た
と

い
う
人
も

い
ま
す
。
食
養
を
知

っ
た
者
の
有

難
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

四
、
む

す

び

義
和
が
食
養
の
行
を
始
め
て
、
早
く
も

一

カ
月
が
た

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
八
日
目
か

ら
調
子
が
悪
く
な
り
、
十
日
目
か
ら
三
日
間

の
間
、
胃
液
を
吐

い
た
り
、
ト
ロ
ロ
コ
ン
ブ

の
よ
う
な
大
便
を
し
て
、
悪

い
も
の
を
出
し

切

っ
て
し
ま

っ
て
か
ら
は
、
順
調
に
快
復
に

向
か

っ
て
い
る
様
子
で
す
。

こ
の
ま
ま
、
も
う
ふ
た
月
も
す
れ
ば
、
完

全
に
治
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
本
人
は
、

胃
だ
け
で
な
く
腸
も
よ
く
な

っ
た
と
喜
ん
で

い
ま
す
。

義
和
の
食
養
指
導
で

一
番
う
れ
し
か

っ
た

こ
と
は
、
下
痢
ぎ
み
で
、
び
し
ょ
び
し
ょ
し

て
い
た
大
便
が
、
簡
単
に
、
黄
色

い
形
の
良

い
大
便
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
こ

の
く
ら
い
の
水
加
減
、
塩
加
減
で
ち
ょ
う
ど

よ
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

義
和
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な
体
力
を
持

っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
体
力
の
な
い
人
、
ま
た
は
、

も

っ
と
陰
性
な
人
だ
と
、
お
か
ず
を
選
び
、

塩
加
減
、
水
加
減
を
も

っ
と
も

っ
と
き
び
し

く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
反
応
も
、
は
げ
し

く
な
り
ま
す
か
ら
、
指
導
す
る
人
も
指
導
さ

れ
る
人
も
、
そ
れ
だ
け
難
か
し
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

今
日
与
え
た
食
物
が
調
和
の
と
れ
た
食
物

で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
出
来
ね
ば
、
病
人

指
導
な
ど
、
出
来
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

桜
沢
先
生
は
顔
を
望
診
な
さ
る
だ
け
で
、

水
を
飲
み
す
ぎ
て
い
る
、
油
を
と
り
す
ぎ
て

い
る
と
指
導
下
さ
い
ま
し
た
が
、
私
に
は
そ

れ
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
そ
の
日
食
べ

た
も
の
、
飲
ん
だ
も
の
を
全
部
書
か
せ
、
そ

れ
に
、
次
の
日
の
大
便
、
小
便
の
具
合
、
気

分
な
ど
を
聞
い
て
判
断
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
自
分
の
体
な
ら
、
ほ
か
に
も
診
断
の
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
他
人
の
身
で
は
、
ほ
か

に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

大
便
と
小
便
の
具
合
で
、
塩
加
減
、
水
加

減
を
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
は

『新
し
い
栄

養
学
』
で
桜
沢
先
生
が
教
え
て
お
ら
れ
る
こ

と
で
す
。

以
上
、
食
養
指
導

一
カ
月
の
報
告
で
す
。

●
血
の
ま
じ
っ
た
胃
液
を
吐
く
場
合
に
は
、

蓮
根
の
し
ば
り
汁
に
塩
を
ま
ぜ
た
も
の
を
飲

ま
せ
て
止
血
し
ま
す
。

（大
森
先
生

・
談
）
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中
国
の
宋
の
時
代
。
慈
明
と
い
う
禅
宗
の

高
僧
に
、
あ
る
日
、
弟
子
の
黄
竜
と
い
う
人

が
、

「け

っ
き
ょ
く
、
人
生
の
大
事
と
は
何

で
し
ょ
う
か
』
と
聞
い
た
ら
、
師
は
、

『着
衣
喫
飯
、
痢
屎
送
尿
…
…
』
と
、
答
え

た
そ
う
で
す
。
着
る
こ
と
、
食
う
こ
と
、
大

小
便
を
出
す
こ
と
、
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。

な
ん
で
も
な
い
、
こ
う
い
う
日
常
の
こ
と
が

立
派
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す

が
、
食
事
を
正
し
く
食
べ
ず
、
良

い
大
小
便

を
正
し
く
出
さ
な
い
こ
と
が
不
健
康
＝
不
幸

の
も
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

食
事
の
問
題
に
は
、
①
食
物
の
品
質
の
間

題
、
②
食
物
の
料
理
の
問
題
、
③
食
物
の
摂

り
方
、
取
り
合
せ
の
問
題
、
Ｏ
食
物
の
摂
る

量
の
問
題
、
⑤
食
物
の
食
べ
方
の
問
題
な
ど

が
主
な
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｏ
食
物
の
品
質

食
品
工
業
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
食
品
添
加
物
が
大
量
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
有
害
性
が
、
警
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
残
留
農
薬
の
問
題
、
化
学

肥
料
の
多
用
に
よ
る
農
産
物
の
品
質
低
下
は

重
大
な
問
題
で
す
。

ま
た
、
味
晴
、
し
ょ
う
ゆ
、
塩
な
ど
の
製

法
が
早
造
り
の
工
場
製
法
に
変
り
、
普
通
り

の
良
質
の
も
の
が
入
手
難
に
な

っ
て
い
ま
す
。

②
料
理
の
問
題

イ
ン
ス
タ
ン
ト
な
も
の
が
喜
ば
れ
る
風
潮

が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
家
庭
で
、
ほ
ん

と
う
に
愛
情
の
こ
も

っ
た
料
理
を
作
る
人
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
料
理
学
校
、
テ
レ
ビ

料
理
が
盛
ん
に
な

っ
て
も
、
そ
れ
は
享
楽
的

な
傾
向
の
も
の
で
、
ほ
ん
と
う
の
魂
と
肉
体

を
養
い
、
き
た
え
る
料
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
食
物
の
取
り
合
せ
の
問
題

有
害
食
品
に
つ
い
て
警
告
す
る
人
は
多
く

て
も
、
食
品
の
取
り
合
せ
、
摂
り
方
の
重
大

性
を
説
く
人
は
少
な

い
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
創
始
者
で
あ
る
、
陸
軍
薬
剤
監

・
石

塚
左
玄
は
、
明
治
二
十
九
年
に
著
し
た

『化

学
的
食
養
長
寿
論
』
の
中
で
、　
″人
類
は
穀

食
動
物
で
あ
る
″
と
、
強
調
し
、
体
質
の
か

た
よ
り
に
応
じ
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
勝

っ
た

食
品
と
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
食
品
と
の
取
り
合

せ
に
よ
る
正
し
い
食
事

の
理
論
を
説

い
て
い

ま
す
。
左
玄
は
、
欧
米
の
文
物
賛
美
の
風
潮
の
中

で
、
当
時
の
最
先
端
の
学
問
で
あ
る
、
化
学

の
論
理
を
使

っ
て
、
日
本
人
に
適
し
た
、
日

本
人
の
食
物
を
摂
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た

の
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
社
団
法
人

・
食
養

会
に
ひ
き
つ
が
れ
、
大
正
の
末
期
か
ら
身
を

投
じ
た
桜
沢
如

一
（日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
創
立
者
）

の
大
活
躍
に
よ

っ
て
、
国
内
外
に
ひ
ろ
め
ら

れ
ま
し
た
。

桜
沢
如

一
の
活
動
範
囲
は
広
く
、
哲
学
、

思
想
、
教
育
、
科
学
な
ど
の
各
分
野
に
お
よ

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
根
底
に
は
、　
″食
に

よ
る
健
康
法
″
が
あ
り
ま
す
。
ジ

ョ
ー
ジ

・

オ
ー
サ
ワ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
欧
米
で
活
躍
し

た
桜
沢
如

一
は
、
人
間
は
穀
物
を
主
に
し
て

食
べ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
動
物
性
食
は
不

必
要
で
あ
り
、
宇
宙
の
法
則
に
反
し
た
食
事

で
あ
る
こ
と
、
砂
糖
は
非
常
に
有
害
な
食
品

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
西
洋
世
界
で
は

っ
き

り
と
説
い
た
、
最
初
の
人
で
す
。

食
事
と
い
っ
て
も
、①
ご
く
通
常
の
食
事
、

②
ご
ち
そ
う
、
接
待
、
享
楽
の
食
事
、
③
身

心
改
造

・
病
気
治
療
の
た
め
の
治
療
食
、
ま

た
は
、
修
業
の
た
め
の
食
事
、
を
区
別
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
の
、
ご
く
通
常
の
健
康
食
の
原
則
は
、

ほ
　
食
事
全
体
の
六
―
七
割
以
上
は
、
精
白

し
な
い
穀
物
で
あ
る
こ
と
。

（玄
米
が
通

常
食
で
、
場
合
に
よ
り
、
季
節
に
よ
り
、

体
質
に
よ

っ
て
、
玄
う
ど
ん
、
玄
そ
ば
、

全
粒
パ
ン
、
そ
う
め
ん
、
ひ
や
む
ぎ
、
オ

ー
ト
ミ
ー
ル
、
完
全
粉
ま
た
は
地
粉
で
作

っ
た

ス
イ
ト
ン
、
団
子
な
ど
。
玄
米
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
調
理
法
が
あ

っ
て
、
料
理
法

の
本
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
）

②
　
野
菜
は
、
食
物
の
消
化
剤
で
あ

っ
て
、

主
役
を
な
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

摂
り
た
い
人
は
、
全
食
事
量
の
ニ
ー
四
割

く
ら
い
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
肉
食
に

か
た
む
い
て
い
た
人
た
ち
は
、　
一
時
期
、

ほ
と
ん
ど
野
菜
ば
か
り
、
そ
れ
も
生
野
菜

の
形
で
で
も
摂
る
べ
き
で
す
が
、
そ
れ
は

③

の
治
療
食
の
分
野
で
す
。
野
菜
に
も
多

種
あ
り
、
ゴ
ボ
ウ
、
・ニ
ン
ジ
ン
な
ど
根
菜

類
の
よ
う
に
、
体
の
組
織
を
締
め
る
ほ
う

に
働
く
食
品
と
、
多
く
の
葉
菜
類
の
よ
う

に
、
そ
の
逆
に
、
体
を
ゆ
る
め
、
冷
や
す

よ
う
に
働
く
食
品
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

い
う
区
別
は
、
現
代
栄
養
学

・
料
理
法
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
ナ

ス
科

の
食
品
は
、
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
、
冷

性
な
も
の
で
、
通
常
の
体
質
の
人
は
避
け

る
も
の
で
す
が
、
肉
食
の
多
か

っ
た
陽
性

体
質
の
人
は
、
料
理
法
を
工
夫
し
て
、　
一

時
期
、
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

０
　
調
理
は
、
し
ょ
う
ゆ
、
味
晴
、自
然
塩
、

ゴ

マ
油
、
ナ
タ
ネ
油
、
ダ
シ
コ
ブ

（時
に

シ
イ
タ
ケ
）
を
使
い
ま
す
。
サ
ト
ウ
、
ハ

チ
ミ
ツ
、
合
成
酢
、
化
学
調
味
料
、
カ
ツ

オ
ブ
シ
、
者
干̈
し
は
用
い
ま
せ
ん
。

０
　
一呈
類
は
、少
量
な
ら
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
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(7)

一
般
に
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
、
蛋
白
が
多
い

の
で
、
摂
り
す
ぎ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
障
害

を
生
じ
ま
す
。
特
に
ト
ウ
フ
、
豆
乳
な
ど
。

Ｄ
　
果
物
は
、肉
食

・
魚
食
の
多
か

っ
た
人

は
、　
一
時
的
に
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
ふ

つ
う
の
人
に
は
、
特
に
熱
帯
性
の
果
物
は

非
常
な
害
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
食
べ
ら

れ
る
も
の
は
、
リ
ン
ゴ
、夏
ミ
カ
ン
（
い
ず

れ
も
酸

っ
ぱ

い
も
の
）、
ミ
カ
ン
、
イ
チ
ゴ
、

ス
イ
カ
く
ら
い
で
、
体
質
に
よ

っ
て
は
、

こ
れ
ら
も
摂

っ
て
は
い
け
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

動
物
性
食
品
は
、
趣
味
の
も
の
で
、
必

要
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
な
人

が
趣
味
的
に
食
べ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

新
鮮
な
自
身
の
魚
を
、
三
倍
量
の
野
菜
と

と
も
に
、
調
理
に
工
夫
し
て
摂
る
べ
き
で
、

こ
れ
も
、
量
を
多
く

、
し
か
も
ひ
ん
ば
ん

に
摂
る
こ
と
は
つ
つ
し
む
べ
き
で
す
。

飲
み
も
の
は
、
体
質
に
よ

っ
て
、
量
と

種
類
が
大
幅
に
ち
が

っ
て
き
ま
す
。　
一
般

的
に
は
、
飲
み
も
の
を
多
量
に
摂
る
こ
と

は
、
血
液
を
う
す
く
し
、
臓
器
を
ゆ
る
め
、

腎
臓
の
負
担
を
増
す
の
で
、
良

い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
陽
性
か
ら
陰
性
の
順
に

並
べ
て
み
る
と

（厳
密
な
順
番
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
）、
タ
ン
ポ
ポ

・
コ
ー
ヒ
ー
、
Ｔ

Ｍ
Ｕ
、
小
豆

コ
ー
ヒ
ー
、
ソ
バ

・
ク
リ
ー

ム
、
玄
米
ス
ー
プ
、
ク
ズ
湯
、
番
茶
、
ほ

う
じ
茶
、
ハ
ト
ム
ギ
茶
、
ム
ギ
茶
、
穀
物

コ
ー
ヒ
ー
、
梅
酢
ジ

ュ
ー
ス
、
リ
ン
ゴ

・

ジ

ュ
ー
ス
な
ど
果
物
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

上
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
コ
ア
、
砂
糖
入

り
清
涼
飲
料
、
コ
ー
ラ
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
強
力
な
陰
性
作
用

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
ピ
ー
ナ
ツ
は
、
酸
化
し
や
す
い
油
を
ふ

く
ん
で
お
り
、
す
す
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ク

リ
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。

０
　
良
質
の
植
物
油

（
ゴ

マ
、
ナ
タ
ネ
）
は
、

ご
く
少
量
は
必
要
で
す
が
、
陰
性
な
果
物
、

野
菜
、
飲
み
物
、
香
辛
料
な
ど
、
油
抜
け

す
る
も
の
を
摂
り
す
ぎ
な
け
れ
ば
、
体
に

必
要
な
油
は
、
穀
物
の
中
に
十
分
ふ
く
ま

れ
て
い
ま
す
。

油
料
理
に
は
、
油
の
カ
ロ
リ
ー
を
打
ち

消
し
、
消
化
す
る
大
根
お
ろ
し
、
レ
モ
ン

汁
、
野
菜
な
ど
が
必
要
で
す
。
油
を

つ
か

っ
た
菓
子
類
は
、
油
が
酸
化
し
や
す
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

■
体
質
別
の
食
事

法

①

栄

養

型

太

っ
て
、　
一
見
、
血
色
は
よ
く
、
食
欲
旺

盛
、
な
ん
で
も
食
べ
る
。
日
本
で
も
最
近
ふ

ぇ
て
き
て
い
る
。
肉
食
の
多

い
ア
メ
リ
カ
人

な
ど
に
多
い
タ
イ
プ
。
顔
の
色
は
濃
く
、
声

は
大
き
く
、

千
不
ル
ギ
ー
が
あ

っ
て
、
人
を

威
圧
す
る
力
が
あ
る
。
社
会

の
成
功
者
に
多

い
タ
イ
プ
だ
が
、
心
臓
病
、
ガ
ン
、
糖
尿
病
、

脳
卒
中
な
ど
の
オ
ト
シ
ア
ナ
が
待

っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
人
は
、
五
日
か
ら

一
週
間
く
ら

い
、
生
野
菜
だ
け
食
べ
て
い
て
も
い
い
。
あ

る
い
は
、
自
菜
な
ど
の
白
い
野
菜
の
水
煮
だ

け
食
べ
て
、
そ
の
ス
ー
プ
を
飲
ん
で
い
て
も

い
い
。塩
気
は
ほ
と
ん
ど
い
ら
な
い
。
果
糖
の

少
な
い
、
酸

っ
ぱ
い
果
物
を
食
べ
て
も
い
い
。

そ
の
次
に
、
主
食
を
摂
り
は
じ
め
る
時
、

玄
米
の
よ
う
な
、
カ
ロ
リ
ー
の
あ
る
、
陽
性

な
も
の
は
与
え
ら
れ
な

い
。
麦
類
、
ソ
ウ
メ

ン
、
ヒ
ヤ
ム
ギ
、
あ
る
い
は
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
、

あ
る
い
は
パ
ン
類
の
よ
う
な
主
食
を
少
な
め

に
、
野
菜
類
を
多
め
に
摂
る
。
こ
う
い
う
人

は
洋
菜
類
を
摂

っ
て
も
よ
い
。

水
分
は
、
ほ
し
い
だ
け
飲
ん
で
か
ま
わ
な

い
。
断
食
を
し
て
も
い
い
。

②

筋

骨

型

こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
、
硬
化
し
た
体
と
臓

器
を
温
め
て
、
ひ
ろ
げ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
主
食
も
、
お
か
ゆ
の
よ
う
に
温
か

い
、
ゆ
る
め
た
も
の
。
煮
こ
み
ウ
ド
ン
、
パ

ン
な
ど
。
野
菜
は
適
量
で
、塩
気
は
少
な
く
、

水
分
の
摂
り
方
も
ふ
つ
う
に
す
る
。
主
食
よ

り
も
副
食
を
多
く
摂

っ
て
も

い
い
。
温
泉
で

体
を
温
め
、
体
の
中
の
古

い
塩
気
を
抜
い
て
、

固
い
体
を
ほ
ぐ
す
と
い
い
。

③

陰

性

肥

満

型

血
色
が
よ
く
な
い
が
、
太
り
ぎ
み
の
人
。

日
は
丸
く
大
き
く
、
色
自
で
精
気
が
な
い
。

主
食
を
多
め
に
、
副
食
を
少
な
め
に
、
塩
気

を
強
く
、
湯
茶
を
少
な
く
す
る
。

主
食
は
玄
米
ご
飯

（圧
力
を
か
け
て
）
、

ゴ
マ
塩
、
テ
ッ
カ
ミ
ソ
を
か
け
る
。
み
そ
汁

を
少
量
。
お
か
ず
は
、
キ
ン
ピ
ラ
、
ネ
ギ
ミ

ソ
、
ヒ
ジ
キ
レ
ン
コ
ン
な
ど
、
根
菜
を
主
に

し
た
野
菜
の
煮
つ
け
少
量
。

④

栄

養

失

調

型

胃
腸
も
弱
い
し
、
臓
器
の
活
力
が
な
く
な

っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
タ
イ
プ
の
人
が
体
を

治
す
の
は
慎
重
を
要
す
る
。

主
食
を
多
く
、
副
食
は
陽
性
な
も
の
で
、

少
な
め
に
。
飲
み
物
も
、
ヤ
ン
ノ
ー

（小
豆

コ
ー
ヒ
ー
）、
Ｔ
Ｍ
Ｕ
（桜

沢
式
漢
方
菜
）
、

三
年
番
茶
な
ど
を
少
な
め
に
。
こ
の
タ
イ
プ

の
人
も
、
体
を
温
め
る
よ
う
に
す
る
。

陰
性
タ
イ
プ

は
、
断
食
は
向
か
な
い
。

●
食
事
に
よ
る
心
身
改
造
法
、
病
気
治
療
法

に
つ
い
て
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
各
講
座
、

出
版
物
な
ど
で
研
究
し
て
く
だ
さ
い
。
大
切

な
こ
と
は
、
ま
ず
、
自
分
の
体
で
実
験
し
て

み
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
身
辺
の
人
た

ち
に
応
用
し
て
、　
一
つ
一
つ
確
か
め
る
こ
と

で
す
。
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0テキスト・シリーズ

桜 沢 如 一

『サーナ』50号 (昭28年 8月 号、真生活協会)よ り
(表記を現代式に改めました)

――アラユル不幸のモ トについて。MoMと ぃう不幸な男の話一一

病気の治 らないワケ

死に至 る病

一
、
幸
福
と
判
断
力

四
十
年
、
病
人
の
お
相
手
を
し
て
き
て
は

っ
き
り
教
え

ら
れ
た

こ
と
は

『病
気

の
治
ら
な

い
わ
け
』

で
あ
る
。

エ

ラ
イ

こ
と
を
教
え
ら
れ
た
も
の
だ
。

こ
れ
が
四
十
年

の
生

命
と
数
千
万
円
、
数
十
億
円
の
授
業
料
を
さ
さ
げ

て
私
の

得
た
チ

エ
で
あ
る
。
前

に
か

い
た

「
Ｋ
夫
人
」
や

「
ソ
コ

ヒ
と
ゼ
ン
ツ
ク
」
足
ナ

エ
娘
」

で
も
十
分
だ
が
、

こ
こ
に

お
話
し
す

る
の
は
モ

ッ
ト
大
き

い
深
刻
な
教
訓

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
空
前
で
絶
後
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で

あ
る
。

ほ
ん
と
う
に
、
私
は
四
十
年
も
か
か

ハン
で

『病
気
や
不

幸

に
な
る
ワ
ケ
』
を
発
見
し
た
。

こ
れ
は
四
十
年
も
、
六

十

に
な
る
ま
で
、
日
夜
苦
し
ま
ね
ば
分
か
ら
な

い
こ
と
だ

っ
た
。

ァ
メ
リ
カ
の
発
見
で
も
、
ア
ニ
リ
ン
の
発
明
で
も
、

原
水
爆

の
発
明
で
も
、
ゴ
ム
で
も
、
人
造
ゴ
ム
で
も
、
み

な
十
年
ぐ
ら

い
で
十
分
だ

っ
た
の
に
、
私
は

『病
気
や
不

幸
の
モ
ト
』
を
発
見
す
る
た
め
に
四
十
年

の
日
月
、
六
十

年

の

一
生
を
か
け
て
し
ま

っ
た
。

つ
く
づ
く
、
お
し

い
こ

と
、

つ
ま
ら
な

い
こ
と
を
し
た
も
の
だ
と
も
思
う
が
、
し

か
し
、
ほ
ん
と
う
に
人
間
の
不
幸

（
不
自
由
、
不
健
康
、

不
良
、
不
道
徳
、
貧
乏
、
失
敗
、
犯
罪
、
戦
争

）
の
も
と

を
発
見
し
た
の
な
ら
、
大

へ
ん
ボ

ロ
イ

こ
と
だ
。
私
は
今

こ
そ
全
世
界
の
人
々
に
私
の
考
え
が

マ
チ
ガ
イ
で
あ
る
か

ど
う
か
、
た
し
か
め
て
ほ
し

い
と
思
う
。

私
つ
発
見
は
、　
三
百
で

い
う
と
次
の
通
り
で
あ
る
―
―

『す
べ
て
の
不
幸

の
も
と
は
判
断
力
の
ク
モ
リ
に
あ
る
』

私
が
判
断
力
と

い
う
の
は
、
左
図

の
ご
と
き
世
界
観
、

宇
宙
観

で
、
悟
性

で
も
、
理
性

で
も
、
洞
察
力

で
も
、
実

行
力

で
も
、
意
識

で
も
意
志

で
も
、
何

で
も
な

い
。
も
ち

ろ
ん
、
潜
在
意
識

で
も
な

い
。
そ
ん
な
も

の
は
、
み
な
判

断
力

の

一
小
部
分
で
あ
る
。
潜
在
意
識
は
人

に
よ

っ
て
ち

が
う
が
、
た

い
て

い
、
５
、
６
、
７
で
、
は
な
は
だ
し

い

の
は
３
、
ま
た
は
４
以
上
が
、
み
な
潜
在
と
な

っ
て

い
る

人
が
あ

る
。

つ
ま
り
、
く
も

っ
て
い
る
判
断
力

で
あ
る
。

図
に
す
る
と
、

（左

ペ
ー
ジ
参
照
）

１
は
生
後

二
、
三
日
目
か
ら
は
じ
ま
る
。

２
は
生
後
七
日
目
く
ら

い
か
ら
は
じ
ま
る

。

３
は
生
後

一
、
ニ
カ
月
く
ら

い
か
ら
は
じ
ま
り
、
七
歳

く
ら

い
で
完
成
す
る
。

４
は
生
後
三
、
四
カ
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
１４

‐
‐５
歳

で

完
成
す
る
。

５
は
生
後
五
、
六
カ
月
目
か
ら
は
じ
ま
り
、
１６

‐
‐７
歳

で
完
成
す
る
。

６
は
５

１
６
歳
ご
ろ
に
は
じ
ま
り
、
２‐
歳
く
ら

い
で
完

成
す
る
。

７
は
１５

‐
‐７
歳
ご
ろ
に
は
じ
ま
り
、
２４

‐
２５
歳
く
ら

い

で
完
成
す
る
。

①

は
、
反
射
的
、
キ
カ
イ
的
、
物
理
的
判
断

の
世
界
で
、

そ
の
判
断
の
表
現
は
、
た
だ
単
純
な
音
と
動
作
だ
け
で
あ

２

０

。

②
は
、
単
に
感
覚
的
で
、
長
音
階
的
で
あ
る
。
③
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
感
情
的
、
心
理
的
と
な
り
、
短
音
階
と
な

り
、
④
に
よ

っ
て
概
念
的
に
な
り
、
知
性
的
の
芽
が
生
ま

れ
、
早

い
の
は
詩
歌
的
表
現
も
芽
を
出
す
。
⑤
に
よ

っ
て

初
め
て
論
理
的
、
観
念
的
判
断
が
芽
を
出
し
、
分
析
的
、

孤
立
的
、
瞑
想
的
に
も
な
る
。
⑥
に
な
る
と
、
も
う
思
想

的
、
宗
教
的
、
科
学
的
に
な
り
、
早

い
の
は
最
高
峰
に
達
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す
る
。
⑦

は
、
自
由
、
平
和
、
永
遠
、
絶
対
、
恒
常
、
神

性

の
世
界
、
た
だ
し
、
６
は
７
の
、
５
は
６
の
、
４
は
５

の
…
…
１
は
２
の
小
さ

い
小
さ

い

一
微
分
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は

い
け
な

い
。

と
こ
ろ
で
、
六
十
、
七
十
、
八
十

に
な

っ
て
も
、
ま
だ

②

の
世
界
か
ら

一
歩
も
出
な

い
人
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
出

な

い
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
深
く
も
ぐ

っ
て
ゆ
く
人
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
金
、
名
誉
、
知
識
、
権
力
、
暴
力
、
女
、

技
術
な
ど
を
自
分

の
モ
ノ
に
し
よ
う
と
し
て
闘
争
し
て

い

る
人
々
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
チ
ル
や

ヨ
シ
ダ

〔吉
田
茂

・
元

首
相
】
す

べ
て
の
実
業
家
、
官
吏
、
強
盗
、
サ
ギ
師
、
山

師
、
暴
行
犯
、
ト
バ
ク
師
、
ギ

ャ
ン
グ
、
軍
人
、
政
治
家
、

学
者
な
ど
、
た
く
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
悲
惨
な
の
は
、

八
十

に
な

っ
て
も
、
ま
だ
あ
き
ら
め
な

い
で
や

っ
て

い
る

人
々
で
あ
る
。

も

っ
と
あ
わ
れ
な
の
は
、
そ
ん
な
人

々
を
、
さ
も
う
ら

や
ま
し
げ

に
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
滑

稽
千
万
な

の
は
、
そ
ん
な
人
々
の
活
劇
、
悲
劇
、
喜
劇
を

見
る
だ
け
で
よ
ろ
こ
ん
で

い
る
人
々
で
あ
る
。
金
も
う
け

に

一
生
を

ぶ
ち
こ
ん
で
、
六
十
、
七
十
、
八
十
と
な

っ
て

か
ら
初
め
て
幻
滅

の
悲
し
み
を
知
り
、
自
殺
す
る
よ
う
な

人

（
た
と
え
ば
、
イ
ー
ス
ト

マ
ン
。
七
十
八
歳

で
自
殺

）

は
、
あ
わ
れ
と
も
、
お
ろ
か
と
も
言

い
よ
う
が
な

い
。
金

も

一
生
使

い
き
れ
な

い
ほ
ど
で
き
、
権
力
も
で
き
た
が
、

肝
腎

の
体
が
も
う

い
け
な

い
。
食
欲
も
少
な
く
な
り
、
性

欲
も
お
と
ろ
え
、
視
力
も
耳
も
衰
え
、
頭
は
自
く
な

っ
て

い
る
。
せ

っ
か
く
全
身
全
力
を
う
ち

こ
ん
で
②

の
ク
ル
シ

ミ
の
世
界
を
征
服
し
た
の
に
、
ク
ル
シ
ミ
の
世
界
か
ら
解

放
し
て
や
ろ
う
と
思
う
肉
体

の
生
命
が
、
も
う
な
く
な

っ

て
い
る
。
金
、
美
食
、
美
衣
、
美
住
、
女
、
権
力
、
名
誉
、

す

べ
て
の

８
議

８
”
〔安
楽
〕
と

い
ぅ
名

の
も

の
が
、
お

い

お

い
生
長
し
て
き
た
し
、
お

い
お

い
征
服
し
て
き
た
が
、

そ
ん
な
快
楽
は
、

ハ
カ
ナ
イ
、

ア
サ

マ
シ
イ
、
タ

マ
ユ
ラ

の
生
命

の
浪
費
で
し
か
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ほ
ん
と
う

の
タ
ノ
シ
ミ
、

永ヽ
遠
の
タ
ノ
シ
ミ
、
絶
対
の

権
威
、
無
限
の
自
由
と

い
う
、
す

べ
て
の
人
間
の
最
高
の

ね
が

い
は
、
最
高

の
判
断
力
を
も
た
な

い
も

の
に
は
与
え

ら
れ
な

い
。
し
か
も
、
判
断
力
と

い
う
も
の
は
、
だ
れ
で

も
生
ま
れ

つ
き
も

っ
て

い
る
。
生
ま
れ
お
ち
る
と
か
ら
、

サ
ム
サ
、
ヒ
モ
ジ
サ
を
自
分
で
判
断

で
き
る
と

い
う
事
実

が
あ
る
。
だ
れ

に
も
教
え
ら
れ
ず

に
知

っ
て

い
る
、
と

い

う
こ
と
、
判
断

で
き
る
と

い
う

こ
と
は
、
そ
れ
が
自
分
の

一
部
で
あ
る
か
、
自
分
が
そ
の

一
部

で
あ
る
か
、
と

い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
自
然
、
社
会
、
世
界
、
宇
宙

の

一
部
で
あ
る
以
上
、
自
然
界
も
宇
宙
全
体
も
自
分
の
も

宇宙観・世界観としての判断力の内容と構造

(対数スパイラル)

宇宙的判断力 (宇宙観・世界観)(タ ノシサの世界)

フ
著
ゞ

岬

吉ヽ
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の
で
あ
る
か
、
自
分
が
そ
の

一
部
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か

だ
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
ク
モ
リ
が
大
な
り
小
な
り
あ
る
と

も
、
最
高

の
判
断
力
を
み
な
元
来
も

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

自
分
が
社
会

の

一
員
で
あ
る
と

い
う

こ
と
を
判
断

で
き

る
、
と

い
う

こ
と
は
、
自
分
が
社
会
と

い
う
も

の
の
構
造

を
大
観
し
、
把
握
し
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会

を
作
り
構
成
す
る
力
を
も

っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
自
分

が
社
会

の

一
員
で
あ
る
と

い
う

こ
と
は
、

い
や
で
も
お
う

で
も
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
り
、
知
ら
な
く
て
も

そ
の
社
会

で
生
き
て
い
る
以
上
、
事
実
は
知

っ
て

い
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
社
会

の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
以
上
、
人
は
社
会

と

い
う
大
建
築

の
材
料
か

一
枚

の
レ

ン
ガ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、　
一
生
下
積

み
に
な

っ
て
ド
レ
イ

の
ウ
キ
ロ
を
忍

ぶ
よ
り
ほ
か
は
な

い
。
し
か
し
、　
一
枚

の

レ
ン
ガ
が
家
全
体
を
認
識
し
た
ら
、
そ
れ
は
そ

の
家

の
主

に
な
れ
る
の
だ
。
も
し

一
枚

の
レ
ン
ガ
が
家
全
体

に
、
そ

の
安
全
性

に
気
を
く
ば
る
な
ら
、
彼
は
そ
の
家
を
救
う

こ

と
が
で
き
る
か
ら
、
尊
敬
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

二
、
二
つ
で

一
つ
な
る
モ
ノ

サ
ム
サ
、
ヒ
モ
ジ

サ
と
、
ク

ル
シ
ミ
と

カ
ナ
シ
ミ

病
気
が
治
ら
な

い
の
は
、
判
断
力
が
く
も

っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
判
断
力
は
、
元
来
⑦

ソ
ノ
モ
ノ
な
の
で
あ
る
。

母
胎
に
宿

っ
て
か
ら
生
ま
れ
る
ま
で
は
完
全
に
判
断
力
を

も

っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
だ
か
ら
Ｃａ

〔
カ
ル
シ
ウ
ム
〕
を

何
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
Ｒ

〔鉄
〕
を
何
ミ
リ
グ
ラ
ム
…
…
と
定

量
し
て
摂
り
入
れ
、
日
、
心
臓
、
胃
と
順
々
に
、

い
ろ
い

ろ
な
道
具
を
造

っ
て
ゆ
く

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
こ
れ
は
、

す
ば
ら
し

い
化
学
者
や
大
芸
術
家
が
何
百
人

い
て
も
で
き

な

い
ほ
ど
、

こ
み
入

っ
た
創
造

で
あ
る
。

こ
れ
は
偉
大
な
、
神

の
判
断
力
が
要
る
仕
事

で
あ
る
。

創
造
と
は
、
最
高

の
判
断
力

の
表
現
の

一
つ
で
あ
る
。
判

断
力
は
、
不
確
定
性

の
無
限
、
永
遠
、
絶
対

の
世
界
。
生

ま
れ
て
か
ら
は
赤
ん
坊
と
し
て
全
く
ち
が

っ
た
世
界

（確

定
性

の
相
対
有
限
、
無
常

の
世
界
）
の
冒
険
旅
行

に
の
り

だ
す
わ
け
。

つ
ま
り
、
物
理
的
世
界
、
感
覚

の
世
界
、
感
情

の
世
界
…
…
最
後

に
宇
宙
的
判
断
力
ま
で
発
揮
す
れ
ば
、

天

の
自
由
な
偉
大
な
判
断
力
が
、
全
て
か
が
や
き
光
り
出

す
わ
け
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
①

か
ら
⑥
ま
で
の
世
界
は
、
相
対
、

有
限
、
無
常

の
世
界
で
あ
り
、
し
か
も
、
ふ
し
ぎ
な

こ
と

に
、
確
定
性

の
世
界
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
①

か
ら
②
、
②

か
ら
③

と
判
断
力
を
お

い
お

い
発
揮
す
る
た
め
に
は
、　
一

つ
の
確
定
的
な
条
件
が
あ
る
。
ウ」
の
条
件
を
無
視
し
た
ら
、

ぜ

っ
た

い
に
判
断
力
は
き
た
え
ら
れ
な

い
。

つ
ま
り
、
判

断
力

の
ク
モ
リ
を
と
り
去
り
、
判
断
力
全
体
を
完
全

に
ピ

カ
ピ
カ
光
ら
せ
る
に
は
、
一
つ
の
確
定
的
な
条
件
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
寒

さ
と
ヒ
モ
ジ
サ
が
第

一
で
、

ク
ル
シ
ミ
が
第

二
で
、
カ
ナ
シ
ミ
が
第
二
。

こ
れ
が
三

つ
で

一
つ
の
条
件

で
あ
る
。

こ
の
三

つ
を
不
断

に
う
け
入
れ
さ
え
す
れ
ば
、
判
断
力

は
グ

ン
グ

ン
の
び
る
。
全
世
界
の
歴
史
を
見
よ
。
偉
大
な

人
物
、
す
な
わ
ち
真

に
偉
大
な
判
断
力

の
主
は
、
み
な
不

断

の
サ
ム
サ
、

ヒ
モ
ジ
サ
、
ク
ル
シ
サ
、
カ
ナ
シ
ミ
を
十

三
分
に
う
け
入
れ
た
人
々
で
は
な

い
か
？

　
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
、
リ
ン
カ

ン
、　
工

ン̈
ソ
ン
、
ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
、

エ
マ
ー

ソ
ン
、

フ
ァ
ラ
デ
ィ
、　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

一
世
、
日
蒙
一、

親
鸞
、
弘
法
、
キ
リ
ス
ト
、
シ
ャ
カ
、
二
宮
金
次
郎
、
木

下
藤
吉
郎
、
新
井
白
石
、

ス
タ
ー
リ
ン
、

々
々
夕

…
し
か

し
こ
の
中

で
も
、
ほ
ん
と
う

に
偉
大
な
人
は
少
な

い
。

キ
リ
ス
ト
、
シ

ャ
カ
、
日
一連
、
親
鸞
く
ら

い
の
モ
ノ
。

有
名
な
人
で
、
ほ
ん
と
う
の
大
入
物
と

い
う
の
は
、
き
わ

め
て
少
な

い
。
し
か
も
、
有
名
で
な

い
無
名

の
大
人
物
と

い
う

の
は
相
当
あ
る
。
私
の

い
う
ほ
ん
と
う

に
え
ら

い
人

と

い
う

の
は
、
ほ
ん
と
う
の
幸
福
を
も

っ
て

い
る
人
、

つ

ま
り
、
⑦

の
世
界
の
市
民
で
あ
る
。
⑦

の
世
界
の
人
は
、

万
人
だ
れ
に
で
も
幸
福
と
自
由

の
世
界
の
入
場
券
を
ば
ら

ま
く
人
で
あ
る
。
学
校
出

で
、
サ
ム
サ
、

ヒ
モ
ジ
サ
を
十

三
分
に
知
ら
ず

に
有
名

に
な

っ
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
の
幸

福
を
万
人
に
ば
ら
ま
く

こ
と
が
出
来
な

い
。
出
来

て
も
、

ご
く
少
数

で
あ
る
。

ヒ
ル
テ
ィ
く
ら

い
の
も
の
だ
。
だ
が
、

一
人
で
も
学
校
や

８
ュ
９
一
を
知
ら
ず

に
生
長
し
て
、

エ

ラ
イ
人
に
な

っ
た
人
が
あ
る
以
上
、
学
校
や

８
ュ

９
”

は
絶
対

の
幸
福

の
た
め
に
、
全
く
無
用
の
も
の
で
あ
る
こ

と
の
証
明
だ
。
有
名
な
教
育
家

で
、
真

の
永
遠

の
幸
福
、

無
限
の
自
由
、
絶
対
の
正
義
を
身

に

つ
け
て
、
タ
ノ
シ
イ
、

タ
ノ
シ
イ

一
生
を
送

っ
て
見
せ
た
人
は

一
人
も
あ
る
ま

い
。

こ
の
三

つ
で

一
つ
の
条
件
を
う
け
入
れ
な

い
で
、
幸
福

に
な

っ
た
り
、
永
久
絶
対
、
無
限
の
自
由
と
正
義
と
永
遠

の
ヨ
ロ
コ
ビ
を
楽
し
む
人
は

一
人
も
な

い
。
貧
し

い
家
の

子
か
ら
、
ほ
ん
と
う
に

エ
ラ
イ
人
が
出
る
わ
け
は
、

こ
れ

で
説
明
で
き
よ
う
。
芸
術
家

で
は
、
ほ
か
の
分
野
よ
り
、

そ
ん
な
人
が
多

い
。

そ

こ
で
、
⑥

の
ア
リ
ガ
タ
サ
の
世
界
と

い
う

の
が
、
最

後

の
相
対
界
確
定
性

の
世
界
の
名

で
あ
る
が
、

こ
の
世
界
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の
市
民
は
、
⑥

は
も
ち
ろ
ん
、
①
②
③
④
⑤
す

べ
て
が
雪

で
包
ま
れ
た
世
界

の
よ
う

に
ア
リ
ガ
タ
サ
で
包
ま
れ
て
白

く
光
り
か
が
や

い
て
見
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
何
を
見

て
も
、
何
を
き

い
て
も
、
何
を
し
て
も

ア
リ
ガ
タ
サ
で
胸

一
杯

に
な
ら
な
く
て
は
ダ

メ
。
そ
し
て
人

々
に
そ
の
ア
リ

ガ
タ
サ
を
十
分

に
分
け
で
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
な

く
て
は
な
ら
な

い
。
　
一
切
の
欲
望
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
で

な
く
て
は
な
ら
な

い
。
所
有
欲

（金

で
も
名
誉
で
も
知
識

で
も
、
女
で
も
）
を
も

っ
て

い
る
人
は
、
ぜ

っ
た

い
に
①

②

か
ら
ぬ
け
出
す

こ
と
が
で
き
な

い
。
せ

っ
か
く
⑤

や
④

ま
で
行

っ
て
も
、

い
つ
か
、
ど
ん
底

の
世
界

へ
お
ち

る
人

も
あ
る
。
そ
ん
な
人
の
人
生
は
、
①

の
世
界
で
十
分

に
基

礎
工
事

の
し
て
な

い
建
築

で
あ
り
、
体
質

で
あ
る
。
初
め

か
ら
何

の
不
自
由
も
な

い
家

へ
生
ま
れ
、
親

の
盲
愛

に

つ

つ
ま
れ
て
大
学
ま
で
行
く
よ
う
な
人
は
、
き

っ
と
ど
ん
底

の
②
か
①

の
世
界

へ
お
ち
る
。
赤
ん
坊
時
代
か
ら
幼

い
頃
、

少
年
、
青
年
時
代

に
①
一②
③
の
世
界
を
十
分
味
わ

っ
て
お

く
と
、
そ
し
て
成
人
し
て
か
ら
も

そ

の
味
を
忘
れ
ず
、
あ

け
て
も
、
く
れ
て
も
サ
ム
サ
、
ヒ
モ
ジ
サ

（う
す
着
と
少

食

）
を
忘
れ
ず
、
他
人
の
ク
ル
シ
ミ
や
カ
ナ
シ
ミ
ま
で
買

っ
て
や
る
と
、

ア
リ
ガ
タ
サ
の
世
界
か
ら
、
キ

ワ
ミ
ナ
キ

た
の
し
さ
、
カ
ギ
リ
ナ
キ
よ
ろ
こ
び

の
世
界
の
市
民
権
を

も

つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
①
②
③

は
、

幸
福
な
人
生
の
基
礎
工
事
。

さ
て
、
病
気
を
す
る

（貧
乏
、
不
幸
、
不
運
、
災
難
、

不
自
由
な
目

に
あ
う
人
も
同
様

）
人
は
、
必
ず
①
②
③

の

世
界
を
十
三
分

に
味
わ

っ
て
、
自
ら
征
服
し
、
自
ら
自
分

を
①
②
③
か
ら
解
放

し
て
き
て

い
な

い
人

々
で
あ
る
。
不

幸

の
大
き
さ
は
、
そ
の
①
②
③

の
世
界
の
体
験

、
悪
戦

、

苦
戦

の
大
き
さ
と
深
さ
に
反
比
例
す
る
。
幸
福
と

い
う
も

の
は
、
そ
の
人
の
①
②

③^
の
体
験

の
フ
カ
サ
、
大
き
さ
の

二
乗

に
正
比
例
す
る
。

つ
ま
り
、
球

の
体
積

と
同
じ
で
あ

Ｚり
。①

の
世
界
を
十

三
分

に
体
験
し
た
ら
、

い
や
、
お
う
な

し
に
②

の
世
界
に
入

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
判
断
力
は
、

外
⑦

の
無
限
の
世
界
か
ら
終
着
点
①

へ
向
か

っ
て

一
秒
三

十
万
キ

ロ
以
上
、
否
、
無
限
大
、
す
な
わ
ち
、
日
に
は
止

ま
ら
ぬ

ス
ピ

ー
ド
で
流
れ
て

い
る
大
き
な
対
数

ス
パ
イ

ラ

ル

（
ウ
ズ

マ
キ
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
①

か
ら
②

、
②

か

ら
③

と
自
分

の
も

の
に
す
る
に
し
た
が

っ
て
そ
の
上

の
世

界

へ
出

て

い
る
わ
け
。

し
か
し
、
も
と
も
と
⑦

の
世
界
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の

で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
①
②

の
世
界
に
と
じ

こ
も

っ
て
い

る
人
で
も
、
話
せ
ば
、
話
だ
け
は
、
概
念
だ
け
は
分
か
る
。

抽
象
的
な
話
が
人
間

に
分
か
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

日
本
人
、
と
く
に
そ

の
女
性

に
は
、
知
性
的
、
理
論
的
、

科
学
的
な
話
―
―
特

に
幾
何
学
、
代
数
―
―

な
ど
が
よ
く

分
か
ら
な

い
の
は
、
彼
ら
が
、
不
確
定
性

の
世
界

へ

一
足

と
び

に
、
六

つ
の
世
界
を
と
び

こ
し
て
入
る
よ
う
な
教
育

を
う
け
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
日
本

の
古

い
教

育
法
や
宗
教
教
育
や
道
徳
教
育

の
光
栄
で
は
あ
る
が
、
同

時

に
、
確
定
性

の
①
②
③

④^
⑤
⑤
の
世
界
の
構
造
が
よ
く

分
か
ら
な

い

（体
験
が
な

い
の
だ
か
ら
当
然
）
と

い
う
欠

点
が
あ
る
。

つ
ま
り
不
確
定
性
な

の
だ
。
と
に
か
く
、
ま

ず
、
あ
り
が
た
さ
の
世
界

へ
入
る
資
格
を
身

に

つ
け
る

コ

ト
が
何
よ
り
肝
要
で
あ
る
。
サ
ム
サ
と
ヒ
モ
ジ
サ
を
徹
底

的
に
不
断

に
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
し
て

自
然
に
、
独
力
で
そ

の
サ
ム
サ
と
ヒ
モ
ジ
サ
を
征
服
す
る

力
を

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
れ
は
十
歳
く
ら

い
ま
で

（
よ
く

ク
ル
シ
サ
や
カ
ナ
シ
サ
の
感
覚
が
発
達
し

て
い
な

い
う
ち
に
）
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
、

大
し
て
悲
し
み
や
ク
ル
シ
ミ
に
斃
さ
れ
る
ほ
ど
感
覚
が
発

達
し
て

い
な

い
し
、
そ
れ
だ
け
耐
久
力
が
あ
る
か
ら
で
あ

Ｚつ
。三
、
悪

魔

な

る
母

こ
こ
に
、
お
も
し
ろ

い
実
例
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
誌

４４
に
書

い
た
Ｍ

。
Ｍ
な
る
実
在
の
人
物

で
あ
る
。
彼
は
、

ヤ
サ
シ
イ
、
む
し
ろ

▼
の
、
平
和
な
人
物

で
あ
る
。
戦
争

の
ギ
セ
イ
者

で
、
脊
髄
神
経
を
切
断

さ
れ
、
下
半
身
、

ヘ

ソ
か
ら
下
が
全
く
自
由
を
失

っ
た
気

の
毒
な
人
。
大
便
は

手
を
入
れ
て
ホ
ジ
ク
リ
出
す
よ
り
ほ
か
が
な

い
。
神
経
が

死
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
、
下
剤
を
か
け
て
も
竹

の
筒

に
下

剤
を
入
れ
た
よ
う
な
も
の
で
、
通
じ
が

つ
か
な

い
。

こ
ん

な
人
が
国
立
箱
根
療
養
所
に
九
十
余
人

い
る
。
妻

の
あ
る

人
が
三
分

の
二
、
あ
と
は
青
年
。
十
八
、
九
歳

か
ら
軍
隊

に
入
り
、
背
中
を
や
ら
れ
、
下
半
身
不
髄
と
な
り
、　
一
日

車

の
上

に

い
る
人
に
な
り
、
恋
も
、
妻
も
家
も
知
ら
ず
三

十
を
す
ぎ
た
人

々
。
み
な
、
七
、
八
年

か
ら
十
五
年
も
こ

ん
な
生
活
を
し
て

い
る
人
々
。

妻
と

い
う
名

の
女
性
の
友
が
ほ
し

い
、
せ
め
て
、
名
ば
・

か
り
で
も
、
と

い
う
の
が
三
十
余
名

の
青
年

の
切
な
る
願

い
な
の
で
、
私
は
頼
ま
れ
た
ら
命

で
も
出
す
男
な
の
で
、

彼
ら
の
た
め
に
三
十
余

の
シ
ン
デ
レ
ラ
を
探
す

コ
ト
を
、

す
ぐ
引
き
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
、
ま
ず
下

半
身

の
健
康
を
と
り
も
ど
す

こ
と
を
や
ら
な
く
て
は
な
ら

な

い
と
思

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
敗
戦
国

の
政
府
は
、
年
金
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も
治
療
費
も
家
族

の
生
活
費
も
、
子
供
の
教
育
費
も
出
し

て
く
れ
な

い
か
ら
、
治
療
や
指
導
は

一
切
私
持
ち
。

し
か
し
、
ふ
し
ぎ

に
、
彼
ら
は
正
食
正
養

の
行
を
き
ら

っ
た
。
理
由
は

『妻
が
や

っ
て
く
れ
な

い
』
、
「付

き
そ

い

が
、

い
や
が
る
』
、
『材
料
が
そ
ろ
わ
な

い
』
等

々
々
…
…

そ
こ
で
、
私
は
そ
れ
ら
の
意
欲

の
な

い
人
を
見
す

て
た
。

九
十
余
人
中
二
人
だ
け
実
行
を
は
じ
め
た
。
そ

こ
で
私
は

三
十

余
人
の
妻
を
探
す
任
を
と
か
れ
た
。
二
人
の
う
ち
二

人
も
二
、
〓
一カ
月
で
脱
落

し
た
。
残

っ
た
の
が
Ｍ
・Ｍ

一
人
。

十
余
年
も
下
半
身
自
由
を
う
ば
わ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に

つ
ら

い
だ
ろ
う
―
　
我
が
身

に

つ
ま
さ
れ
て
、
私
は

一
年

半
、
無
料

で
手
弁
当

で
旅
費
も
ち
で
指
導

し
、

い
ろ

い
ろ

本
や
月
刊
機
関
誌
も
送

っ
て
や

っ
た
。
私

の
代
わ
り
に
医

務
部

の
者
を
出
張
も
さ
せ
た
。
私
は

一
回
十
万
円
く
れ
て

も
往
診

は
し
な

い
の
だ
が
、
彼

の
た
め
に
は
よ
ろ

こ
ん
で

六
回
出
か
け
た
。　
一
度
出

か
け
る
と

一
日
仕
事
だ
。

一
年
半
で
Ｍ

・
Ｍ
は
自
由
を
と
り
も
ど
し
た
。
そ
れ
ま

で
三
、
四
回
、
私
と
の
約
束
を
破

っ
て
邪
食
を
し
て
大
失

敗
を
や

っ
た
。
ど
の
く
ら

い
心
配
さ
せ
た
か
分
か
ら
な

い
。

四
月
、
五
月
と
忙
し

い
旅
行
中
、
何
回
か
彼

の
こ
と
を
思

い
出
し
た
の
で
、
帰

っ
て
か
ら
彼
の
消
息
を
医
務
部

に
き

い
て
驚

い
た
。
早
く
結
婚

で
き
る
よ
う
に
し
た

い
、
結
婚

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
何
を
お
祝

い
に
あ
げ
よ
う
、
な

ど
と
リ

マ
は
心
配
し
て

い
た
の
だ
が
、
彼

の
手
紙
を
見
る

と
、
リ

マ
は
手
紙
を
か
き
か
け
た

ペ
ン
を
な
げ
出
し
て
し

ま

っ
た
。
ど
う
し
た
の
か
と
思

っ
て
そ

の
手
紙
を
見
る
と
、

次
の
と
お
り
―
―

私
も

コ
レ
に
は
、
あ

い
た
日
が
ふ
さ
が
ら
な

い
。
し
ば

ら
く
沈
黙

の
後

に
こ
う
言

っ
た
―
―

リ

マ
を
な
ぐ
さ
め
る

つ
も
り
で
、
自
分
を
む
ち
う

つ
つ
も
り
で
―
―

『病
気
が

治
ら
な

い
ワ
ケ
が
分
か

っ
た
か
。
治
ら
な

い
病
気
が
あ
る

の
は
当
然
だ
、
と

い
う

こ
と
が
分
か

っ
た
か
。

こ
の
治
ら

な

い
病
気
を
、
ま
ず
治
し
て
あ
げ

る

コ
ト
が
肝
要
な

の
だ

不ヽ
‥
‥
ご

拝
啓
　
春
暖

の
候
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
皆

々
様

益

々
御
清
祥

に
て
御
奮
闘

の
御
事
と
恐
悦
至
極

に
存
じ

ま
す
。
私
も
お
蔭
様

に
て
日
々
食
養
生
活
を
続
け
て
居

り
ま
す
故
何
卒
御
放
慮
下
さ

い
ま
せ
。
去
る
二
月
下
旬

に
御
送
り
下
さ

い
ま
し
た
食
箋
も

一
カ
月
を
過
ぎ
ま
し

た
の
で
日
表
と
共

に
同
封
申
上
げ
ま
す
か
ら
何
卒
宜
し

く
御
教
示
下
さ

い
。

大
便

の
方
は
う

っ
か
り
致
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
ず

っ
と
以
前

（食
養
を
始
め
て
か
ら
）
か
ら
浣
腸
を

せ
ず

に

排
便

し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

下
腹
部

に
充
分
力
が
入
り

ま
せ
ん
の
で
自
然
に
全
部
は
排
便
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
残

り
は
自
分
で

（
指
先
で
）
摘
出
し
て
居
り
ま
す
。
知
覚

の
方
も
時

に
鋭
敏

に
な

っ
た
り
鈍
く
な

っ
た
り
し
な
が

ら
徐

々
に
依
復
致
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
十

一
月
下
旬

に
以
前
よ
り
の
知
人
で
あ

っ
た
女

性
と
結
婚

い
た
し
ま
し
た
が
満
足

に
性
生
活
が
出
来
ま

せ
ん
の
で
何
か
食
養
上
の
治
療
法
を
御
教
示
頂

け
ま
す

れ
ば
幸
甚

に
存

じ
ま
す
。

先
は
日
報
御
送
付
芳

々
御
願
申
上
げ
た
く
木
筆
な
が

ら
桜
沢
先
生
始
め
皆
様
に
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
下
さ

い
ま

せ
。

結
婚
し
て

い
る
―
　
し
か
も
六
カ
月
も
前

に
！
　
結
婚

は
ま
だ
早
す
ぎ
る
―
　
結
婚
し
た
ら
治
り
が
お
く
れ
る
。

ソ
レ
コ
ソ

一
生
不
治

に
な
る
。

「
治
す
」
と

い
う

こ
と
は

私
た
ち
と
彼
と
の
協
力
作
業
で
、
彼
は
現
場
を
、
私
た
ち

は
原
理
の
方
法
化
を
う
け
も

っ
て

い
た

の
だ
。
そ
れ
が
治

っ
た
か
ら
、
と

い
っ
て
、

（実
は
ま
だ

「
治

っ
た
、
も
う

大
丈
夫
だ
、
も
う
自
由

に
し
て
よ
ろ
し

い
」
と

い
っ
て
手

を
引

い
た
覚
え
が
な

い
。

い
つ
も
頭

の
中

に
あ

っ
た
重
大

な
病
人
だ

）
そ
れ
が

一
言

の
挨
拶
も
せ
ず

に
結
婚
生
活
に

入

っ
て

い
る
と
は
―

こ
れ
は
、
ダ
メ
に
な
る
に
き
ま

っ
て

い
る
。
結
婚
生
活

も
失
敗

に
終

る
し
、
健
康
も
失
う
―
　
悲
劇

に
な
る
！

こ
れ
が
、
治
ら
な

い
病
気
、
死

に
い
た
る
病
な
の
だ
。

こ
ん
な
病
気
が
治
ら
な

い
の
は
、
む
り
も
な

い
。
彼
も
他

の
九
十
余
人
の
ア
ワ
レ
ナ
、
上
半
分

の
人
間
の
よ
う
に
、

治
す
意
志
が
な

い
人
だ

っ
た
。
治
り
た

い
、
健
康
人
に
な

り
た

い
、
自
由
を
奪
回
し
た

い
、
と

い
う
意
欲
が
な

い
人

な
の
だ
。
そ
れ
を
私
は
む
り
に
頼
ん
で
治

っ
て
も
ら
お
う

と
し
た

の
だ
。

つ
ま
り
、
彼
は

ヨ
ロ
コ
ビ
も
、
ウ
レ
シ
サ

も

ア
リ
ガ
タ
サ
も
知
ら
な

い
人
な
の
だ
。
彼
か
ら
胸
を
う

た
れ
る
よ
う
な
お
礼

の
コ
ト
バ
を
き

い
た
こ
と
が
な

い
。

彼
の
世
話
を
十
年
も
み
て
き
た
母
が

一
枚

の

ハ
ガ
キ
も
よ

こ
し
た

こ
と
が
な

い
。
手
製

の
竹
細
工
の
耳
カ
キ

一
本

で

も
お
礼

の
シ
ル
シ
に
送

っ
て
き
た
こ
と
が
な

い
。
ま
る
で
、

私
が
当
然
の
罰
金

で
も
払

っ
て

い
る
か
の
よ
う

に
私
た
ち

の
指
導
を
要
求
し
て
く
る
。
お
ま
け
に
、

こ
の
手
紙

の
要

求
だ
。

ア
リ
ガ
タ
サ
の
世
界
を
知
ら
な

い
の
だ
。

つ
ま
り
、
①

サ
ム
サ
、

ヒ
モ
ジ
サ
、
②

ク
ル
シ
サ
、
③

カ
ナ
シ
サ
の
世

界
を
、
ま
だ
十
分
体
験
し
て

い
な

い
の
だ
。
私
は
、
余
計
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な
オ
セ

ッ
カ
イ
を

し
た
の
だ
。

こ
の
手
紙
を
、
よ
く
読
み
返
し
て
見
る
と
、

『足
ナ

エ

娘
』

レ
ア
ン

〔
ド
リ
ー
ヌ
〕
と
同
様
、
う
れ
し
さ
も
、
あ

り
が
た
さ
も
カ
ゲ
を
見
せ
な

い
。
十
年
も
ほ
じ
り
出
し

て

い
た
大
便
が

「ず

っ
と
以
前
か
ら
浣
腸
を

せ
ず

に
出

て

い

ま
す
』

で
、
オ
カ
ゲ
で
と
も
言
わ
な

い
し
、
不
用
意

に
で

も
、

ア
リ
ガ
タ
イ

こ
と
だ
と
、　
二
百
も
ら
す
よ
う
な

こ
と

も
な

い
。
お
ま
け
に

『全
部
は
出
ま
せ
ん
…
…
』
ま
だ
不

平
ら
し

い
。

『
知
覚

の
方
も
時

に
鋭
敏

に
な

っ
た
り
、
鈍

く
な

っ
た
り
し
な
が
ら
、
徐

々
に
依
復
し
て
お
り
ま
す
』

ア
リ
ガ
タ
イ

こ
と
だ
、
と
も
オ
カ
ゲ
だ
と
も

一
言
も

い
わ

な

い
。
な
ん
と

い
う
呆
れ
た
人
間
だ
。

い
や
、

こ
れ
は
人

間
で
は
な

い
。
判
断
力
が
な

い
人
な
の
だ
か
ら
…
…

。

最
後

の
要
求
…

『
…
…
御
教
示
下
さ
れ
ば
幸
甚

…
…
』

に
至

っ
て
は
全
く

ア
イ
タ
国
が
ふ
さ
が
ら
な

い
。

こ
れ
で

は
、
商
売

に
治
療
を
し
て

い
る
人
で
も
、
怒
る
か
、
う
ん

と
金
を
と
る
注
射
を
す
る
だ
ろ
う
。

母
の
ツ
ミ
で
あ
る
。

「バ
バ
育
ち
、
七
割
引
き
』
、
『
母

親
子
、
三
割
引
き
」
と
は
よ
く
言

っ
た
も
の
だ
。
あ
あ
、

愚
か
な
る
妻
、
悪
魔
な
る
母
よ
―

そ
れ
に
し
て
も
、
私
は

つ
く
づ
く
神
様

は

エ
ラ
イ
と
思

う
。
よ
く
も
、

こ
ん
な
男
を
何
百
万
人
の
中

か
ら
え
ら
ん

で
、
わ
ざ
わ
ざ
脊
髄
を
切

っ
て
し
ま
う
と
は
！
　
全
く
神

わ
ざ
で
な
く
て
は
で
き
な

い
。

Ｍ

・
Ｍ
君
と
同
じ
ケ
ー
ス
が
、
も
う

一
つ
あ
る
。
そ
れ

は
、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
と

い
う
２‐
歳

で
死
ん
だ
娘

で
あ
る
。

四
、
我

マ
マ
気

マ
マ

―
―
悪
魔
と
は
、
我
マ
マ
気

マ
マ

（感
覚

を
よ
ろ
こ
ば
す
こ
と
）
の
た
め
に
自
由
を

乱
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
と

い
う
娘
は
、
カ
ワ
イ
イ
娘

で
あ

っ

た
。　
一
年
前
、
初

め
て
私
の
Ｍ
Ｉ
に
丼
上
夫
人
に
伴
わ
れ

て
き
た
。
ち

ょ
う
ど
朝

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
時
だ

っ
た
。
彼

女
は
、
何
を
聞
か
れ
て
も

『
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

そ

こ
で
、
私
は
彼
女
の
人
相
か
ら
彼
女
の
不
幸
な

一
生
を

判
定
し
、

こ
と
に
そ
の
左
右

の
八
重
歯

の
異
常
発
達
と
突

出
と
、
眉
間
の
タ
テ
ジ

ワ
を
指
摘
し
、
過
去

二
十
年
間
の

我

マ
マ
気

マ
マ

一
杯

の
生
活
を
あ
ば
き
、
今
、
百
八
十
度

の
転
向
を
し
な

い
な
ら
ば
、
間
も
な
く
不
幸

の
ど
ん
底
を

つ
く
で
あ
ろ
う
と
言

っ
た
。
彼
女
は
ボ

ロ
ボ

ロ
涙
を

こ
ぼ

し
た
。

―
―

そ
の
涙
が
ゴ
ー

マ
ン
の
シ
ル
シ
で
あ
る
。
過
去
に

長

い
間
、
我

マ
マ
気

マ
マ
一
杯
を
し
て
、　
一
度
も
叱
ら
れ

た

こ
と
も
な
く
、
寒
さ
も

ヒ
モ
ジ
サ
も
知
ら
ず

に
大
き
く

な

っ
た
人
は
、
み
な
こ
れ
だ
！

そ
れ
が
最
初

で
最
後
だ
ろ
う
、
と
思

っ
た
の
で
、
私
は

力
を

こ
め
て
彼
女
の
欠
点
を
あ
ば

い
た
。
私
は

一
期

一
会

を

モ

ッ
ト
ー
と
し
て

い
る
の
だ
。
ふ
し
ぎ

に
彼
女
は
そ
の

後

チ

ョ
イ
チ

ョ
イ
井
上
さ
ん
に

つ
れ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の

う
ち
に
Ｍ
Ｉ
に
入
れ
て
ほ
し

い
と
言

い
出
し
た
。
私
は
０

Ｋ
し
た
。
彼
女
は
井
上
夫
人
の
郷
里
、
伊
予
の
、
あ
る
村

の
大
き
な
農
家

の
娘

で
、
井
上
さ
ん
の
話
を
き

い
て
、
東

京

へ
出

て
勉
強
を
し
て
海
外

に
出
た

い
、
と

い
う
大
き
な

ュ
メ
を
抱

い
て
、
あ
ら
ゆ
る
反
対
を
押

し
切

っ
て
上
京
し

た
の
で
あ
る
。

私
は
毎

日
の
よ
う
に
彼
女
の
最
大

の
欠
点
で
あ
る
大
食

を
た
た

い
た
。

―
―

早
く
大
食
を
や
め
な

い
と
、
そ

の
眉
間
の
タ
テ
ジ

ワ
ニ
本
が
深
く
な
る
。

「
女
大
食
ナ
レ
バ
夫

ヲ
剋

ス
只
南

北
）
キ

ッ
ト
不
幸

に
な
る
。
第

一
、
人
生
が
オ

ソ
ロ
シ
ク

な
る
。
女
は
美
し
く
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

い
く
ら
お
化

粧
を
し
て
も
、
心
の
ミ
ニ
ク
サ

（
ム
サ
ポ
リ
）
は
か
く
せ

な

い
。

け
れ
ど
も
、
な
に
ぶ
ん
二
十
年
間
の
習
慣
と

い
う
も
の

は
、
な
か
な
か
治
ら
な

い
。
し
か
し
、
ど
う
に
か
八
月
ま

で
三
、
四
カ
月
は
す
ぎ
た
。
新
聞
う
り
も
板

に

つ
い
て
き

た
。　
一
日
百
部
う
る
日
も
チ

ョ
イ
チ

ョ
イ
あ

っ
た
。
新
聞

の
レ
コ
ー
ド
は
、
今

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
童
話
作
家
に
な
る

勉
強
を
し
て

い
る
ア
ヴ

ェ
リ
ー
ヌ

〔久
司
夫
人
〕
が
作

っ

た

一
日
三
百
五
十
部
。

ア
ヴ

ェ
リ
ー
ヌ
は
三
年
も
肺

で
ね

て
い
た
教
員
。
Ｍ
Ｉ

へ
き
て

一
年

二
、
三
カ
月

で
健
康
を

と
り
も
ど
し
、
一二
百
五
十
部

の
レ
コ
ー
ド
を
作

っ
た
の
で
、

ア
メ
リ
カ

ヘ
本
人
の
希
望
通
り
送
り
出
し
た
娘
。

フ
ラ
ン

は
、
し
か
し
、
な
か
な
か
百
部

の
レ
ベ
ル
に
達
し
な

い
。

我

マ
マ
気

マ
マ
を
親
が
さ
せ
た
娘
、
サ
ム
サ
と
ヒ
モ
ジ
サ
、

ク
ル
シ
サ
と
カ
ナ
シ
サ
に
十
分
き
た
え
ら
れ
て
い
な

い
子
、

８
ュ

０
【
一
　

の
あ
る
家

の
子
は
、
可
愛

い
い
シ
タ
シ
ミ
の

感
じ
を
人
に
も
た
せ
な

い
。

メ
リ
ー

〔
陽
気
な
愉
快
な
〕

と

い
う
感

じ
が
な

い
。
だ
か
ら
売
れ
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、

人
を

つ
か
む
力
が
な

い
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
ど
ん
な
問
題
で
も

『分
か
り
ま
せ
ん
』

の

一
点
張
り
。

つ
ま
り
、
判
断
力
が

な

い
の
で
あ

る
。
八
月
か
ら
、
と
み
に
新
聞
う
り
の
成
績

が
悪
く
な

っ
た
。
大
食
は
や
め
な

い
。
　

眉
間
の
シ
ワ
が
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な
く
な
ら
な

い
。
さ
あ
大
変
。
三
、
四
カ
月
も
た

つ
の
に

正
食
正
養
が
で
き
な

い
と
な

る
と
、
だ

い
ぶ
病
気
が
お
も

い
。　
一
カ
月
か
ニ
カ
月
も
や
る
と
新
聞
売
り
が
楽
し
く
な

る
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
し
て
、

フ
ラ
ン
も
生
ま
れ
て
初

め
て
社
会

へ
放
り
出
さ
れ
て
、
初
め
は
恐
ろ
し
さ
で

い

つ

ば

い
だ

っ
た

の
に
、と
き
ど
き
激
励
さ
れ
た
り
、余
分
に
お

金
を
も
ら

っ
た
り

（あ
る
子
は

一
日
に
千
九
百
円
も
渡
航

資
金
を
も
ら

っ
て
き
た
）す
る
の
で
、す

っ
か
り
社
会
が
う

れ
し
く
な
り
、
渡
る
世
間
に
鬼
が
な

い
こ
と
が
分
か
り
、

売
れ
な

い
の
は
、
そ
の
前
日
の
食
事

の
量
と
質

の
せ

い
だ
、

と

い
う

こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、　
一
度

脱
線
す
る
と
、
元

に
も
ど
る
の
が
、
と
て
も
骨

で
あ
る
。

九
月

に
私
は
彼
女
に
国

へ
帰
れ
、
と
言

い
渡
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
正
食
を
し
な

い
な
ら
、
と

い
う
意
味
。
し
か
し
、

彼
女
は
う
れ
し

い
こ
と
に
帰
ら
な

い
。
し
か
し
、
な
ま
け

と
大
食
は
、
な
か
な
か
治
ら
な

い
。
十
月
に
、
ま
た
私
は

帰
れ
、
と
言

っ
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
出
席
す
る
特
権
を
取

り
上
げ
た
。
そ
れ
で
も
帰
ら
な

い
。
十

一
月
、
十
二
月
…

…
私
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
。
し
か
し

一
度
す

べ
り
お

ち
た
邪
食

の
ど
ん
底

か
ら
は
、
な
か
な
か
這

い
上
が
れ
な

い
。
本
人
は
苦
し

い
努
力
を

つ
づ
け
て

い
る
の
で
あ
る
。

四
月
の
初

め
、

ア
ヴ

ェ
リ
ー
ヌ
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

Ｍ
Ｉ

へ

一
人
女
性
が
ほ
し

い
と
言

っ
て
き
た
。
そ
れ
を
き

く
と
、

フ
ラ
ン
は
行
く
と
言

い
出
し
た
。
私
が
Ｏ
Ｋ
す
る

と
泣

い
て
よ
ろ

こ
び
、
き

っ
と
新
聞
う
り
の
レ

コ
ー
ド
を

作
る
と
言

っ
て

ハ
リ
キ
リ
を
示
し
た
。
百
部
う

っ
て
く
る

よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
寝

こ
ん
で
し
ま

っ

た
。
若

い
娘
だ
か
ら
、
す
ぐ
立
ち
上
が
る
だ
ろ
う
、
と
思

っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
お
き
上
が
ら
な

い
。
そ
れ
で
、

私
は

い
よ

い
よ
脱
落
組
だ
、
も
う
仕
方
が
な

い
、
帰
国
さ

せ
よ
う
。
や
は
り
野
に
お
け
、
だ
と
思

っ
た
。
し
か
し
、

も
う
お
そ
か

っ
た
。
彼
女
の
五
体
は
八
月
か
ら
の
邪
食

で

ダ
メ
に
な

っ
て

い
た
。
二
十
歳
く
ら

い
で
歯

の
自
く
な

い

子
は
ト
テ
モ
だ
め
な
ん
だ
。
肝
臓
を
や
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

若

い
娘

で
眉
間

に
タ
テ
ジ

ワ
の
あ
る
よ
う
な
子
は
ダ
メ
な

ん
だ
。

五
月
三
十

一
日
、

ア
リ
ガ
ト
オ
、

ア
リ
ガ
ト
オ
を
連
発

す
る
子
に
な

っ
た

フ
ラ
ン
は
、
井
上
さ
ん
や
リ

マ
や
、
Ｍ

Ｉ
の
子
ら
に
手

あ

つ
い
看
護
を
う
け
な
が
ら
死
ん
で
行

っ

た
。
死
ぬ
間
ギ

ワ
ま
で

『
ア
リ
ガ
ト
オ
』
を
連
発
し
て
、

独
特

の
笑

い
顔

を
見
せ
て
、　
一
度
も
苦
し

い
と
言
わ
ず

に

死
ぬ
十
日
も
前

に
、
兄
が
引
き
取
り
に
き
た
。
し
か
し
、

フ
ラ
ン
は
、
死
ん
で
も

こ
の
家
を
出
な

い
、
と
言

い
張

っ

た
。
兄
は
大
反
対
で
や

っ
て
来
た
の
で
、
初
め
か
ら
こ
の

家
全
体
、
私
の
仕
事
全
体

に
不
満
と
怒
り
を
も

っ
て
い
た
。

し
か
し

『永
遠

の
少
年
」
を
読
み
、
フ
ラ
ン
の
話
を
き
き
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
で
る
と
、
た
ち
ま
ち

こ
の
Ｍ
Ｉ
の
す

べ
て

を
理
解
し
、
帰
る
と
き
は

「
私
も
ぜ
ひ
入
れ
て
下
さ

い
、
家

を
仕
木
し
て
き
ま
す
か
ら，
、
ぜ
ひ
」
と
言

っ
て
帰

っ
て
行

っ
主た
。

フ
ラ
ン
は
最
後

に
死

の
床

で
兄

一
家
を
救
う

こ
と
に
成

功
し
た
。
私
は
、　
一
月
も
前
か
ら
何
回
も
電
報
で
母
に
上

京
す
る
よ
う
に
頼

ん
だ
。
そ
の
わ
け
は
、
せ
め
て
フ
ラ
ン

の
病
気

の
も
と
で
あ
る
母
の
精
神
だ
け
は
治
さ
な
く
て
は

ダ
メ
だ
と
思

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
母
は
そ
の
た
び

に
丼
上
さ
ん
あ

て
の
手
紙

で
、
世
話
に
な

っ
た
お
礼
ど

こ

ろ
か
、
不
平
不
満
を
投
げ

つ
け
て
き
て

い
た
ｏ

こ
の
母
が

私
に
ウ
ラ
ミ
を
も

っ
て

い
た
の
は
、

フ
ラ
ン
の
死
後
、
遺

骨
を
受
け
取
り
に
き
た
伯
母
が
、
次
の
よ
う
な
話
を
し
た

の
で
、
よ
く
分
か

っ
た
。

フ
ラ
ン
の
母
は
、
二
人
の
子

（男

一
、
女
二
）
を

つ
れ

て
再
婚
し
た
。
三
度
目

の
夫

の
家
が
大
き
な
農
家
。
そ
の

夫
も
死
ん
だ
。
そ
の
息
子

（
２６
）
に

一
切
の
権
利
が
相
続

さ
れ
て

い
る
の
で
、
母
は
自
由
が
き
か
な

い
。
そ

こ
で
フ

ラ
ン
を
そ
の
妻

に
す
れ
ば
自
分
は

一
生
安
楽

に
ゆ
け
る
と

い
う
算
段
。

つ
ま
り
、
自
分
の
安
楽

の
た
め
に
自
分

の
娘

を
自
分

の
義
理
の
子
の
嫁

に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

フ
ラ
ン
は
そ
の
兄
が
大
キ

ラ
イ
な

の
で
、
二

度
と
家

に
は
帰
ら
な

い
気

で
出

て
き
た

の
で
あ
る
。
あ
あ
、

愚
か
な
る
妻
、
悪
魔
な
る
母
。

こ
の
母
が
、
つ
れ
子
で
あ
る
末
娘

の
フ
ラ
ン
を
盲
愛
し
、

カ
ゲ
に
ま
わ

っ
て
、
三
度
目
の
夫

に
か
く
れ
て
我

マ
マ
気

マ
マ
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
我

マ
マ
気

マ
マ
が

フ
ラ

ン
を

，シ

ッ
カ
リ
と
ら
え
て
放
さ
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
彼
女

に
、
す
ご

い
邪
食
を
さ
せ
た
の
だ
。

こ
の
家

〔
Ｍ
Ｉ
〕
の

た
だ

一
つ
の
法
度
で
あ
る
砂
糖
食
厳
禁
、

こ
と
に
フ
ラ
ン

に
は
、
き
び
し
く
禁

じ
た
戒
を

フ
ラ
ン
に
破
ら
せ
、
夜
、

フ
ト

ン
の
中

に
砂
糖
や
菓
子
を
持
ち
込
ん
で
食

べ
さ
せ
た

我

マ
マ
気

マ
マ
は
、

こ
の
母
が
し

つ
け
た
の
で
あ
る
。
死

ぬ
数
日
前

に
は
、

こ
と
に
す
ご

い
無
礼
、
無
作
法
な
手
紙

を
井
上
さ
ん
に
よ
こ
し
て
い
る
。

―
ｌ
ｆＴ
り
～
ら
い
の
食
費
だ
と

い

フヽ
の
に
、
玄
米
の
小

さ

い
ム
ス
ビ

ニ

つ
し
か
食
わ
さ
な

い
の
に
六
千
円
の
生
活

費
を
と
る
の
は
、
な
ん
と

い
う
無
茶
、
無
法
だ
…
…
な
ど
、

も
ぅ

ノ
ノ
シ
リ
の

コ
ト
バ
さ
え
出

て

い
る
。

こ
の
二
千
万

円
の
家

に
す
ま
せ
、
百
万
円
か
け
て
も
ゼ

ッ
タ
イ
で
き
な
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い
渡
航
を
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
準
備
に
、
ほ
ん
と
う
の

水ヽ
遠

の
幸
福

の
設
計
を
す
る
た
め
に
、
あ
け
て
も
く
れ
て

も
心
配
し
て

い
る
私
た
ち
に
対
し
て
、
お
礼

の
代
わ
り
に

こ
の
暴
一言
で
あ
る
。
し
か
も

一
年
間

一
文
も
そ

の
生
活
費

は
払

っ
た

こ
と
も
な

い
し
、
異
動
証
明
さ
え
初
め
数
力
月

は
よ
こ
さ
ず
、
我

々
の
玄
米
を
食

っ
て

い
る
。
我

々
に
も
、

井
上
夫
人
に
も
何
万
円
か
の
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
そ
の

上
、
新
聞

の
売
り
上
げ
を
だ

い
ぶ

つ
か

い
込
ん
で

い
る
。

こ
ん
な
人
間
バ
ナ
レ
を
し
た

こ
と
を
全
く

エ
ン
も

ユ
カ
リ

も
な

い
他
人
の
子
の
た
め
に
し
、
毎
年
三
百
万
円
以
上
も

か
け
て

い
る
こ
の
Ｍ
Ｉ
を
、
ノ
ロ
イ
と
ウ
ラ
ミ
と
イ
カ
リ

の
日
で
に
ら
み

つ
め
て

い
る
の
は
、
何
と

い
う
不
幸
だ
ろ

う
―
。

そ
の
上
、
そ
の
村

の
大
光
寺
と
か

い
ぅ
寺

の
住
職

（
八
十
歳

）
の
夫
人

（芸
者
上
が
り
）
に
こ
の
家
を
五
分

間
ば
か
り
の
ぞ
か
せ

（
私
に
会

い
も
せ
ず
、
あ

い
さ

つ
も

せ
ず

に
帰

っ
た
）、
そ
の
報
告
で

『あ

の
桜
沢
は
赤
だ
』
と

き

い
た
、
そ
ん
な
家

へ
、
な
ぜ
娘
を
入
れ
た
か
、
と
、
キ

ツ
イ
攻
撃

の
手
紙
を
井
上
さ
ん
に
よ
こ
し
た
母
―

五
、
愚
か
な
る
妻
は
悪
魔
な
る
母

あ
あ
―
　
悪
魔
な
る
母
―
　
愚
か
な
る
妻
は
、
夫
女
子

を
殺
し
、
そ
の
上
、
悪
魔
な
る
母
に
な
る
の
で
あ
る
。
在

来

の
日
本

の
女
子
教
育
は
、
み
な

こ
ん
な
女
性
を
造
り
上

げ

て
き
た
の
で
あ
る
。
従
と

い
う

こ
と
ば
か
り
教
え
た
か

ら
だ
。
そ
れ
は
男

に
は
よ
か

っ
た
が
、
家
ゃ
国

に
と

っ
て

は
恐
ろ
し

い
こ
と
だ

っ
た
。

フ
ラ
ン
と

い
い
、
Ｍ

。
Ｍ
と

い
い
、
み
な
悪
魔
な
る
母

の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
悪
魔
な

る
母
を
作

っ
た

の
は
、
ド

ン
欲
、
利
己
主
義

一
点
ば
り
の

ド
ー
欲
。
そ
の
ゴ
ー
欲
と
そ
の
不
幸
を
作
り
出
し
た
も
と

は
、
判
断
力

の
ク
モ
リ
で
あ
る
。
世
界
観

の
欠
如
で
あ
る
。

金
が
何
よ
り
大
切
だ
と

い
う
迷

い
、
自
分
を
幸
福

に
す
る

た
め

に
他
人
が
ど
ん
な
迷
惑
を
し
て
も

い
い
と

い
ぅ
人
生

観
。

こ
れ
は
教
育
家
と
宗
教
家

の
ツ
ミ
で
ぁ
る
。
し
か
し

教
育
家
も
ヤ
ミ
を

し
な
か

っ
た
人
が
な

い
し
、
宗
教
家
も

芸
者
を
う
け
出
し
た
り
、
宗
祖

の
精
神
を
ふ
み
に
じ

っ
た

肉
食
を
し
た
り
し

て

い
る
。
政
治
家
の
ツ
ミ
か
？

し
か
し
、

こ
れ
が
人
間
の
本
質

で
あ
る
。
利
己
主
義
の

い
け
な

い
こ
と
は
頭

で
は
分
か

っ
て

い
る
。
抽
象
的
概
念

的
、

口
先
だ
け
で
は
十
分

に
正
し

い
判
断
力
．を
示
し
て

い

る
。
し
か
も
、
実
際
社
会
生
活
で
は
全
く
ウ
ラ

ハ
ラ
の
行

を
し
て

い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
国
だ
と
主
張

し

つ
つ
、
キ
リ

ス
ト
の
精
神
を
ふ
み
に
じ

っ
て
原
水
爆
を
作

る
よ
う
な
国

も
あ
る
。

あ
あ
―
　
悪
魔
な
る
母
―
　
病
気
し
、
夫
を
殺
し
、
子

を
殺
す
愚
か
な
る
妻
は
キ

ッ
ト
悪
魔
な
る
母

に
な
る
―

女
性

の
目
ざ
め
な
く
し
て
は
人
間
は
、

っ
い
に
救
わ
れ

な

い
。
宗
教
家
も
、
教
育
家
も
政
治
家
も
、
医
者
も
、
あ

ら
ゆ
る
父
も
母
も
、

こ
の
死

に
い
た
る
病
、
判
断
力

の
ク

モ
リ
を
取
り
去
る
方
法

の
探
究

に
真
剣
な
努
力
を
集
中
す

べ
き
で
は
な

い
か
。

し
か
し
、

『感
謝
す
る
気
も
ち
を
も
て
』
式
の
概
念
教

育
、
形
式
教
育
観
念
論
、
神
ガ
カ
リ
、
軍
国
主
義
教
育
が

マ
チ
ガ
イ
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
十
分
指
摘
し
て
お

い

た
し
、
こ
の
国
を
亡
ば
し
、
光
栄
あ
る

二
千
六
百
年

の
歴

史
を
ふ

っ
と
ば
し
て
敗
戦
―
―
人
類
史
上
空
前
、
お
そ
ら

く
絶
後
の
敗
戦
に
よ

っ
て
、
も
う
十

三
分
に
分
か

っ
て

い

る
は
ず

で
あ
る
。

寒
さ
と
ヒ
モ
ジ
サ
、
苦

し
み
と
カ
ナ
シ
ミ
、

こ
れ
だ
け

が
こ
の
判
断
力

の
完
全
な
光
を
増
強
す
る
も

の
で
あ
る
―

判
断
力

の
ク
モ
リ
が
、
す

べ
て
の
死

に

い
た
る
病
、
す

べ
て
の
人
間
の
不
幸

の
モ
ト
で
あ
る
。

こ
の
も
と
を
と
り

の
ぞ
く
た
め
に
何
が
入
用
で
あ
る
か
、
諸
君

の
良
識

に
訴

え
て
き

い
て
ほ
し

い
。
サ
ム
サ
と
ヒ
モ
ジ
サ
を
常

に
十
分

与
え
て
お
く

こ
と
は
、
正
食
正
養
と

い
う
生
物
学
的
、
生

理
学
的
教
育

よ
り
ほ
か
に
は
な

い
！
　
そ
の
他

の
方
法
は
、

み
な
形
式
だ
け
で
あ
る
。
魂

の
な

い
も
の
で
あ
る
。
私
の

六
十
年

の

一
生
、
四
十
年

の
努
力

の
結
果
は
、

こ
う
教
え
、

私
を
し
て
こ
う
叫
ば
し
め
る
。
サ
ム
サ
と
ヒ
モ
ジ
サ
と
正

食
正
養
、

こ
れ
以
外

に
、
如
何
ナ
ル
方
法
も
無
用
で
あ
り
、

無
効

で
あ
る
！

人
は
生
き
て

い
る
限
り
、
毎
日
、
あ
け
て
も
く
れ
て
も
、

オ
ク
リ
モ
ノ
を
、
も

っ
て

い
る
か
ぎ
り
、
す

べ
て
の
も
の

を
バ
ラ

マ
ク
こ
と
に
没
頭
腐
心
す

べ
き
で
ぁ
る
。
金
で
も
、

物
で
も
、
キ

モ
ノ
で
も
、
本

で
も
、
知
識

で
も
、
力
で
も
、

サ
ー
ビ

ス
で
も
、
笑
顔

で
も
、
忠
告
で
も
、
歌

で
も
、
何

で
も

い
い
。
生
き
て

い
る
と

い
う

こ
と
自
体
が
表
現
と

い

う

こ
と
で
あ
り
、
バ
ラ

マ
ク
こ
と
で
、
た
だ
、
も
う
噴
水

の
よ
う

に
絶
え
ま
な
く
吐
き
だ
す

こ
と
ば
か
り
で
な
く
て

は
な
ら
な

い
。
そ
う
す
れ
ば
朝
か
ら
晩
ま
で
、
晩
か
ら
朝

ま
で
サ
ム
サ
と
ヒ
モ
ジ
サ
が
来

る
＝

日
光
と
空
気
と
水
と

い
う
、
最
も
大
切
な
生
命

の
も
と

が
、
お
し
げ
も
な
く
、
無
限
に
ふ
り
そ
そ
が
れ

て
い
る
。

そ
れ
ら
の
結
晶
で
あ
る
、
宝
石

の
ご
と
き
、
貯
蔵
さ
え
で

き
る
米
や
麦
、
草

の
葉
や
根
ま
で
た
だ
で
無
限
に
与
え
ら

れ
て

い
る
。
我

々
は
与
え
ら
れ
す
ぎ

て
い
る
。
だ
か
ら
、

バ
ラ

マ
キ
を
や
ら
な

い
と
、
自
然
爆
発
を
招

い
て
し
ま
う

の
だ
。
そ
れ
が
病
気
や
不
幸

で
あ
る
。
バ
ラ

マ
ク
こ
と
を
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し
な

い
ば
か
り
か
、
ト
リ

コ
ミ
、
カ
キ

ア
ツ
メ
ば
か
り
を

や
る
人
の
運
命
が
最
も
悲
惨

で
あ
る
。

こ
れ
で
、
キ
リ
ス

ト
が
言

っ
た
よ
う

に
、

『な
ん
じ
、
旅
に
出
ず

る
と
て
旅

の
袋
を
も

つ
な
。
金
を
も

つ
な
。
代
わ
り
の
下
着
や
、
代

り
の
ワ
ラ
ジ
や
杖
も
も

つ
な
』

（
マ
タ
イ
Ｘ
ｌＯ
）
と

い
う

こ
と
が

一
番
よ

い
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
は
国

に
い
て
な
ら

平
気
で
で
き
る
が
、
国
外

の
旅
に
出

て
は
、
む

つ
か
し
い
（

こ
れ
を
私
は

『ジ

ャ
ン
プ
』

と

い
う
ｏ
私
が
海
外

へ
送
り

出
し
た
青
年
た
ち
は
、
ミ
チ
オ
、

ア
ヴ

ェ
リ
ー
ヌ
を
始
め

皆
や

っ
て
い
る
。

こ
れ
が
や
れ
た
ら
、
も
う

こ
の
世

に

コ

ヮ
イ

モ
ノ
は
な

い
。
楽
し
さ
、

ア
リ
ガ
タ
サ
ば
か
り
で
あ

Ｚ

つ

。

Ｍ
Ｉ
の
子
、
Ｐ
Ｕ
人
は
、　
一
枚

の
下
着
も
も
た
な

い
か

ら
、
オ
ク
リ
モ
ノ
は
何
も
な

い
が
、
健
康

の
原
理
、
生
命

の
原
理
、
自
由

の
原
理
と

い
う
、

こ
の
世

で
最
も
貴

い
永

】込
の
ヨ
ロ
コ
ビ

（福
音

）
を
ば

らヽ
ま
く
の
だ
。

『天
国
の
カ
ギ
を
バ
ラ

マ
ク
の
だ
。
病
め
る
も
の
を
治
し
、

死
人

（判
断
力
な
き
人
）
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
瀬
病
人

（ド

ー
ヨ
ク
人
）
を
き
よ
め
、
悪
鬼

（学
者
、
パ
リ
サ
イ
人
、

偽
善
者
）
を
お

い
出

せ
』

（
マ
タ
イ
Ｘ
７
、
８
）

オ
ク
リ
モ
ノ
で
も
、
相
手
の
感
覚
だ
け
を
よ
ろ

こ
ば
す

も
の
は
す
ぐ
忘
れ
ら
れ

る
し
、
き

っ
と
害
を
招
く
。
天
国

の
カ
ギ
、
Ｐ
Ｕ
、
真
生
活
法
を
バ
ラ

マ
ク
の
だ
。
食
物
療

法
程
度
で
は
ダ

メ
だ
。
永
久
に
忘
れ
ら
れ
な

い
ヨ
ロ
コ
ビ

を

ふ
り
ま
く

こ
と
だ
。
自
分

の
サ
ム
サ
、
ヒ
モ
ジ
サ
を
招

く
た
め
に
―
　
自
分

の
た
め
に
、
だ
―

　
ユ
メ
に
も
世

の

タ
メ
、
人
の
た
め
な
ど
思

っ
て
は

い
け
な

い
Ｈ

（
Ｍ
Ｉ
の

生
活
、
新
聞
う
り
は
、

こ
の
大
切
な
修
行

の
第

一
歩

で
あ

る
。
）

●期間;7月 6日 ～ 9月 1日  ●場所 ;大洞院/静岡県周智郡森町橘249(袋井下車 )
●内容;座禅,ク ンダリーニ・ヨガ,ョ ガ,大極拳,導引術,食養など ●費用;1日 3500円

大調和の世界、その実現は、なによリー人一人の直観力にかかってぃます。

直観力の養成をし、重たすぎる頭と、揺れ動く心に、光をあてましょう。

●講師;ツ ェア真禅 (英語。ただしタィトルのように言葉が分からなくとも可)

●連絡先;%以前03-389-3656カ トリーヌまたはベドロ,%以降05388-5-2009ッ ェア真禅

玄米正食で自己改造を進めている方/意識革命から自己コントロ…ルを目指している方
深い洞察と最高判断力を身につけようとしている方/自立した自己を造り自由人として生きたい方

人間 をマ クロ的ネ見里予で と らえた トー タル・ システムの人間学校

スーパー・ トレーニング
この講座は身体の悩 み、心の悩みなどの対症療法的なア ドバ ィスのみ与えるものではありません。
プログラムを実行 していくだけで、ぁなたの体質を変え、心 を安定させ、脳細胞 を活発にします。
全ての悩みが知 らず矢口らずの うちに解消するばかりでなく、あなたはダィナ ミックに変身 し、普通
人の 3倍の能力が発揮できるようになります。今の自分 を真剣 に変えたぃと考 えている方は今日す
ぐ下記へ。案内書無料急送。 (日 本 CI協 会にもあります )
*通信指導を中心 に、研究会、スクー リング、各種ゼ ミが開催 されます。

A.Io C master mind grOup 東京・神戸・与論
(A.I.Cの 提携マーケ ッ トは躍進 を続 け る ぐる～ぷ味穂 です )

〒202東 京都保 谷 市下保谷5-11-22東 保 コ
「 ∫ifT A.Io C東 京 本 部

TEL o424-21



0テキスト・ シリー

民主主義の基礎としての選挙の原理とその新しい方法について一―

by M iss Florence La Fontaine Randall

『コンパ』42号 (昭25年 10月号、世界政府協会)よ り
(表記を現代式に改めました)

選 挙 の原理

ま
た
戦
争
―

サ
ラ
イ

ェ
ヴ

ォ
の

一
弾
が
第

一
世
界
大
戦
を
ひ
き
お
こ

し
た
よ
う

に
、
ま
た

コ
レ
ヤ

〔朝
鮮
〕
の
３８
度
線

の
最
初

の

一
発
が
第
二
世
界
大
戦

の
幕
を
あ
げ

る
の
で
し

ょ
う
か

私
の
母
は
、
私
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
と
き
始
ま

っ
た

第

一
世
界
大
戦
で
ド
イ

ツ
兵

の
た
め
に
虐
殺
さ
れ
、
私
以

外

に
残

っ
た
者
は
第
二
大
戦
で
ミ
ナ
殺

さ
れ
て
し
ま

い
ま

し
た
。
そ
の
オ
カ
ゲ
で
、
私
は
幼

い
頃
か
ら
タ
ノ
シ
イ
家

（
ホ
ー
ム
）
の
生
活
を
し
ら
ず

に
、
修
道
院
や
孤
児
収
容

所
で
尼
さ
ん
た
ち
の
ム
チ
で
育

て
ら
れ
ま
し
た
…
…
。

あ
あ
戦
争
―
…
…
虐
殺
…
…
数
万
の
母
を

こ
ろ
さ
れ
…

千
、
百
、
万

の
夫
と
愛
児
を

こ
ろ
さ
れ
、
数
千
万
の
未
亡

人
と
孤
児
を

の
こ
さ
れ
、
数
千
万

の
家
や
学
校
や
病
院
を

や
か
れ
…
…
あ
あ
―
　
戦
争
…
…
。

フ
イ

ニ
天
か
ら
千
、
万

の
雷
を

一
度

に
な
げ

つ
け
る
オ

ソ
ロ
シ
イ
原
バ
ク
ー
　
数
十
万
の
妻
を
、
子
を
、
老
人
を

黒

こ
げ

に
す
る
原
バ
ク
…
…
。

あ
あ
―
・

モ
ー
タ
ク
サ
ン
で
す
―

ナ
ゼ
こ
の
世

に
戦
争
と

い
う
も

の
が
あ
る
の
か
―

ナ
ゼ

こ
の
世

に
は

『悪
』
と

『
ツ
ミ
』
が
み
ち
て

い
る

の
か
―
ナ
ゼ
人
間
は
人
間
を

こ
ろ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
の
か
！

ナ
ゼ
人
間
は
大
切
な
イ

ノ
チ
を

ム
ザ
ム
ザ
抹
殺
す
る
た

め
に
、
数
千
万
、
数
千
億

の
金
を
か
け
る
よ
う
な
オ

ロ
カ

ナ
ま
ね
を
す
る
の
か
？

数
百
人
を

の
せ
て
、
数
千

マ
イ

ル
を

一
と
び

に
す
る
ヒ

コ
ー
キ
や
、
数
千

マ
イ

ル
の
海

の
底
を

一
気

に
く
ぐ
り
ぬ

け
る
サ
ブ

マ
リ

ン

〔潜
水
艦
〕
ゃ
、
数
千

マ
イ

ル
を

へ
だ

て
て
友
と
親
し
く
話
す

こ
と
の
で
き
る
テ
レ
ビ
を

つ
く

っ

た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
ナ

ニ
に
な
る
の
で
す
か
―
　
ソ
ン

ナ
も
の
は
、
戦
争
を
く

い
と
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
し
、

む
し
ろ
戦
争
を
大
仕
掛
け
に
し
、

ツ
ミ
も
ト
ガ
も
な

い
人

人
を
最
も
多
く

こ
ろ
す
の
に
役
立

つ
だ
け
で
す
…
…
。

あ
あ
―
　
ヒ
ロ
シ

マ
ー
　
ナ
ガ
サ
キ
ー

真
珠
湾

―
　
イ
オ
ー
島
！
　
オ
キ
ナ

ワ
ー

日
本
学
生

の

『海
ゆ
か
ば
、
水
漬
く
カ
バ
ネ
、
山
ゆ
か

ば
、
コ
ケ
ム
ス
カ
バ
ネ
…
…
』
の
ウ
タ
の
お
も
ぐ
る
し
さ
―

わ
だ

つ
み
の
底
や
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
の
中

の
数
万
の
日
本

）字
生

の
カ
バ
ネ

の
声
、
お
お

『
き
け
わ
だ

つ
み
の
こ
え
』

オ
キ
ナ

ワ
で
、
生
き
な
が
ら
、
一
団
と
な

っ
て
や
き
こ
ろ

さ
れ
た
数
百
名

の
自
百
合
女
学
校
の
女
学
生
た
ち
…
…
。

ナ
ゼ
人
間
は
人
間
を
こ
ろ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
す
か
？

ナ
ゼ
万
物

の
霊
長
と
自
称
し
、
ホ
モ

・
サ
ピ

ェ
ン
ス
と

自
称
す
る
人
間
が
、
オ
タ
ガ
イ

ニ
コ
ロ
シ
ア
イ
を
せ
ず

に

す
ま
な

い
の
で
す
か
？

ナ
ゼ
人
間
は
、
ウ
ラ
ミ
も

ニ
ク
シ
ミ
も
な

い
の
に
命
令

一
下
、　
一
団
と
な

っ
て
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
名
も
し
ら

な

い
他
人
を
、

ア
ラ
ュ
ル
火
器
を
利
用
し
て
殺
さ
ね
ば
な

ら
な

い
の
で
す
か
？
…
…
。

私
は
、
第

一
世
界
大
戦

の
さ
な
か
に
生
ま
れ
、
第
二
、

は

し

力`

き

-22-



第
二
大
戦
ま
で
、
ビ

ン
ボ
ー
と
、
ウ

エ
ジ

エ
と
、
虐
殺
と
鉄

火
の
時
代
を
四
分

の

一
世
紀

以
上
も
生
き
て
ま
し
た
が
、

モ
ー
た
く
さ
ん
で
す
！
　
人
生
が

こ
ん
な
モ
ノ
な
ら
、
人

生
よ
き
え
て
な
く
な

っ
て
お
く
れ
！

私
は
、
人
生
と
は
、
自
由
と
幸
福
、
健
康
と
タ
ノ
シ
サ

に
み
ち
、
昼
は
理
想

の
太
陽

に
、
夜
は
情
愛

の
月
光

に

つ

つ
ま
れ
る
ウ

ツ
ク
シ
イ
、
ウ
ツ
ク
シ
イ

モ
ノ
で
あ
る
べ
き

だ
と
思

い
ま
す
。

ソ
レ
が
死
ん
で
か
ら
く
る
も
の
な
ら
、

私
は
チ

ッ
ト
モ
用
が
あ
り
ま
せ
ん
！

私
は
物
ご

こ
ろ
の

つ
く
こ
ろ
か
ら
、
ホ
ン
ト
ー
の
人
生

―
・

タ
ノ
シ
イ
、
タ
ノ
シ
イ
、
タ
ノ
シ
イ
人
生
、

こ
の
上

な
き
人
生
、
戦

い
、

コ
ロ
シ
ア
イ
、
ピ
カ
ド

ン
な
き
人
生

を
さ
が
し
も
と
め
て
き
ま
し
た
…
…
。

ホ

ン
ト
ー
に
、
私
の
３０
余
年

の
生
涯
は

ソ
レ
の
み
に
ヒ

タ
ス
ラ
さ
さ
げ
ら
れ
た
の
で
す
…
…
。

宗
教
、
哲
学
、
科
学
、
文
学
、
音
楽
、
道
徳
、
詩
…
…

ア
ラ
ユ
ル
世
界
を

さ
ぐ
り
ま
わ
り
ま
し
た
が
、

ツ
イ

に
す

べ
て
の
努
力
が
ム
ダ
で
し
た
。

ダ
カ
ラ
私
は
と
う
と
う
、
情
熱

の

マ
ボ

ロ
シ
の
中

に

一

切
を
わ
す
れ

て
し
ま
う
か
、
昔

の
平
和
な
日
本

の
詩
人
バ

シ

ョ
ウ
の

「
サ
ビ
と

ワ
ビ
」

の
世
界
、
瞑
想

の
世
界

に
こ

の
世
を

の
が
れ
て

一
生

い
き
て
ゆ
く
か
、
ド
チ
ラ
か
を
え

ら
ば
な
く
て
は
ナ
ラ
ナ
イ
と

い
う

ハ
メ
に
お
ち

こ
ん
で
し

ま

い
ま
し
た
…
…
。

コ
ノ
と
き
、
お
お
、
神
に
祝
福
あ
れ
―

あ
あ
―
　
さ

い
わ

い
な
る
か
な
、
心
む
な
し
き

モ
ノ
、

汝
は
神
を
見
る
を
え
ん
―

私
は
敗
戦
国

の
廃
墟

の
中

に
、

フ
シ
ギ
ナ
え
に
し
で
、

全
く
思

い
も
か
け
な

い
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
数
千

マ
イ

ル

を

へ
だ

て
て

い
な
が
ら
、
敗
れ
た
軍
国
主
義
の
国

の
牢
獄

か
ら
出

て
く
る

一
人
の
老
哲
”字
徒
を
見

つ
け
た
の
で
す
…

私
は
Ｊ

・
ハ
ー
シ
ー
や
Ｎ

・
カ
ズ

ン
ズ
ら
の
よ
う
に
、

ヒ
コ
ー
キ
で
と
ん
で
ゆ
く

こ
と
は
し
な
か

っ
た
け
れ
ど
、

こ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
老
哲
人
を
見

つ
け
た
の
で
、
私
は
カ

レ
ラ
ニ
人
よ
り
も

ハ
ル
カ

ニ
幸
せ
だ

っ
た
、
と

い
う

こ
と

が
分
か
り
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
自
由
と
幸
福

の

世
界
の
カ
ギ
を
見

つ
け
、

ヨ
ロ
コ
ビ
で

一
ぱ

い
で
す
。

し
か
し
、
私
は

マ
ダ
彼
を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
彼
は
数

冊

の
著
書
を
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
十
数
回

長

い
手

紙
を
送
り
、
彼
か
ら
も
長

い
返
事
が
数
本
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
彼

の
ス
ベ
テ
を

つ
か
む
こ
と
は
ト
テ
モ
で
き
ま
せ

ん
。
彼
が
東
洋
思
想
と

い
う
、
大
き
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

鉱
脈

で
あ

る

コ
ト
は
分
か
り
ま
す
が
、

い
ち

い
ち
具
体
的

に
身
を
も

っ
て
、
理
解
す
る
こ
と
は
む

つ
か
し

い
。

或

る
日
、
彼
か
ら
二
百
冊

に
も
あ
ま
る
著
書
が

つ
き
ま

し
た
。
私
が

ヨ
ロ
コ
ビ
の
大
石
に
お
し

つ
ぶ
さ
れ
た
カ
タ

チ
を

ア
ナ
タ
は
想
像

で
き
る
で
し

ょ
う
。
私
は
千
カ
ラ

ッ

ト
も
あ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
山
を
も

っ
た
よ
う

に
思

い
ま

し
た
。
し
か
し
同
時

に
、
き
た
手
紙
を
よ
ん
で
み
る
と
、

こ
れ
は
シ
タ
リ
、
大
き
な

ヨ
ロ
コ
ビ
も

ツ
カ
の
間
―
　
私

は
タ
チ

マ
チ
青
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
彼
は
モ
ー
こ

の
世

の
人
で
は
な
く
な

っ
た
の
で
す
。

彼
は
、

こ
の
手
紙

で
彼

の
著
書

一
切
を
私

に
与
え
、
そ

の
著
作
権
も

一
任
し
て
い
ま
す
。
私
は
大
き
な
遺
産
と
最

大

の
愛
人
の
死

に
同
時

に
あ

っ
た
よ
う
な
気

モ
チ
に

つ
つ

ま
れ
て

い
ま
す
。
私
は
彼
が
生
き
て

い
た
ら
、
た
と
え
私

が
十
六
で
、
彼
が
八
十
歳

で
あ

っ
て
も
結
婚
し
た

い
、
と

ま
で
思

っ
て

い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
私
の
ナ
ゲ
キ
と
、
カ

ナ
シ
ミ
は

一
通
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
は
こ

の
世
と

い
う

モ
ノ
は
、
こ
ん
な

モ
ノ
だ
。
Ｑ
３
¨
Ｆ

く
，

Ｆ
Ｆ

″

げ
二

”
キ
８
ヨ
・

　

〔
こ
れ
が
人
生
だ
。
人
生
と

は

ュ
メ
に
過
ぎ
な

い
〕
と
イ

ツ
モ
言

っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
そ

の
ワ
ケ
を
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を

ヨ
ク
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

に
し
て
思
う
と
、
彼
自
ら
、
そ

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
の

ハ
ン
ド
ル
を
自
由

に
う
ご
か
し
て

い
た

よ
う

に
思
え
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
私
は
彼
の
遺
志
を

つ
ぎ
た

い
。

い
や
彼
の

じ
ゃ
な

く
、
私
の
意
志

で
し
ょ
う
。
私

の
意
志
と

い
う
の

は
、

こ
の
自
由
と
幸
福

の
世
界
の
カ
ギ
の
作
り
方
と
使

い

方
を
、
ひ
ろ
く
心
あ
る
人

々
と
共

に

コ
ッ
ソ
リ
研
究
す
る

仲
間
の
組
合
を

つ
く
り
た

い
の
で
す
。
二
十
世
紀
も
の
間

を
通
じ
て
、
世
界

一
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ

っ
た
し
、
ま

た
今
も
あ
る
バ
イ
ブ
ル
も

『東
洋

の
奇
書
』

で
す
が
、
こ

の
老
哲
〕字
者

の
も

『東
洋

の
書
』

で
し

ょ
う
。
彼
は
キ
リ

ス
ト
教
を
東
洋
思
想

の
最
も
西
方
的
な
注
釈
と

い
い
、
彼

自
身

の
書
を
、
そ
の
最
も
新
し

い
注
釈

の
現
代
版
だ
と

い

っ
て

い
ま
す
。

彼

の
本
は
、
実

に
ヤ
サ
シ
イ
の
で
す
が
、
実

に
む

つ
か

し

い
の
で
す
。
そ
れ
は
バ
イ
ブ

ル
と

一
つ
で
、
お
伽
話
で

あ

っ
て
、
し
か
も
最
高

の
世
界
、
最
高

の
秩
序

の
説
明
な

の
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
実
生
活
化
法
な
の
で
、
彼

の
書

は
、　
一
頁

一
頁
、
実
験
し
、
自
分
の
関
係
と
タ

マ
シ
イ
を

モ
ル
モ

ッ
ト
と
し
て
、
科
学
的
に
、
追
試
を
く
り
か
え
し

て
み
る
の
で
な
く
て
は
分
か
ら
な

い
モ
ノ
で
す
。
お
ま
け

に
は
と
ん
ど

ス
ベ
テ
が
暗
号
と
悪
魔

の
符
号
で
み
た
さ
れ

て
い
ま
す
―
・
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共
訳
者

よ
、

ス
グ
出

で
来
た
れ
！

こ
こ
に
私

は
、

最
近

ヤ

ッ
ト
私

の
解
く

〔
計
ｏ
≡

ｑ

＝
解
読
〕

こ
と
が

で
き
た
奇
妙
な

一
文
が
あ
り
ま
す
。

い

わ
ゆ
る

『
悪
魔

の
符

号
』

で
書
か
れ
た
文
章

で
す
…
…
私

は
政
治
学
や
法
律

を
研
究

し
た

こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、

大
き
な

マ
チ
ガ
イ
を

し

て

い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

モ
ト

の
悪
魔

の
符

号
を
読

ん

で
み
た

い
と
思
わ
れ
る
人
が
あ

っ

た
ら
お
貸

し
し
ま
す
。

平
和

と
自
由

の

一
つ
の
世
界
を

つ
く
り
出
す
た
め
に
、

努
力
を

つ
づ

け
る
建
設
者
諸
君

に
、
私
は

コ
ノ
”
０
く
失

・

』
ｋ
＾
山

口
清
―
ジ

ョ
ン
ー
師

、
医
師

、
牧
師

、
Ｍ
Ｉ
生
〕

の
親
切
で
完
成
し
た
拙
訳
を
進
呈

し
ま
す
。
…
…
以
下
、

彼
の
文

の
ホ

ン
ヤ

ク
で
す
。

ま

え

が

き

な
ぜ
、
政
治
は
必
要
な
罪
悪

で
あ

る
、
と
言

わ
れ
る
の

か
？
　
な
ぜ
政
府

と
政
府
が
戦
争

と

い
う
未
開
な
手
段

に

訴
え
て
、
暴
力
を
も

っ
て
大

き
な
問
題
を
と
こ
う
と
し
た

り
、
政
府
そ
れ
自
ら
が
、

い
ろ

い
ろ
な

ス
キ

ャ
ン
ダ
ー
ル

を
生
ん
だ
り
、
自
殺
的
行
動
を
し
た
り
、
人
民
を
圧
迫
し

た
り
す
る
の
で
す
か
？
…
…
。

た
く
さ
ん
原
因
が
あ
る
が
、
そ
の
中

で

一
番
大
き

い
、

根
本
的
な

モ
ノ
は
、
政
治
家
や
立
法
者
や
官
吏
や

一
切
の

教
育
家
を
え
ら
ぶ
方
法
が
、
多
数
決

の
人
札

で
あ

っ
た
り
、

え
ら
ぶ
人
が
主
観

的
、
感
情
的
で
あ

っ
た
り
、
え
ら
ば
れ

た
人

々
が
え
ら
ん
だ
人

々
と
有
機
的
な
連
絡
を
う
し
な

っ

た
り
、
え
ら
ば
れ
た
人

々
同
士

の
間
に
相
対
的
、
相
互

コ

ン
ト

ロ
ー
ル
、
均
衡

が
な
か

っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
ら
の
ツ
ミ
と

マ
チ
ガ
イ
を
根

コ
ソ
ギ
に
す
る
方
法

は
、
ま
ず
多
数
決

に
よ
る
入
札
と

い
う

モ

ッ
ト
モ
原
始
的

な
、
拙
劣
な
無
知
な
、
盲
目

の
暴
力
、
無
責
任
き
わ
ま
る

方
法
を
、
モ

ッ
ト

モ
理
性
的
な
、
〈
口
理
的
な
、
洗
練

さ
れ
た
、

根
底

の
ガ

ッ
シ
リ
し
た
、
見
通
し
の
き
く
、
知
性
と
愛

に

よ
る
方
法
に
と
り
か
え
る
こ
と
で
す
。

モ
チ

ロ
ン
人
間
全

体

に
正
し

い
判
断
力
と
、
自
己
批
判
と
、
自
己

コ
ン
ト

ロ

ー
ル
を
も
た
せ
、
イ

ツ
、
イ
カ
ナ
ル
場
合

で
も
正
し

い
方

向
を
ま
ち
が
え
な

い
よ
う
に
す
る
人
間
革
命
が
大

い
に
の

ぞ
ま
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ソ
レ
は
大

ヘ
ン
む

つ

か
し

い
モ
ノ
で
す
。

（
だ
か
ら
、
人
生
は
オ
モ
シ

ロ
イ
の

で
す
）

ソ
レ
に

つ
い
て
は
別

に

『生
物
学
的
、
生
理
学
的
、

教
育

に
よ
る
人
間
と
世
界
』

の
革
命
と

い
う
本
を
か

い
て

い
ま
す
か
ら
、

こ
こ
で
は
未
完
成
、
不
完
全
き
わ
ま
る
、

モ

ッ
ト
モ
原
始
的
な
、
無
知
な
、
盲
目
的
な
、
主
観
的
な
、

感
情
的
な
、
洗
練

さ
れ
な

い
、
し
か
も
不
完
全
き
わ
ま
る

人

々
で
も

マ
チ
ガ
イ
や

ツ
ミ
を
お
か
す

コ
ト
の
で
き
な

い

よ
う
な
人
間
社
会
改
造

の
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

し
か
し
、

コ
レ
は
、
な

に
ぶ
ん
人
間
の
歴
史
は
じ
ま

っ

て
三
十
万
年
、

↑

ン
メ
テ
の

コ
コ
ロ
ミ
で
あ
り
ま
す
。
老

子
も
シ
ャ
カ
も
キ
リ
ス
ト
も

ソ
ク
ラ
テ
ス
も
プ
ラ
ト

ン
も

考
え
た

こ
と
の
な

い
方
法
で
す
。
し
か
も
、
自
由
な
平
和

な
人
間
の
世
界
を

つ
く
り
、
天
国
を
地
上

に
、
き
た
ら
せ
、

神
か
ら
人

へ
の

一
方
交
通
路
を
二
方
交
通
路

に
す
る
重
大

方
法
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

ア
ラ
ユ
ル
角
度
と
レ
ベ
ル
か
ら

テ

ッ
テ
イ
的
に
研
究
し
掟
討
し
、
反
省
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

モ

ッ
ト

モ
真
剣
な
、

フ
ラ
ン
ク
な
批
判
と
攻
撃
を
君
か

ら
切
望

し
ま
す
。
三
十
万
年
来

ハ
ジ

メ
テ
、
暴
力

の
政
治

を
、
知
性
と
理
性
と
愛

の
政
治

に
キ
リ
か
え
る
と

い
う
大

き
な
ゲ
ー
ム
で
す
。

こ
れ
は
麻
雀
や
ブ
リ

ッ
ジ
よ
り
た
し

か
に
オ
モ
シ

ロ
イ
精
神
的

ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は
、
暴
力
を
知
性

に
、
権
力
を
大

い
な
る
愛
情

に
、

盲
目
を
千
里
限

に
す
る
方
法
の
研
究

で
す
。

ソ
レ
は
政
治

の
社
会
生
活

に
お

い
て
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
の
個
人
的

生
活
、
実
生
活
に
お

い
て
も
有
用
な

モ
ノ
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
？
　
一二
千
万
人
の
盲
目
の
ノ
ミ
に
象
を
手
さ
ぐ
り

で
、
三
千
万
年
研
究
さ
せ
る
よ
り
、　
一
人
の
ロ

ア
キ
に

一

日
な
が
め
さ
せ
る
方
が
、
は
る
か
に
、
象
を
理
解
す
る
に

は
必
要

で
、
有
効

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
　
一
一十
億

の

ネ
ズ
ミ
に
猫
退
治

の
評
定
を
や
ら
せ
る
よ
り
、
ネ

コ
と

い

う

ス
リ
ル
あ
れ
ば

こ
そ
、
ネ
ズ

ミ
の

一
生
が
お
も
し
ろ

い

ス
ポ

ー
ツ
に
な
る
の
だ
と

い
う
関
係
を
ネ
ズ

ミ
全
体
に
教

え
る
方
が
、
ム
ダ
な
時
間
を
た
の
し

い
ゲ
ー
ム
の
時
間
に

す
る
に
は
役
立

つ
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
？

と
す
れ
ば
、

こ
の
新
し

い
選
挙

の
方
法
は
、
完
成
す
れ

ば
オ
モ
シ

ロ
イ
も

の
で
し

ょ
う
。
ナ
ゼ
ナ

ラ
、
そ
れ
は
メ

ク
ラ
を

メ
ア
キ
に
し
、

不ヽ
ズ

ミ
に
、
猫
が
ネ
ズ

ミ
の
た
め

に
、

不ヽ
ズ

ミ
に
タ
ノ
シ
イ
お
も
し
ろ

い
ア
ヴ

ァ
ン
チ

ュ
ー

ル
の
ス
リ
ル
満
点

の

一
生
を
送
ら
せ
る
タ
メ
ニ
、

不ヽ
コ
と

ネ
ズ

ミ
の
メ
ー
カ
ー
が
考
え
出
し
て
作
り
出
し
た
、

い
わ

ば
兄
弟

で
さ
え
あ
る
と

い
う

ヒ
ミ
ツ
を
教
え
る
の
で
す
か

らヽ
‥
―
・ち

第

一
部

む

つ
か

し

い

ハ
ナ

シ

一
、
古
い
選
挙
の
原
理
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選
挙
の
原
理
は
大
変
古

い
モ
ノ
で
す
。
そ
れ
は
大
多
数

の
原
理
、
ス
ナ

ワ
チ

「
多
数
決
」

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

お
そ
ら
く
有
史

以
前

か
ら
の
原
理
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
は
永
遠

に
有
効
な
原
理
で
し

ょ
う
か
。

他

の
方
面

の
原
理

で
、

こ
の

「
多
数
決

の
原
理
」
ほ
ど

長
く
続

い
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
物
理
学

に
お

い
て
、　
一
つ
の
原
理
を
作
り
出
す
た
め
に
最
大

の
注

意
と
研
究
が
は
ら
わ
れ
、
多
く
の
実
験
が
か
さ
ね
ら
れ
、

「
最
大
多
数

の
場
合

に
あ

て
は
ま
る
原
理
」
だ
け
が
公
認

さ
れ
る
の
で
す
。
精
密
測
定
と
実
験

の
方
法
が
す
す
む

に

つ
れ
て
、

こ
う
し
て
出
来
上
が

っ
た
原
理
も
、
お
そ
か
れ

早
か
れ
、
ホ
ト

ン
ド
全
部
、
無
効

に
な

っ
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
医
”字
に
お

い
て
、
教
育

に
お

い
て
、
多
く
の
原
則

が
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
婦
人
帽

の
流
行
や
、

新
薬

の
ご
と
く
、
次
か
ら
次

へ
、
消
え
う
せ
て
行
き
ま
す
。

何
か
永
遠
な
る
も

の
、
最
も
大

い
な
る
モ
ノ
は
な

い
で
し

ょ

フヽ
か
。

し
か
し
、
社
会
生
活

に
お
け
る

「
多
数
決

の
原
理
」
は
、

つ
ね

に
未
開
人
社
会

の

「
暴
力

の
原
則
」

の
ご
と
く
、
相

か
わ
ら
ず
、
そ

の
王
座
を
し
め
て

い
ま
す
。

「
多
数
決

の

原
理
」
と

「
暴
力

の
原
理
」
と
は
非
常

に
よ
く
似

て

い
ま

す
。

こ
の
二

つ
は
双
児

で
し

ょ
う
か
？
　
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー

的
に
見
れ
ば
、
前
者
も
後
者
も
同
様
、
な
ん
ら
確
固
た
る

根
底
は
も

っ
て

い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
、
二

つ
と
も
、
む

し
ろ
理
性
を
否
定
、
あ
る

い
は
問
題
と
せ
ず

に
、
他
を
支

配
せ
ん
と
す
る

一
つ
の
、
同

一
の
、
単
な
る
欲
望

の
表
現

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

「
多
数
決
」
と
は
、
少
数
者

の
意
見
を

通
す
た
め
に
、
多
数
を

ア
ザ
ム
キ
、
抹
殺
す
る
魔
術

ア
ク

マ
の
数
字

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
民
ま
た
は
、
そ
の

独
裁
者

の
盲
目
的
な
欲
望

の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
り
ま
す
。
無

智

の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
無
智
な

大
衆
を
指
導
し
、
動
か
す
暴
力

の
、
経
済
的
な
社
会
的
な

カ
ム
フ
ラ
ー
ジ

ュ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
古

い

サ
ギ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
数
決
は
、
各
個
人
の
意
見
を
生

か
し
、
の
ば
す
よ
う
に
見
せ
か
け
な
が
ら
、
実
は
殺
し
て

し
ま

い
ま
す
。
十
万
人
の
中

で
四
万
九
千
九
百
九
十
九
人

の
意
見
が
殺
さ
れ
る

コ
ト
も
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
よ
り
は
、

む
し
ろ

１０
セ
ン
ト
の

ニ
ッ
ケ
ル
貨
を
投
げ
あ
げ

て
、
ウ
ラ
、

オ
モ
テ
で
勝
負
を
き
め
る
素
朴
な
や
り
方
や
、
オ
ミ
ク
ジ

や
、
辻
占

の
方
が

ハ
ル
カ
に
す
ぐ
れ

て
い
ま
す
。
―
―
な

ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
人
為
的
な
ノ‐、こ難
し
さ
や
ヽ
タ
ク
ラ
ミ

や
、
暴
力

や
、

オ
ド
カ
シ

の
入
り

こ
む
余
地

が
あ

り
ま

せ

ん
か
ら
。

小
さ

い
社
会

で
は
、
暴
力
や
、
と
く
に
武
器
が

モ
ノ
を

い
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
人
数
の
社
会
、
あ
る

い
は
反
対

者

の
多

い
場
合

に
は
、
力
も
し
く
は
武
器

の
み
で
は
、　
一

人
ま
た
は

一
部
の
人
の
主
張
を
通
し
て
多
数
を
支
配
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

こ
と
に
、
だ
れ
で
も
同
様
な
武
器

を
タ
ヤ
ス
ク
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
時

に
は
で
す
。

そ

こ
で
人
は
新
し

い
方
法
を
考
え
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

「多
数
決
」

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
数
決

に
よ

っ
て

自
分
の
指
導
者
、
す
な
わ
ち
良
心
を
き
め
る
と

い
う

こ
と

は
、
手
や
足
や
、
そ
の
２０
本

の

ユ
ビ
や
、
そ
の
数
し
れ
ぬ

触
覚
や
、

ツ
メ
の
感
覚
で
も

っ
て
眼
や
頭

の
代
用
者
を
互

選
で
え
ら
ぶ
と

一
緒

で
、
最
も
拙
劣
な
方
法

で
す
。
眼

の

な
い
と
き
な
ら
、
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
危
険

を
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。
競
売
入
札
は
、
す

べ
て

「
必
要
」

を
抹
殺
し
て
、
た
だ
能
力
と
力
に
優
位
を
与
え
る
の
で
す

か
ら
、
リ

ッ
パ
な
暴
力
行
為

で
あ
り
、
理
性

の
蹂
リ

ン
で

す
。

コ
ロ
ン
プ
ス
の
水
夫
た
ち
が

コ
ロ
ン
プ
ス
を
殺
し
、

多
数
決
を

コ
ロ
ン
プ

ス
に
代
え
て
い
た
ら
、

ア
メ
リ
カ
は

ど
う
な

っ
て
い
た
で
し

ょ
う
か
。
正
し

い
絶
対
の
理
性
と

必
要
を
、
正
し
さ
を
知
ら
ぬ
、
相
対
的
な
、
あ
る

い
は
偶

然
的
な
、
発
作
的
な
知
性

（す
な
わ
ち
無
知
）
と
ド

ン
欲

と
暴
力

で
お
き
か
え
た
ら
、

こ
の
世
は
ど
ん
な

も
の
に
な

る
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
悲
惨
な
ミ
ジ

メ
ナ
、

ク
ル
シ
ミ
と

死
闘
す
る
キ

ロ
ク
が
全
人
類

の
長

い
長

い
歴
史

で
は
な
か

っ
た
か
？
　
理
知
と
必
要
が

な
か

っ
た
と
し
て
も
、
無
知

と
ド
ン
欲
と
暴
力

に
そ
の
代
わ
り
を
や
ら
せ
た
ら
、
（
そ
れ

を
人
間
は
長

い
長

い
間

つ
づ
け
て
き
た

の
で
す

）
そ

の
結

果
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
に
悲
惨
な
も
の
で
し
ょ
つ
。

現
代
人
の
こ
の
結
構
を
、
昔

の
王
侯

の
よ
う
な
生
活
を
人

民
が
で
き
る
時
代
で
も
、
世
界
を

つ
つ
む
不
安
と
、
暴
力

の
恐
怖

に
み
ち
た
、
オ

ソ
ロ
シ
イ
、

ア
ワ
レ
ナ
現
状
が

ソ

レ
を
ド

ン
ナ
お
ろ
か
な
人
に
も
よ
く
、
分
か
る

コ
ト
バ
で

説
明
し
て

い
ま
す
。

こ
の
現
状
を
う
ち
破

っ
て
、
タ
ノ
シ

イ
、
オ
モ
シ

ロ
イ
、
自
由

で
平
和
な
人
間
の
世
界
を

つ
く

り
上
げ

る
た
め
に
、
心
あ
る
人
々
は
リ

ッ
パ
な
理
想
を
か

か
げ

て
、
努
力
を
し
て

い
ま
す
が
、
ナ
カ
ナ
カ
効
果
が
上

が
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
少
し
で
も
効
果
あ
ら
し
め
る
た
め

に
、

こ
の
世
界
の
政
治
、
権
力
、
暴
力
な
き
民
主
政
治
を

組
み
立

て
る
た
め
に
は
、
ま
ず
選
挙
の
原
理
を
再
認
識
し
、

新
し

い
選
挙
の
方
法
を
考
え
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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二
、
少
数
者

の
中

の
対
立
す

る

二
群

の
消

長
す

る
ワ
ケ

ー
ー
集
団
行
動
が
良
心
を
な
く
す
る
ワ
ケ
ー
ー

し
か
し
、
多
数
と

い
う
も
の
は
、

つ
ね
に
単
純

で
、
従

順

で
、
決
断
力
な
く
、
し
か
も
、
彼
ら
自
身
だ
け
の
、
身

の
安
全
と

い
う
、
せ
ま

い
近
視
的
な
視
野
と
利
害
と

い
う

視
角

に
と
ら
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、

つ
ま
り
、

エ
ゴ
イ

ス

ト
で
、
自
己
中

心
主
義
な

の
で
す
。
し
か
し
指
導
者
や
征

服
者
は

い
つ
で
も
少
数

で
す
が
、
よ
り
広

い
よ
り
大
き
な

視
野
と
、
角
度
を
も

っ
て

い
ま
す
か
ら
、
た
や
す
く
多
数

者
を
自
由

に
し
ま
す
。
雄
弁
や
、
金
力
や
、
暴
力
を
も

っ

て

い
る
時

に
は
、

コ
ト
バ
だ
け
で
も
多
数
者
を
自
由

に
操

縦
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

多
数
者
は
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
判
断
や
、
よ
り
大
き
な
秩

序

に

つ
い
て
は
全
く
無
知
、
無
関
心
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

当
然
、
少
数
者
よ
り
も
無
力
で
無
能
で
あ
り
ま
す
。
し
か

る
に
、
少
数
者
は
常

に
、
批
判

に
お

い
て
多
数
者
よ
り
も

視
野
と
角
度
が
大
き

い
で
す
か
ら
、
イ

ツ
デ
モ
多
数
者
よ

り
有
力
で
有
能
で
す
。
た
だ
し
、
少
数
者
は
、
や
が
て
相

反
対
す
る
二

つ
の
グ

ル
ー
プ
に
自
ら
分
か
れ
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
①
暴
力
的
と
、
②
理
性
的
の
二
群
で
す
。

①

の

「力

に
よ
る
少
数
者
」
は
独
裁
者
と
呼
ば
れ
、
②

の

「
理
性

に
よ
る
少
数
者
」
は
、
宗
教
的
、
ま
た
は
精
神

的
指
導
者
と
か
予
言
者
と
か
呼
ば
れ
ま
す
。

し
か
し
、

「
力

に
よ
る
独
裁
者
」
は
、
た
や
す
く
、
す

ぐ
に
、
よ
り

「
理
性

に
よ
る
少
数
者
」
を
支
配
す
る
こ
と

が
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

こ
れ
ら

二

つ
の

種
類

の
少
数
者
は
、
多
数
者

の
両
極
端

と
考
え
た
方
が
よ

ろ
し

い
で
し

ょ
う
。

つ
ま
り
、
多
数
者
は
、
未
分
化

の
状

態
で
、
分
化
す
る
と
、
二

つ
の
反
対
の
ム
レ
に
な

っ
て
出

て
く
る
の
で
す
。
多
数

の
中

に
は
、

こ
の
二

つ
の
相
反
す

る
分
子
が
未
分
化

の
状
態

で
ね
む

っ
て

い
る
の
で
す
。
だ

か
ら
、
ど
ち
ら
に
で
も
、
有
利
な
方

に
、
あ
る

い
は
有
力

な
方
に
、
そ
の
頃
、
そ
の
時

の
都
合
次
第
、
気
分
気
ま
ぐ

れ
で

つ
く

の
で
あ
り
ま
す
。

同
時

に
、
個
人
の
心
の
中

に
も

（物
質

の
原
素

に
お
け

る
ご
と
く
）
二

つ
の
相
反
す
る
対
立
、
す
な
わ
ち
心
の
ア

ト
ム
の
二
要
素
が
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
御
存
じ
の
通
り

で
す
。
そ
の
心
の
ア
ト
ム
の
二
要
素
も
、
そ
れ
ぞ
れ
内
部

に
相
反
す
る
二

つ
の
素
粒
子
を
も

っ
て

い
る
の
で
す
。
そ

の
素
粒
子
に
も
ま
た
…
…
と

い
う
わ
け
で
、
ど
こ
ま
で
行

っ
て
も
相
反
す
る
よ
り
小
さ
な
素
因

貧
”
ｏ
”８
）
が
無
限
に

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
の
宇
宙
全
体
や
、
そ
の
中

に
あ

り
と
し
あ
る
モ
ノ
す

べ
て
が
相
反
す
る

一
対
の
二
素
因
か

ら
で
き
て

い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
宇
宙

（
そ
の
中

の

一
切
を

こ
め
て
）
の
弁
証
法
的
構
造
で
あ
り
ま

す
。

こ
れ
を
東
洋

の
古
代

の
聖
人
た
ち
は
、

こ
の
世

の
最

大
、
最
高

の
根
本
原
則

と
み
と
め
、

こ
れ
を
易

（
日
と
月

を
重
ね
て
造
り
あ
げ
た

こ
の
字
は
、
そ
の
構
成

の
示
す
通

り
、
二

つ
の
相
反
す
る
力
、
素
因

の
シ
ン
ボ
ル
）
、
仁

（
イ

は
人
を
、
二
は
相
反
す
る
二

つ
の
素
因
を
意
味
す
る
シ

ン

ボ
ル
）
、
物
心

一
如

（
マ
カ

・
ハ
ン
ニ
ャ

・
ハ
ラ
ミ
タ
心

経
）
、
信

（
人
と

こ
の
全
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
原
理
、
す
な

わ
ち
神
と
の
関
係

の
規
定
＝
言
、　
一
方
交
通
で
な
く
二
方

交
通

の
）
、
信
仰

（
マ
コ
ト
、
誠
実
、
忠
、
正
義
、

ご
多
【ｃ
”●
ｏ
脇
）
と

い
う

コ
ト
バ
で
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
私

は

コ
レ
を
、

「宇
宙

の
構
成
秩
序
」
と
か
、

「
生
命

の
原

理
」
と
か
呼
び
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
大
原
理
に

つ
い
て

は
、
す

で
に
、

こ
の
二
十
六
年
間
に
、
三
百
余
冊
の
本
や

小
冊
子
で
、
数
百
万
字

に
書

い
て

い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
で

は
省
き
ま
す
）
。

力

の
独
裁
者
と
、
理
性

の
指
導
者

（
ま
た
は
予
言
者

）

と
の
コ
ン
ビ
は
大

へ
ん
理
想
的
な
願
わ
し

い
モ
ノ
で
す
。

し
か
し
、
前
者
は

ツ
ネ

ニ
後
者
を
圧
倒
し
、
全
滅

せ
ん
と

す
る
気
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
だ
か
ら
、
大
衆

は
前
者

に

つ
く
カ
タ
ム
キ
が
強

い
で
す
。
仕喬
回
と
な
る
と
、

個
人
の
良
心
が

マ
ヒ
し
て
、
ト

ン
ダ
行
動
―
―
戦
争
、
革

〈叩
、
政
治
な
ど
の
罪
―
―
を

お
か
す

の
は
こ
の
ワ
ケ
で
す
。

と
も
あ
れ
、
多
数
決
と
力

に
よ
る
方
向
づ
け
と
、
そ
の
本

質

で
は
同
格

で
、
同

一
で
あ
り
ま
す
。
多
数
決
は
リ

ッ
パ

な
暴
力

で
あ
り
、
暴
力
は
多
数

の
盲
目
性

の
表
現
で
あ
り
、

自
供
で
あ
り
ま
す
。　
一
人
の
差

で
意
見

の
通
ら
な
か

っ
た

多
数
＝

（キ
〓
―
じ

　

（Ｍ
は
多
数
者
）
の
人
々
は
、
せ

ん
方
な
く
あ
き
ら
め
ま
す
が
、
心
の
底
で
は
不
承
不
承
で

す
か
ら
、
次
の
機
会
に
は
、
反
動
的
に
、
た
だ

一
人
だ
け

多
い
反
対
派
を
た
お
し
ま
す
。
こ
れ
が
多
数
決
政
体
の
不

安
定
と
無
常
性

（
ツ
ネ
ナ
キ
興
亡
）
の
ワ
ケ
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
力
は
、
も
と
も
と
、
相
対
的
な
も
の
で
、
相
対
界
、

有
限
界
の
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
…
…
。

三
、
宗
教
↓
権
威
↓
権
力
↓
亡
び

力
の
独
裁
者
は
、
ま
す
ま
す
強
大

に
な
り
ま
す
が
、
終

局
に
は
、
か
な
ら
ず
亡
び
ま
す
。
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
も
ま
た
、

強
大

に
な
れ
ば
必
ず
、
お
そ
か
れ
、
は
や
か
れ
亡
び
ま
す
（
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「始
め
あ
る
モ
ノ
に
は
終
わ
り
が
あ
り
ま
す
」
か
ら
、

こ

れ
は
も
う
大
き
な
目

で
見
れ
ば
物
理
学
的
な
、
力
学
的
な

原
則
通
り
だ
と
言

っ
て

い
い
の
で
す
。
理
性

に
よ
る
、
よ

り
よ
き
少
数
者

に
よ
る
、
よ
り
よ
き
政
治

の
水
続

と

い
う

も
の
は
あ
り
え
な

い
も
の
で
し

ょ
う
か
？
　
あ
り
ま
す
と

も
。
キ
リ
ス
ト
教
、

マ
ホ
メ

ッ
ト
教
、
仏
教
、
道
教

、
孔

子
教
等

々
…
…
み
な
、
大
な
り
小
な
リ
リ

ッ
パ
な

一
つ
の

社
会

や
政
治
を

つ
く
り
あ
げ
、
長

い
間

つ
づ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
た
だ
、
ど
れ
も
み
な
強
制
力
が
よ
わ
く
、
む
し

ろ
、
な

い
と
言

っ
た
方
が

い
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
来

「カ

に
よ
る
」
で
な
く
、
理
性

に
よ
る
の
で
す
か
ら
、
せ

っ
か

く
初
期
の
建
設
者
た
ち
が
、
リ

ッ
パ
な
型
を

つ
く
り
あ
げ

て
お

い
て
も
、
内
容
、
内
部
構
造
、
そ
の
精
神
、
そ
の
原

理
は
、　
一
世
代
か
二
世
代
く
ら

い
し
か
伝
え
ら
れ
な

い
モ

ノ
で
す
か
ら
、
当
然
で
す
。

つ
ま
り
、
ど
う
し
て
も
政
治

と
な
る
と
、
力

に
た
よ
ら
な

い
で
は
、

い
な

い
し
、

い
ら

れ
な

い
し
、

で
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
威
厳
や
権
威

も
も
ち
ろ
ん

、

一
種

の
力
の
表
現
で
す
。
そ
れ
は
、
き

っ

と
権
力
と
な
り
、
迷
信
と
な
り
、

つ
い
に
自
ら
の
死
を
招

き
ま
す
。

あ
る
宗
教

の
よ
う
に
、　
一
切
の
地
上

の
権
威
や
、
そ
れ

に
よ
る
政
治
を
み
と
め
ず
、
個
人
個
人
に
宇
宙

の
良
心
を

備
え
さ
せ
、　
一
切
の
威
厳
や
、
階
級
や
、
型
式
や
、
儀
式

や
、
建
造
物
を
否
定
す
る
も
の
で
も
、
い
つ
の
間
に
か

「
一

切
否
定
」
と

い
う
面
だ
け
を

一
種
の
型

に
作
り
上
げ
、
固

定
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ど
ん
な

に
そ
れ
を
徹
底
的
に
や
る

宗
教
で
も
―
―
た
と
え
ば
禅

の
よ
う

に

一
切
を
否
定
し
て

行
く
も
の
で
も
―
―

お
し
ま

い
に
は
、
そ
の

『否
定
』
が

一
つ
の
型
式

に
な

っ
て
、
宇
宙

の
良
心
、
宇
宙

の
秩
序
を

自
己
批
判

の
標
準

に
す
る
方
は
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
う
な
る
と
、
だ
れ
で
も
で
き
る
こ
と
な
の
で
、

大
衆
も
イ

ン
チ
キ
師
も
入
り
こ
み
、
混
乱
を
招
き
、
ダ
ラ

ク
を
生
み
、
腐
敗

し
き

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
混
乱

の
中

で
、
大

き
く
な
り
、
グ

ン
グ

ン
の
び
る
の
は
、

い
つ
で

も
暴
力
、
体
力
、
金
力
、
学
力
、
肩
書
、
位
置
、
技
巧
、

外
交
官
的
手
腕
、
名
誉
な
ど
の
力

で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
政
治
が
暴
力

（権
力

）
で
あ
る
と
か
、
必
要

な
罪
悪

で
あ
る
と
か

い
わ
れ
る
の
は
、

こ
ん
な
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
権
威
や
、
権
力
を
確
立
し
た
、
す

べ
て
の
宗
教

は
邪
教
、
力

の
迷
信

で
あ
る
と
言

っ
て
も

い
い
で
し

ょ
う
。

道
徳
は
相
互

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
す
が
、
生
き
る
た
め
の

闘
争
が
あ

る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
全
く
無
力

で
す
。
独
裁
は

力
の
ム
キ
ダ
シ
の
表
現
で
す
が
、
現
在

の
デ
モ
ク
ラ
シ
イ

は
、
暴
力
、
権
力

に
よ
る
独
裁

の
社
会
化

の
大
形
式
―
―

カ
ム
フ
ラ
ー
ジ

ュ
ー
ー

と
言

っ
て

い
い
で
し

ょ
う
。

四
、
最
高
の
指
導
原
理

け
れ
ど
も
、
独
裁
制

に
も
あ
れ
、
デ
モ
ク
ラ
シ
イ

に
も

あ
れ
、
長
続
き
さ
せ
て
ゆ
く

コ
ト
は
、
さ
ほ
ど
む

つ
か
し

い
コ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
完
全
な

モ
ノ
に
す
れ

ば
よ

い
の
で
す
。
完
全
な

モ
ノ
に
す
る
と
は
、
そ
の
欠
点

を
補
う

コ
ト
で
す
。
す
な
わ
ち
、
力

の
独
裁
も
理
性

の
指

導
も
、
そ

の
初
め
は
、
大
衆

の
心
の
中

の
二

つ
の
傾
向
の

一
方
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、　
一
方
的
で
あ
り
ま
す
。

こ

れ
が

い
ず
れ
も
の
欠
点
で
す
。
だ
か
ら
反
対
の
極

（力
は

理
性
を
、
理
性
は
力
を

）
取
り
入
れ
、
生
か
し
、
の
ば
す

こ
と
に
努
力
す
れ
ば

い
い
ワ
ケ
で
す
。

（
も
ち
ろ
ん
理
性

に
よ
る
指
導
者
も
、
そ
の
終
局
に
お

い
て
指
導
者
が
権
威

を
獲
得
し
た
段
階
で
は

「
力
、
暴
力
、
権
力
」
を
十
分
そ

な
え
て

い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
は
、
も
う

「
力

の
独
裁
者
」

に
な

っ
て

い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
反
対
で
あ
る

「精
神
、
構
造
原
理
」
を
脱
落
し
て

い
ま
す

）

つ
ま
り
、

力
と
心
、
物
と
心
、
科
学
と
宗
教
、
技
術
と
哲
学
を
ぴ

っ

た
り

一
枚

に
し
た
政
体
を

つ
く
れ
ば

い
い
の
で
す
。
力
と

精
神
、
物
質
と
心
の
相
補
性

の
原
理
を
発
見
す
れ
ば

い
い

の
で
す
。
そ
れ
は
全
宇
宙

の
、

こ
の
世
界

の
そ

の
中

の

一

切
に
示
さ
れ
て

い
る
こ
の
人
生
の
、
弁
証
法
的
な
構
造
が

示
し
て

い
る
原
理
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
と
か
く
、

こ
の
二
者
は
対
立
し
、
相
剋
を

つ

づ
け
て

い
ま
す
。
全
く
不
思
議
な

こ
と
で
す
が
、
力

の
独

裁
者
は

モ
チ

ロ
ン
、
民
主
主
義
や
理
性
を
主
張
す
る
人
々

で
も
、
ま
だ
そ
の
主
張

の
正
し

い
わ
け
、
力
は
も
ち
ろ
ん
、

民
主
主
義

の
原
理
の
優
越
性
、
す
な
わ
ち
精
神

の
法
則
、

思
想

の
構
造
、
根
底
、
生
命

の
原
理
、

こ
の

「
宇
宙

の
構

成
原
理
」
最
高

の
秩
序
、
最
高

の
法
、
神

の
国

の
義
の
定

義
が
分
か

っ
て

い
ま
せ
ん
。
自
由
と
か
、
平
等
と
か
、
正

義
と
か
、

い

っ
て
も
、
ま
だ
そ
の
世
界
共
通

の
定
義
が
な

い
の
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
、
門
外
漢

は
、
ウ
ソ
だ
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
れ
も
分
か

っ
て
い
な

い
の
で
す
。

自
由
は
だ
れ
し
も
尊
重
し
ま
す
。
し
か
し
そ

の
自
由
を

確
立
す
る
た
め
に
、
定
め
や

ワ
ク
を

一
つ
で
も

つ
く
り
ま

す
と
、
も
う
す
ぐ
自
由
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

こ
れ
は

つ
ま
り
民
主
主
義
の
原
理
、
自
由

の
本
質
、
平
等

の
理
論
も
定
義
も
ま
だ
確
立
し
て

い
な

い
か
ら
で
す
。

こ

れ
を
詳
し
く
研
究
す
る
こ
と
は
、
私
の
と
て
も
及
ぶ
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
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聖
賢

の
、
正
義
や
、
自
由
や
、
平
和
や
、
政
治

の
理
論
を

探
究
し
て
、
そ

の
現
代
版
を
出
す

こ
と
は
、
専
門
学
者

の

方

々
に
お
願

い
す
る
と
し
て
、
私
は
こ
こ
に
実
用
的
な

一

つ
の
略
図
を
提
供
し
ま
す
。

五
、
対

立

と

相

補

宇
宙

の
構
成
が
弁
証
法
的
で
あ
る
こ
と
は
、
す

べ
て
の

文
明
の
理
性
的
、
精
神
的
指
導
者

に
よ

っ
て
は

っ
き
り
と

把
握
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
暴
力

に
よ
る
支
配
者
た
ち
さ
え
、

暴
力

に
よ

っ
て
、
権
力
を
確
立
す
る
と
法
律
や
刑
罰
を
き

め
、　
一
つ
の
秩
序
を
く
み
た
て
、
そ
れ
を

で
き
る
だ
け

水ヽ

久
不
変
な
も
の
と
す
る
た
め
に
苦
心
し
、
そ
の
た
め
お
そ

か
れ
、
早
か
れ
、
宇
宙

の
理
法
と
か
、
最
高

の
秩
序
と
か
、

因
果
律

と
か
、
永
遠
性

の
あ
る
も
の
の
模
写
や
イ

ミ
テ
ー

シ

ョ
ン
を
考
え
出
し
ま
す
。

い
や
こ
れ
は
逆
で
す
。
む
し

ろ
、
ラ
」
の
宇
宙

の
秩
序
、
正
義
、
自
由
、
平
和
、
美
、
真
、

善
が
人
間
の
本
来

の
ふ
る
さ
と
な
の
で
、
万
人
が

一
人
の

例
外
も
な
く
、
美
、
真
、
善
、
自
由
、
平
和
、
正
義
な
ど

を
人
生

に
お
け
る
最
高
共
通
の
目
的
と
し
て
も
と
め
る
の

で
あ
る
と
言

っ
た
方
が
正
し

い
で
し

ょ
う
。

な
ん
と

い
う
不
思
議
を
、

ワ
ン
ダ

フ
ル
な

こ
と
で
し

ょ

う
―
・

人
間
が

一
人
の
こ
ら
ず

み
を
同
じ
方
向
を
め
ざ
す
、

こ
の
ト

ロ
ピ
ズ

ム
や
さ
ら
に
進
ん
で
は
努
力
を
そ

の
ネ

ラ

イ
に
到
達
す
る
た
め
に

つ
づ
け
る
、
と

い
う

こ
と
は
―

そ
の
わ
け
は
、
は

っ
き
り
宇
宙

の
理
法
、
秩
序
、
構
成
、

原
理
が
分
か
れ
ば
は

っ
き
り
し
ま
す
。

近
代
政
治
は
ど

こ
の
国
で
も
、
二

つ
の
相
対
立
す
る
政

党
群
を
も

っ
て

い
ま
す
。　
一
国

一
党

の
所
で
は
、
そ
の

一

党
内

に
反
対
者
が
か
く
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、

つ
ま
り
、
す

べ
て
の
人
が
、

こ
の
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
最
工局

の
秩
序

、
対
立
す

る
二

つ
の
要
因

か
ら

で
き

て

い
る
宇
宙

の
弁

証
法

的
構
造

、
原
理
を

し
ら
ず

し
ら
ず

最
も
確
乎

た

る
根
拠

と
見

て

い
る

こ
と
を
物

語
り
ま
す
。

進
歩

党

と
保
守

党
、
共
和
党

と
民
主
党
、

ト
ー
リ
ー
と

ホ
イ

ッ
グ
…
…
。

独
裁
者

ヒ
ト
ラ
ー
さ
え
、
ゲ

ッ
ベ
ル
ス
と
ゲ
ー
リ

ン
グ

と

い
う
全
く
相
対
立
す
る
性
格
、
体
格
、
行
動

の
二
人
を

左
右

に
お

い
た
も

の
で
す
。

マ
ル
ク
ス
と

エ
ン
グ

ル
ス
、

レ
ー

ニ
ン
と
ス
タ
ー
リ

ン
の
組
合
わ
せ
は
、
相
対
性
、
相
剋

性
を
相
補
性

に
し
た
、
い
い
実
例
で
す
。
全

て
の
人
間
は
、

男
と
女
と

い
う
相
反
す
る
要
因
を
結
合
し
な
く
て
は
、
家

を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
を
知

っ
て

い
ま
す
。

か
く
の
如
き
二

つ
の
対
立
す
る
党
を
も

つ
と

い
う
弁
証

法
的
構
造
は
、
実
は
不
完
全
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
宇

宙
と
そ
の
中

の

一
切
の
モ
ノ
、

コ
ト
の
相
対
的
、
対
立
的
、

相
剋
と
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
は
、
相
補
性

の
構
成
原
理
を
人
間
が
本
能
的
に
見
出
し
、
に
ぎ
り
、
考

え
出
し
た
発
明
で
あ
り
ま
す
。

理
性

に
よ
る
指
導
者

の
中

の
保
守
党
と
進
歩
党
は
、　
一

対
の
対
立
者

（反
対
者
、
敵

）
で
あ

っ
て
、
し
か
も

一
国

ま
た
は
、　
一
社
会

の
構
成
、
そ
の
理
想

へ
の
前
進

に
貢
献

す
る
点
で
は
リ

ッ
パ
な
相
補
性

（協
力
者
、
兄
弟
、
友
愛

精
神

）
を
示
し
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
こ
れ
は
人
間
が
、
社

会
生
活

の
必
然
性
か
ら
、
そ

の
安
全
と
永
続
を
確
立
す
る

た
め
に
、
暴
力

に
よ
る
争
闘
と
そ
の
キ

ワ
ミ
ナ
キ
破
局
を

長

い
間
体
験
し
て
、

つ
い
に
、
相
争
う
勢
力
、
権
力
、
暴

力
が
、
相
互

に
衷

心
か
ら
提
携
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
平

和
、
安
定
、
永
遠
性
が
得
ら
れ
な

い
と

い
う
、
相
対
、
相

補

の
重
要
さ
と
、
必
要
性
を

つ
か
む
よ
う

に
な

っ
た
と

い

う

こ
と
を
示
し
ま
す
。

マ
ル
ク
ス
と

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー

ニ
ン
と
ス
タ
ー
リ

ン
、
ウ

ェ
ズ

レ
ー
兄
弟
な
ど
、
歴
史
上

ま
れ
に
見
る
名

コ
ン
ビ
は
、

い
つ
で
も
反
対
者

の

コ
ン
ビ

で
す
。
そ
の
性
格
、
行
動
、
生
活
感
情
が
正
反
対
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
生
ま
れ
月
ま
で
、
ち

ょ
う
ど
地
球

の
軌

道
の
反
対
側
な

の
で
す
。

い
や
人
生
形
成

の
条
件
の
中

の

時
間
的
な
も
の
の
第

一
で
あ
る
生
ま
れ
月
が
ち
が

っ
た
か

ら
、
す

べ
て
の
時
間
的
生
物
学
的
条
件
が
ち
が

っ
た
の
で
、

体
格
も
、

つ
ま
り
体
質
も
、
し
た
が

っ
て
、
行
動
も
反
対

＝
相
対
的
で
、
相
補
的
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
空
間
的

生
物
学
的
条
件

の
チ
ガ
イ
も
大
き
な
チ
ガ
イ
を
体
質
や
性

質

の
上

に
示
し
ま
す
。
軌
道
ば
か
り
で
な
く
地
理
学
的
に

も
対
脈
地
だ

っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
で
し

ょ
う

ｌ
・

そ
れ
が
東
西

の
ム
ス
ビ
で
す
。

六
、
な
ぜ
民
主
主
義
が
の
び
な
い
か

元
来
、
民
主
主
義
は
こ
の
弁
証
法
、
相
対
対
立
原
理
、

二
党
派

の
対
抗
、
相
互

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
根
拠
と
し
て

い

ま
す
。
そ
れ
は

一
党
、　
一
派
を
根
拠
と
す
る
よ
り
も
安
全

で
あ
る
か
ら
で
す
。
　
一
般
的
に

い
っ
て
、　
一
本
足

の
独
裁

主
義
は
、
二
本
足

の
民
主
主
義
よ
り
も
短
命

で
不
安
定

の

危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者

で
は
対
立
す
る
反
対

者
、
敵
が
明
る
み
に
出

て
い
ま
す
が
、
前
者
で
は
明
る
み

に
出

て

い
な

い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
二
党
派
以
上

の
多

数

の
党
派
が
あ

る
民
主
主
義
は
、
た
ん
な
る
混
乱
で
あ
り
、

全
体
と
し
て
指
導
力
が
弱

い
の
で
、
自
己
分
解
、
内
部
か

ら
の
崩
壊

に
よ

っ
て
、
外
敵

の
乗
ず

る
と

こ
ろ
と
な
り
ま

す
。
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よ
り
は

っ
き
り
し
た
、
よ
り
大
き
な
二
党

の
対
立
、
相

対
を
内
部

に
抱
擁
し
協
力
さ
せ
、
相
互

に
批
判
さ
せ
、

コ

ン
ト

ロ
ー
ル
さ
せ
、
相
補
性

に
転
化
し
て

い
る

一
つ
の
社

会
民
主
主
義
社
会
、
ま
た
は
政
治
、
ま
た
は
機
構
は
、
よ

り
大
き
な
安
定
と
、
よ
り
多
く
の
発
展
を
示
し
ま
す
。
そ

の
さ
か
さ
ま
が
、
独
裁
主
義
社
会
や
政
治

に

つ
い
て

い
え

る
で
し

ょ
う
。

も
し
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
自
己
建
設
が
大
変
な
困
難
を
も

つ
な
ら
、
す

で
に
述

べ
た
と
こ
ろ
か
ら
お
分
か
り
の
よ
う

に
、
そ
れ
を
構
成
す
る
二
党
派
が
、
理
性

に
よ
る
指
導

で

な
く
、
力

に
よ
る
支
配
、
権
力

の
み
を
土
台
ま
た
は
、
ネ

ラ
イ

に
し
て

い
る
か
ら
で
、

つ
ま
り
、
相
対
、
対
立
が
、

相
剋
、
相
互
批
判

に
よ

っ
て
、
相
補
し
、
相
互
扶
助
し
、

協
力
し
、　
一
つ
の
全
体
を
発
見
さ
せ
な
く
て
は
、
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
弁
証
法
的
構
成
原
理
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る

の
を
忘
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
ひ
と
言

で

い
え
ば
、
本

能
、
直
観
、
大
観
、
達
観

の
目
が
目
か
く
し
さ
れ
て

い
る
、

と

い
う

こ
と
で
す
。
反
対
者
を
、
不
倶
戴
天

の
仇
敵

と
み
、

不
思
議
を
、
あ
り
が
た

い
、
自
分
を
み
が

い
て
く
れ
る
、

実
に
ワ
ン
ダ

フ
ル
な
ゲ
ー
ム
の
相
手
だ
と
見
る
こ
と
を
、

忘
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
自
分
と

い
う
も

の
の

本
質
、
人
間
と
は
な
に
で
あ
る
か
、
自
分
や
、
人
間
を
生

み
出
し
た
自
然
、
環
境
も
、
自
分
を
構
成
し
て

い
る
内
部

環
境
も
、

い
ず
れ
も
同
じ
二

つ
の
相
対
抗
す
る
二

つ
の
大

き
な
要
因
に
よ

っ
て

つ
く
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
自

分
を
生
か
し
、
の
ば
し
、
楽
し

い
人
生
を
生
き
る
た
め
に

は

（ち

ょ
う
ど
歩
く
の
に
左
、
右
と
二父
互

に
足
を

ふ
み
出

す
よ
う

に
）
こ
の
対
抗
、
対
立

の
二
本
足

の
原
理
を
相
剋

で
な
く
、　
一
つ
の
相
補
性

に
ま
と
め
上
げ

（
一
つ
の
方
向

を
与
え
る
こ
と
）
で
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
忘

れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
多
数
が
生
命
と

い
う

一
つ
の
体
系

の
内
容

で
あ
り
、
た
え
ま
な
き

一
つ
の
分
化

で
あ
り
、

い

と
な
み
で
し
か
な

い
こ
と
を
、
忘
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

（
こ
の
ま
ち
が

い
が
不
断

の
不
安
定
を
生
み
出
し
て

い
る

も

っ
と
も
よ
き
実
例
が

フ
ラ
ン
ス
の
政
府

で
す
）
。

も
う

一
度

い
い
か
え
る
と
、
立
派

に
二
大
党
制
を
も
ち
、

宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
対
立
―
―

す
な
わ
ち
、
相
補

の
原
理
を

具
現
し
た
民
主
主
義
体
制
が
、
の
び
な
や
み
、
混
乱
や
不

安
定

の
ど
ん
底

に
お
ち

て

い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の

構
成
員
た
る
二
大
党
派
や
、
そ
の
党
員
の
各
人
が
、
自
己

中

心
主
義
、

エ
ゴ
イ

ス
ト
に
な
り
、
広

い
世
界
を
大
き
く
、

高
く
か
ら
見
る
眼
を
な
く
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、

こ
の
自
己
中

心
主
義
は
、
人
間
の
生
ま
れ

つ

き
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
を
幼

い
間
に
正
し
く
指

導
し
て
お
か
な

い
と
、
や
が
て
独
り
ぽ

っ
ち
の
独
善
主
義

ゃ
、
排
他
思
想
、
自
己
神
化
、
高
慢
、
片
意
地
、
わ
が
ま

ま
、
な
に
ご
と
を
も
敵
視
す
る
心
な
ど
に
成
長
し
ま
す
。

こ
の
本
能
と
も
自
然
と
も

い
う

べ
き
自
己
本
位

の
考
え

と
態
度
は
、
本
質
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
や
が
で
、

そ
れ
が
人
生

の
目
的
を
、
幸
福
、
自
由
、
正
義
と

い
う
自

己
本
位

の
反
対
の
方
向

に
発
見
す
る
に

い
た
る
の
は
、
実

に
オ
モ
シ

ロ
イ

こ
と
で
す
。

こ
れ
が
反
対
、
対
立
、
相
剋
、

交
変
、
易
転
、
”三
一
ｏ
一
Φ
。３
”品
ｏ
●
Ｉ
¨
∽
一Ｅ
田
Ｆ

≒
ｑ
●
”
一一く
ｏ
）

Ｓ
ヽ
諄

一ｏ
目
　

の
弁
証
法
的
な
宇
宙

の
構
成

原
理
の
し
か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
点

に

つ
い
て
詳
し

い
こ
と
は
、

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
博
士
あ

て
の
私

の
手
紙
を
ご
ら
ん
下
さ

い
。

七
、
力
の
独
裁
か
ら
理
性
の
指
導
ヘ

と
も
あ
れ
、
現
在
な
に
よ
り
も
必
要
な
の
は
、
す

べ
て

を
抱
擁
す

る
原
理
、
す

べ
て
の
対
立
、
相
剋
を
相
補
性

に

転
じ
、
す

べ
て
の
不
幸
と
災
禍
を
そ
の
ま
ま
幸
福

に
す
る

か
ぎ

（
原
理
）
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
二
元
論
で
あ

っ

て
、
し
か
も

一
元
論
に
展
開
止
揚

さ
れ
る
も
の
、
す
な
わ

ち
二
元

性

一
元
論
、
ま
た
は

一
元
性

二
元
論
、
ま
た
は
、

一
大
逆
説

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

民
主
主
義

の
根
本
原
理
は
、
こ
の
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
永

遠

の
法
則
、
す
な
わ
ち
宇
宙
、
構
成

の
秩
序

で
な
く
て
は

な
ら
な

い
の
で
す
。
東
洋

で
は
、
い
か
な
る
原
則
も
、
法
則

も
、
組
織
も
、
行
動
も
、
建
築
も
、
運
営
も
、
政
治
も
、

宗
教
も
、
科
学
も
、
技
術
も
、
教
育
も
、

い
ず
れ
も

一
様

に
、
根
底

に
お

い
て
は
、

こ
の
大
自
然

の
大
法
を
学
ぶ
も

の
で
あ
り
、

こ
の
大
法
を
生
き
る
方
法
を
教
え
る
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
長

い
長

い
世
紀

の
雪

に
埋
も
れ
て
、

今
は
全
く
忘
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
数
千
余
年
来
ふ

り

っ
も

っ
た
雪

の
下
か
ら
ほ
り
出
し
て
、
現
代
と

い
う
新

し

い
、
空
前

の
大
建
築

に
応
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し

ょ
・つ
か
。

も
ち

ろ
ん
、
東
洋

で
は
、
数
千
年

ま

で
は
、

こ
の
大
原

則
を
政
治

の
原
則

と
し

て
き
た

の
で
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
頃
ま
で
は
、

「
力

に
よ
る
独
裁
」

で
あ

っ
た
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、
「
力

に
よ
る
独
裁
」

で
も
、
西
方

の
近

代
の
そ
れ
と
は
全
く
お
も
む
き
を
異

に
し
て

い
ま
し
た
。

日
本

の
王
朝
や
、
東
洋
各
国
の
王
朝

の
寿
命

の
長
さ
が
、

そ
れ
を
物
語

っ
て

い
る
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。
す
な

わ
ち

「力

に
よ
る
独
裁
」
君
主
専
政

で
も
、

こ
の
大
自
然
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の
弁
証
法
的
構
成
原
理
を
よ
り
ど

こ
ろ
と
す
れ
ば
、
平
和

と
安
全
、
血
な
ま
ぐ
さ
き
戦
争

の
よ
り
少
な

い
歴
史
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
る
で
し

ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

「力

の
独
裁
」
も
、
寄

る
年
波
は
争
え
な

い
も

の
で
、
『す

べ
て
は
か
わ
る
』

『
す

べ
て
、
は
じ
め
あ
る
も

の
に
お
わ

り
あ
り
」

「
す

べ
て
は
そ
の
反
対

へ
か
わ

っ
て
ゆ
く

（生

―
死
、
強
↓
弱
、
若
さ
―
老

い
…
↓
』

（
Ｐ
Ｕ
ま
た
は
、

「宇
宙

の
構
成
原
理
」
第

一
～
第
二
）
の
法
則
通
り
、
弁

証
法
的
に
、

い
つ
し
か
、
そ
の
根
底

で
あ
る
宇
宙

の
弁
証

法
的
構
成
原
理
、
そ
れ
自
身
を
否
定
す
る
も
の
―
―
封
建

制
、
非
立
憲
制
、
軍
国
主
義
、
と
り
わ
け
官
僚
主
義

の
よ

う
な
権
力
、
暴
力
、
威
光
を
基
礎
と
す
る
も
の
に
変
わ

っ

て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
人
民
は
、
た
だ

の
奴
隷

に
さ
れ
て

し
ま

っ
た
の
で
す
。
奴
隷
が

い
つ
ま
で
も
完
全

に
奴
隷

で

あ
る
と
き
、
も
ち
ろ
ん
暴
力

に
よ
る
独
裁
制
の
亡
び
を
ま

ね
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史

の
示
す
通
り
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
奴
隷

が
奴
隷

の
く
さ
り
を
自
ら
た
ち
切
る
べ
く

立
ち
上
が
れ
ば
、

こ
れ
ま
た
も
ち
ろ
ん
独
裁
制

の
亡
び
を

は
や
め
ま
す
。

か
く
て

『力

に
よ
る
独
裁
』
君
主
専
制
は
、

こ
の
地
上

で
は
、
二
千
年
近
く
も

つ
づ

い
た
日
本

の
そ
れ
を
最
後
と

し
て
、
姿
を
け
し
ま
し
た
。
大
き

い
目
で
み
れ
ば
、
地
上

の
政
体
、
人
間
社
会

の
政
体
は
、
そ
の
当
然
の
秩
序
を

ふ

ん
で

『力

に
よ
る
独
裁
』
か
ら

『
理
性

に
よ
る
民
主
政
体
』

へ

一
歩
進
ん
だ
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
原
動
力
は

い

つ
で
も
、
東
西
ど
ち
ら
で
も

『力

に
よ
る
独
裁
』
そ
れ
自

身

の
自
己
分
解
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

八
、
東
方
の
必
要
と
西
方
の
必
要

デ
モ
ク
ラ
シ
イ
政
治

の
思
想
は
、

こ
の
数
世
紀

の
間
に

生
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

の
独
裁
、
君
主
専
政

政
体

の
牙
城
を
く

つ
が
え
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ

こ
の
新
し

い
建
築
は
、
や

っ
と

『力

に
よ
る
独
裁
』

に
か
わ
る
と

い
う
そ
の
要
求
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
、
は

っ
き
り
さ
せ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
そ
の
具
体
案
、
具
体
的

設
計

の
青
写
真
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

こ
の
青
写
真
を
、
私
は
人
間
の
三
大
宗
教
を
生
み
出
し

た
母
体
で
あ

る
東
洋

の
古
代

の
世
界
観

に
発
見
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
正
し

い
か
否
か
を
、
私
は
世

の
識
者
諸
君

に
お

た
ず
ね
し
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
、
な
に
ぶ
ん
古
色

蒼
然
た
る
も
の
で
す
か
ら
、
に
わ
か
に
判
断

で
き
な

い
で

し

ょ
う
。
そ
れ
は
深

い
地
層
か
ら
ほ
り
出
し
た

一
つ
の
小

さ

い
石
く
れ

の
化
石

一
つ
で
、
数
万
年
前

の
地
球

の
表
面

の
生
物
界
全
体
を
想
像
画

に
し
て
出
し
た
よ
う
な
も

の
で

す
か
ら
…
…
。

し
か
し
、

こ
れ
は
、
そ
の
実
用
性
や
、
実
際
性
を
示
す

こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
正
当
さ
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
し

ょ
う
。
私
は
、
そ
の
実
用
性
を
も

っ
て
、
そ
の
正

し
さ
を
示
し
、
そ

の
正
し
さ
を
も

っ
て
、
古
代
人
の
世
界

観

の
偉
大

さ
と
、
人
間
を
し
て
あ
ら
ゆ
る
文
化
、
文
明
を

作
り
出
さ
せ
た
、
本
能

の
お
ど
ろ
く

べ
き
不
思
議
な
英
知

の
微
妙
さ
を
証
明
し
、

こ
の
本
能
の
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
を
絶

叫
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
世
界
観

（宇
宙

と
万
物
を

つ
ら
ぬ
く
、
そ
の
弁
証
法
的
構
成
原
理
、
宇
宙

の
秩
序

）
や
、
人
間
の
本
能

の
微
妙
な
力
は
、
あ
く
ま
で

人
間
の
精
神
的
な
、
理
性
的
な
、
考
え
る
能
力

の
優
越

の

東
洋
的
現
わ
れ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
地
上

に
建
設
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
そ
の
青
写
真
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
十
八
世
紀
以
来
、
こ
の
地
上
に

新
し
く
現
わ
れ
た
人
間
の
技
術
的
、
物
質
的
能
力
の
優
越

を
も

っ
と
雄
弁
に
証
明
す
る
西
洋
文
明
の
技
術
が
絶
対
に

必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
の
で
す
。

九
、
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
殿
堂
の

敷
地
の
地
ナ
ラ
シ

デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
大
建
築

の
必
要
は
、
十
分
は

っ
き
り

人
間
全
体

に
み
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
人
間
は
、
も
う
青
写

真
も
な
し
に
さ
え
、
そ
の
建
築
を
始
め
か
け
て

い
ま
す
。

そ
こ
で

い
ろ

い
ろ
な
食

い
違

い
が
で
き
、
争

い
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
み
な
青
写
真
が
な

い
か
ら
で
す
。
青
写
真
は
、

「弓
す
ｏ
暉
∞
デ
”
　
鮨
　
いｏ
Ｌ
ヨ
”
　
ヨ
　
一デ
ε
『
　
ざ
〓
Φ
『
　
ら
Φ
”
【
Φ
Φ
∽

”
●
””
”
ｏ
●
一Ｎ
Ｏ
〕　
　
げ
‘
”　
　
一●
　
　
”す
ｏ
一『
　
　
〓
ぼ
す
ｏ
「　
　
　
一
ｏ
”
『
Φ
ｏ
∽

デ
”
『ヨ
ｏ
●
一Ｎｏ」
　
（〓
〓
）
の
　
デ
置
す
ｏ
「
　
”す
ｏ
●”
ｒ
　
Ｆ
に
デ
ｏ
い
”

一ぎ
・
５
”
で
あ
り
、

つ
ま
り
平
和
の
大
宗
教
を
う
み
出
し

た
母
胎
の
如
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

Ｇ
Ｏ
の
他
の
公
開
状
を
ご
ら
ん
願

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
下
歩
す
す
ん
で
、
そ
の
青
写
真
に
よ

っ
て
、

た
だ
ち
に
建
築
に
着
手
す
る
仕
様
書
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

建
築
の
第

一
歩
は
、
地
な
ら
し
、
地
下
工
作
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
な
る
建
築
の
地
な
ら
し
と
地

下
工
作
は
、
選
挙
と
そ
の
方
法
で
あ
り
ま
す
。

さ
あ
、
人
類
始
ま

っ
て
以
来
は
じ
め
て
の
大
規
模
な
デ

モ
ク
ラ
シ
イ
会
館
、
全
人
類
の
、
水ヽ
遠
の
平
和
と
自
由
の

大
殿
堂
の
地
な
ら
し
と
、
地
下
工
作
と
し
て
の
選
挙
と
そ

の
方
法
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
　
さ
き
に
も
い
っ
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た
よ
う

に
、
現
在
ま
で
、
そ
し
て
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い

る
選
挙
方
法
は
、
歴
史
以
前
か
ら
の
古
び
た
も
の
で
す
。

そ
れ
は
、
多
数
決

の
原
理
に
よ
る
選
挙
で
す
。
そ
れ
は
、

反
対
者
、
対
立
者
が

い
や
お
う
な
し
に
抱
擁
さ
れ
て

い
る

よ
う
な
小
さ

い
単
純
な
社
会

の
、
簡
単
な
問
題
の
場
合

に

は
、
大

へ
ん
有
用
な
、
実
用
的
な
、
ま
た
相
当
正
し

い
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
数
万
年

の
間
に
、

「
社
会
』

の
構

成
が
か
わ

っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
実
用
性
は
大

ヘ

ん
小
さ
く
な
り
、
有
害

に
さ
え
な

っ
て

い
る
の
で
す
。
社

会
構
成
ば
か
り
か
、
そ
の
構
成

の
分
子
で
あ
る
個
人
さ
え

も
そ
の
思
考

に
お

い
て
も
、
そ
の
生
活
の
形
式

に
お

い
て

も
、
九
心
ろ
し
く
か
わ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
社
会

の
分
化
と
、

個
人
の
分
化

（

一
贅
ｑ
ｏ
●
諄
”一３

　

）
は
、
世
界

一
般

に

共
通
の
現
象

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
近
代
文
明
の
、
技

術
的
、
経
済
的
、
し
た
が

っ
て
社
会
的
な
変
化
が
、
人
間

の
生
活
全
般

に
わ
た

っ
て
影
響
し
、
そ

の
社
会

の
分
製
と

対
立
と
、
社
会

間
、
国
際
間
の
対
立
を
き
た
ら
せ
、
そ
れ

ら
す

べ
て
の
間

に
連
鎖
反
応
を
始
め
、
全
人
類

の
生
活
圏

を
お
そ
ろ
し
く
大
き
く
し
、　
一
つ
に
し
、
そ
の
内
容
を
も
、

い
ち
じ
る
し
く
か
え
た
か
ら
で
す
。

一
〇
、
多
数
者
の
分
化

す
な
わ
ち
少
数
者
化

個
人
の
分
業
が
不
可
避

に
な

っ
た
の
は
、
社
会
構
成
分

子
の
多
様
性

の
大
き
く
な

っ
た

こ
と
に
よ

っ
て
、
個
人
の

体
質
や
、
思
考
や
、
技
術

に
分
化
が
お
こ

っ
て
き
た
か
ら

で
す
。

こ
れ
は

『
多
数
者
』

の
分
化
で
あ
り
、
解
体
で
あ

り
ま
す
。
も
う

『
多
数
者
』
は
無
数

の
少
数
者

に
分
か
れ

て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

現
代

の
社
会
思
想
家
や
改
造
家
は
、
大
衆
ま
た
は
、
多

数
者
を
簡
単
に
、
ひ
と
口
に

『
マ
ス
』
と

い
う
言
葉

で
呼

ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
科
学
的
な
明
確
な
定
義

を

つ
け
る
こ
と
を
忘
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
に
大
き
な
過
ち

が
あ
る
の
で
す
。
現
代

の
大
衆
、
多
数
者
は
、
も
う
昔

の

大
衆

で
は
な

い
の
で
す
。
み
な
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
技
術
を

も

っ
た
専
門
家

に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

大
衆

と

い
う
も
の
は
、
け

っ
し
て
そ
の
構
成

に
お

い
て

簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
印
刷
工
に
し
て
も
、

い
ろ

い
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
口
に
鉄

道
従
業
者
と

い
っ
て
も
、
全
く
話
の
通
じ
な

い
、
全
く
肌

の
ち
が

っ
た
人

々
が
無
数
に
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
職
業
が

一
つ
の
社
会
、　
一
つ
の
国
、　
一
つ
の
世
界
を

つ
く
り
あ
げ

て
い
る
の
で
す
。
す

べ
て
の
組
織
体
が

一
つ
の
社
会
と
な

り
、
む
か
し
の
国
家
以
上
の
複
雑
性
を
お
び
て
き
た
の
で

す
か
ら
、
無
数

の
国
家
が
で
き
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の

一
つ

一
つ
が
対
立
し
、
せ
り
あ

い
を
し
て

い
ま

す
。
し
か
も
、
す

べ
て
の
大
組
織
体
の
大
部
分
は
、
労
働

者
で
占

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
労
働
者
が
横
の
連

絡
を

つ
け
る
と
、
人
類
の
大
部
分
は
労
資

二

つ
の
対
立
と

な
り
、
前
者

の
方
が

『多
数
者
』
で
す
か
ら
、

「力
』
と

『力

に
よ
る
征
服
』
が

つ
い
に
労
働
者

の
手
に
お
ち
、
少

数
者
が
下

に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
多
数

の
反
逆

で
す
。

力

に
お

い
て
は
少
数
者
が
、
多
数
者

に
対
抗
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
き
ま
せ
ん
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
勝
利
は
、
必

然
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
多
数
者
が
そ
の
多
勢
を
た
の
み
に
し
て
、
少

数

の
征
服

に
と
り
か
か

っ
た
と
き
か
ら
、
も
う
多
数

の
中

に
少
数
者
が
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
結
局
は
、

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
征
服
も
、
お
そ
か
れ
は
や
か
れ
、

「少

数
者

の
独
裁
』
に
お
わ
り
ま
す
。
な
ん
の
か
わ
り
も
な
く
、

世
界
は
む
か
し
の
ま
ま
で
す
。
け
れ
ど
も
、
古

い
社
会

に

な
れ
た
人

々
は
、
新
し

い
社
会

の
形
式
を
と
る
こ
と
を
き

ら

い
ま
す
。
こ
れ
が
米

ソ
の
対
立

の
正
体

で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
思
想

の
対
立
、
し
た
が

っ
て
生
活
様
式
、
社
会
制

度

の
対
立

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
対
立
は
感
情

の
対
立

の
結

果
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
感
情

（気
質
、
性
格

）
の
対
立

は
体
質
、
体
格

の
ち
が

い
か
ら
来
る
の
で
あ
り
、
体
質
、

体
格

の
ち
が

い
は
そ
の
内
部
環
境
、
組
み
た
て
、
素
材
、

栄
養
、
し
た
が

っ
て
そ
の
外
部
環
境
、
農
、
工
、
商

の
気

候

の
そ
れ
ら
に
依
存
し
て

い
ま
す
。

多
数
者

と
少
数
者

の
相
対
、
対
立
、
興
亡
、
交
替
や
、

多
数
者

の
自
己
分
化

に
よ
る
少
数
者
化
や
、
少
数
者

の
多

数
者
化
や
、
そ
の
ま
た
連
鎖
的
反
応
な
ど
す

べ
て
が
、
Ａ

か
ら
非
Ａ

へ
、
非
Ａ
か
ら
Ａ

へ
と

い
う
弁
証
的
進
展
の
原

理
の
自
証

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
原
理
を
高
所
、
大
所
か
ら

大
観
、
達
観
し
な

い
人
は
、

い
つ
も

こ
の
き
わ
ま
り
な
き

変
化
、
た
え
ま
な
き
盛
衰
の
波

に
の
ま
れ
、
自
由
を
は
じ

が
り
な
が
ら
、
流
さ
れ
て
ゆ
く
人
で
あ
り
、
そ
の
反
対
が

つ
ね
に
悠

々
自
適
、
随
所
作
主
、
自
由
と
平
和
を
た
の
し

む
人
で
あ
り
ま
す
。

手
み
じ
か
に

い
え
ば
、
多
数
者
で
も
少
数
者

で
も
、
カ

に
よ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
征
覇
は
必
ず
亡
び

る
も
の
で
あ
り
、

理
性

に
よ
る
も
の
で
さ
え
、
長

い
世
紀

の
間
に
権
力
、
権

威

の
色
が

つ
き
、

に
お

い
が

つ
き
、

コ
ケ
が
生
え
て
く
る

と
、
音
も
な
く
く
ず
れ
る
夢

の
中

の
大
殿
堂

の
よ
う

に
、

も
ろ
く
も
消
え
う
せ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
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純
粋

に
理
性

に
よ
る
か
ぎ
り
、
帝
王

の
力
も
、

こ
れ
を
亡

ぼ
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

水ヽ
遠

の
自
由
と
平
和

の
世
界

が
帝
王
や
武
器

に
よ

っ
て
、

つ
く
ら
れ
た

こ
と
は
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
破

ら
れ
た

こ
と
も
な

い
の
で

す
。
し
か
し
、

ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
大
王

で
も
、

デ
ィ
オ
ゲ

ネ

ス
で
も
、

エ
ピ

ク
テ
タ
ス
で
も
、
ネ

ロ
皇
帝

で
も
、

こ

の
大
観
、

こ
の
達
観

さ
え
あ
れ
ば
、
永
遠

の
平
和
と
無
限

の
自
由
を
楽
し
む

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
。

つ
ま
り
帝
王

に
し
て
、

エ
ピ

ク
テ
タ
ス
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な

い
の

で
は
な

い
の
で
す
。

こ
の
話
は
、

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上

つ
づ
け
る

べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
理
論
は
他

の
公
開
状

に
ゆ
ず
り
、

こ
こ
で
は
、
現
場
仕
事

の
第

一
工
作
と

い
う
、
も

っ
と
も

大
切
な
、
基
礎

的
な
選
挙
の
話
に
一戻
り
ま
し

ょ
う
。

十

一
、
多
数
者
を
殺
す
多
数
決

春

は
緑

一
色

と
思

っ
た
草
原
が
、
秋

に
な
る
と
、

い
ろ

い
ろ
な
色
と
り
ど
り
の
花
を
さ
か
せ
る
よ
う
に
、
民
草
と

い
わ
れ
、
奴
隷
色

一
色

に
ぬ
り

つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
大
衆
が
、

百
千

の
色
を
示
し
出
す
時
が
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
色
は
無
数

の

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も

っ
て
い
て
も
、
そ
れ

ら
す

べ
て
を

一
列

の
ス
ペ
ク
ト

ル
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中
央

で
切
断
す
る
と
、
二

つ

の
対
立
す
る
群
れ
に
な
り
ま
す
。
化
学
で
す

べ
て
の
反
応

を
酸
、

ア
ル
カ
リ
性

で
三
分
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
大

衆

の
二
大
対
立
は
、
（
Ａ
）積
極
、
技
術
、
能
動
、
外
向
、

男
性
、
行
動
型
と
、
（
Ｂ
）消
極
、
理
論
、
受
け
身
、
内
向
、

女
性
、
思
索
型
で
あ
り
ま
す
。

（
ク
レ

ッ
チ

マ
ー
や
ピ

タ

ゴ
ラ
ス
や
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
人
の
類
型
は
、

こ
の
二

つ

に
要
約
さ
れ
る
）
。
Ａ
を

く
留
∞
３
を

く
す

と
呼
び
ま
し

ょ

そ

こ
で
、
選
挙
は
当
然

こ
の
二
群
か
ら
代
表
を
え
ら
び

出
す

べ
き
で
す
。
と
こ
ろ
が
実

に
お
ど
ろ

い
た

こ
と
で
す

が
、
昔
か
ら
今

に
至
る
ま
で
、
最
高
、
最
大
か
ら
最
小
、

最
低

の
選
挙
が
み
な
、
そ
の
社
会
生
活
に
お
け
る
と
、
歴

史

に
お
け
る
と
、
組
織
体

に
お
け
る
と
、
理
論

に
お
け
る

と
を
問
わ
ず
、

こ
の
二
群

の
よ
り
よ
き
半
分
、
す
な
わ
ち

多
数
者
Ｉ
Ｂ
群
を

つ
ね

に
見
お
と
し
て
き
た
し
、
今
も
ま

ま
子
扱

い
に
し
て

い
る
の
で
す
。

現
代
は
、
多
数
者
や
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
時
代
と
呼
ば
れ

ま
す
け
れ
ど
も
、
不
思
議
な

こ
と
に
、
そ

の
多
数
者

の
中

の
多
数
者
は

い
つ
も
見
お
と
さ
れ
、
除
外

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
多
数
者
は
社
会

の
根
底

で
あ
り
、
大
部
分
で
あ

り
、
主

で
あ
り
ま
す
。

長

い
間
、
多
く
の
国

に
お

い
て
女
性
は
、
よ
り
よ
き
半

分
―
多
数
者
、
主
要
部
分
と

い
わ
れ
な
が
ら
、
実
質
的
に

は
無
視

さ
れ
て
来
た
の
で
す
。
そ
れ
が
現
代
で
は
反
対
に

な
り
、
尊
重
さ
れ
、
よ
り
悪

い
他

の
半
分
を
征
服
し
は
じ

め
、
或

る
国
で
は
、
す
で
に
完
全
に
よ
り
悪

い
半
分
を
征

服
し
、
奴
隷
化
し
て

い
る
の
で
す
が
、
し
か
も
そ
の
女
性

の
中

の
大
部
分

の
女
性

型
は
、
や
は
り
元

の
通
り
無
視
さ

れ
て

い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
選
挙
に
お

い
て
は
、
昔
か
ら
、
今
ま
で
、
終
始

一
貫
、
よ
り
よ
き
半
分
、
す
な
わ
ち
大
部
分
が
無
視
さ
れ

て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
よ
り
悪
き
半
分
―
積
極
、
能

動
、
外
向
、
男
性
、
行
動
型
が
、
現
代

に
お

い
て
も
古
代

同
様
、
対
立
す
る
よ
り
多
数
者

の
他

の
型
を
圧
迫
し
て

い

る
の
で
す
。
こ
れ
が
古
代
以
来
、
選
挙
が
必
ず
悲
劇
を
生
み

出
す
も
と
と
な

っ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

男
性
優
越
は
、
女
性
征
服

に
よ

っ
て
そ
の
行
動

の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
対
立
者
を
無
視
し
た
の
で
、
自
己

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
を
失

っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
女
性
優
越
は
そ
の
逆
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
方
が
他
を

『征
服
』
す
る
と
こ
ろ
、

上
下
関
係

に
な
る
と
こ
ろ
に
、

い
つ
で
も
無
理
が
あ
る
の

で
す
。十

一
一
、
ｍ
両
Ｆ

コ

∽
〓

”

Ｏ
Ｐ

Ｆ
こ

の
破
産

男
性
優
越
、
力

の
尊
重
が
も

っ
と
早
く
、
も

っ
と
大
き

な
破
局
を
人
類
全
体

に
損
が
な
か

っ
た
の
は
、　
一
見
不
思

議
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
然
の
予
定

の
調
和
、
大
自

然
の
弁
証
法
的
、
相
対
、
対
立
、
相
補

の
構
成
原
理
の
お

か
げ

で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
男
性

の

一
人

一
人
が
、
お

ど
ろ
く

べ
き
こ
と
に
、
そ
の
生
活
の
根
底

に
お

い
て
、
そ

の
個
人
的
生
活
に
お

い
て
は
、
女
性

に

一
切
を
依
存
し
て

い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

こ
の
男
性
優
越

の

一
方
的
社
会
建
築
も
、

つ

い
に
積
年

の
む
く

い
で
、
階
級
闘
争
と

い
う
型
か
ら
ふ
く

れ
上
が
り
、
自
己
崩
壊
を
は
じ
め
、
無
限
の
対
立
を
生
み
、

社
会
主
義
と

い
う
自
己
欺
購

の
旗
印
の
下

に
、
自
我
、
個

人
主
義
を
あ
く
ま
で
主
張
す
る
と

い
う
大
き
な

ヘ
マ
を
犯

す

こ
と
に
な
り
、

こ
こ
に
千
古
未
曽
有

の
破
局
を
招

い
て

い
た
わ
け
で
す
。
社
会
主
義
と
は
、
実

に
お
互

い
エ
ゴ
イ

ス
ト
社
会

で
あ
り
、
そ
の
、
そ
も
そ
も

の
出
発
点
が
、
黒

を
あ

つ
め
て
白
と

い
う
よ
う
な
大
き
な
ウ

ソ
で
あ

っ
た
の

で
す
。

（
黒
を
あ

つ
め
て
黒
と
し
、
白
を
あ

つ
め
て
白
と

い
う

の
な
ら
ま
だ
よ
か

っ
た
の
に
―

）
と
ど
の

つ
ま
り
の

ブ

ィ
ナ
ー
レ
が
、
た
え
ま
な
き
お
そ
れ
、
限
り
な
き
に
く
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し
み
、
そ
こ
知
ら
ぬ
う
た
ぐ
り
、
自
分

に
対
す
る
不
信
用

…
…
そ
れ
ら
す

べ
て
が

こ
の
世
界
を

つ
つ
む
、

い
き
ぐ
る

し

い
世
界
苦
、
世
界
不
安
、
排
他
性
と

い
う
時
代
色
を
、

か
も
し
出
し
た
の
で
す
。
戦
争
は
、
そ

の
た
だ

一
部

に

つ

け
た
名

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
し
て
も
、
話
が
わ
き
に
そ
れ
ま
し
た
が
、
こ
ん
な

わ
け
で
す
か
ら
、
我

々
は
、
今

こ
そ
、
人
類

の
歴
史
は
じ

ま

っ
て
こ
の
方
は
じ
め
て
こ
こ
に
、
大
多
数
、
よ
り
よ
き

半
分
の
主
体
性
、
構
成
力
を
正
し
ぐ
尊
重
し
、
そ
れ
が
少

数
化
し
た
機
会
を
利
用
し
て
、

『大
多
数
』
を
、
そ
の
正

し

い
座
標
系

に
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
少
数
者
か
ら
多
数
者

へ
移

っ
た

『力

に
よ
る

政
治
』
を
、
は
じ
め
て

『理
性

の
政
治
』

に
み
ち
び
く
の

で
す
。
時
が
き
た
の
で
す
。
長

い
長

い

『力

に
よ
る
ヤ
ミ

の
政
治
』

の
夜
が
あ
け
た
の
で
す
。

力

に
は
自
由
が
な

い
こ
と
を
あ
ま
す

こ
と
な
く
証
明
す

る
た
め
に
生
ま
れ
た

の
で
は
な

い
か
、
と
思
う
ほ
ど
理
論

物
理
学
は
科
学
の
ト

ッ
プ
を
切

っ
て
、
断
然
他

の
す

べ
て

の
科
学
を
リ
ー
ド
し

つ
つ
、
も
う
そ
の
決
勝
点

に
近
づ
き
、

そ
の
勝
利
は
何
人
も
疑

い
を
も
た
な

い
も
の
に
な

っ
て

い

る
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
？

十
二
、
西
方
の
検
討
と
協
力
を
ま
つ
も
の

さ
あ
、

『少
数
者
』
が
、
力
に
よ

っ
て
占
め
て
い
た
王

座
を
、
今
は
徹
底
的
に
少
数
化
し
た
多
数
者
、
す
な
わ
ち

全
人
類
の
目
ざ
め
た
個
我
に
ゆ
ず
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
の

王
座
は
、
平
和
と
正
義
の
審
判
者
席
で
あ
り
、
自
由
の
憲

法
で
あ
り
ま
す
。
―
―
も
し
我
々
が
、
よ
き
、
正
し
き
、

美
わ
し
き
、
自
己

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
構
成
を
こ
の
世
界
に

あ
た
え
た

い
な
ら
、
我

々
は
、
こ
の
個
我

の
最
高

の
代
表

制
を
建
設
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
う
し
て

そ
れ
を
実
現
し
ま
す
か
？

そ
れ

に
は
、
大
多
数

に
、

い
や
全
て
の
人

々
に
自
己

コ

ン
ト

ロ
ー
ル

（
自
己
批
判
、
自
己
統

一
）
を
す
る
構
成
原

理
を
も
た
せ
さ
え
す
れ
ば

い
い
の
で
す
。
そ
れ
に
は
、
そ

の
地
下
工
作

で
あ

る

『新
し

い
正
し

い
選
挙
』
だ
け
で

い

い
の
で
す
。
そ
れ
が

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し

こ
れ
は
、

東
方

の

一
老
哲
学
徒
が
、
数
千
年
前

の
世
界
国
家

の
文
明

の
廃
墟
か
ら
掘
り
出
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
反
対
の

西
方

の
人

々
に
よ

っ
て
、
十
分
研
究
さ
れ
、
た
し
か
め
ら

れ
、
実
験
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
申
す
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
最
大

の
反
対
者

こ
そ
、
最
大

の
相
補
性
と

調
和
を
生
み
出
す

の
で
す
か
ら
。

バ
ベ
ル
の
塔

の
建
設
者

に

一
つ
の
共
通
語
を
与
え
た
ら
、

バ
ベ
ル
の
塔

の
悲
劇

は

一
つ
の
英
雄
史

に
な
る
で
し
ょ
う
。

第

二
部

や
さ

し

い
方
法

十
四
、
新
し
き
選
挙
の
方
法

一
、
代
表
を
え
ら
ぶ
も
の
を
個
人
と
せ
ず
、
基
本
的
な

最
小
限
構
成
体
の
代
表
と
す
る
。

こ
の
構
成
単
位
は

（
戸

主
、
世
帯
主
、
ま
た
は

一
家

）
の
代
表
、

つ
ま
り
最
少

の

私
的
社
会
単
位
で
、
そ
の
代
表
は
、
家
庭
食
卓
会
議

に
お

い
て
互
選

に
よ

っ
て
え
ら
ば
れ
、
そ
の
代
表
十
人
を
も

っ

て

一
つ
の
組
合
を
作
り
、
そ
れ
を
最
小
の
公
的
社
会
単
位
、

つ
ま
り
最
小
の
公
団
と
す
る
。
最
高
最
大

の
公
団
、
す
な

わ
ち
公
的
社
会
単
位

の
組
合

の
代
表
者

の
最
大
限
を
、
二

百
人
と
し
、
そ
の
中
間
は
十
進
法
に
す
る
。

（詳
し
く
は

０
を
見
よ
）

二
、
え
ら
ば
れ
る
べ
き
公
的
社
会
単
位

の
代
表
を
、
同

数
の
二
群
、
Ａ
と
Ｂ
に
分
け
る
。

三
、
Ａ
群
代
表
は
、
従
来

の
多
数
決

の
原
理
に
よ
り
て
、

自
己
推
薦

の
立
候
補
者
か
ら
え
ら
ば
れ
る
。
た
だ
し
、
０

の
基
本
的
、
最
小
単
位
、
最
小
の
私
的
、
社
会
単
位
代
表

各
人
に

つ
き
、　
一
票

の
直
接
投
票
。

四
、
Ｂ
群
は
、
全
く
新
し
き
方
法
で
選
ば
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
決
し
て
代
表
た
る
こ
と
を
従
来
欲
し
た
こ
と
も
な

く
、
自
己
宣
伝
を
し
た

こ
と
も
な
く
、
な
ん
ら
か
の
代
表

に
立
候
補

し
た

こ
と
も
な

い
人
の
中

か
ら
選
ぶ
。
そ

の
方

法
は
―
―

五
、
Ｂ
群

の
代
表

の
選
挙
は
、
累
進

（十
進
式

）
間
接

法
で
、
そ

の
単
位
は
個
人
で
な
く
、　
三
月
、
ま
た
は

一
自

治
体
、
ま
た
は

一
家
族
。

こ
の
単
位
が
各

一
人
の
代
表
を

互
選
で
出
し
、
十
単
位

の
代
表
十
人
で

一
つ
の
組
を

つ
く

る
。
す
な
わ
ち
、
十
自
治
体

の
代
表
会
議
。

こ
れ
を

『十
』

の
組
と
呼

ぶ
。

こ
の

『十
』

の
組
代
表
人
は
、
相
反
す
る

意
見
ま
た
は
感
情
、
ま
た
は
性
格
、
ま
た
は
性
を
も

つ
二

人
の
代
表
を
互
選
で
え
ら
び
、　
一
段
上

の
組
、
す
な
わ
ち
、

『百
』

の
組
を

つ
く
ら
せ
る
。

こ
の
各
組

二
人
の
代
表
は
、

対
立
す
る
意
見
、
ま
た
は
思
想
、
性
格
、
行
動
を
も

つ
が
、

二
人
と
も
、
Ａ
群
代
表
に
対
し
て
は
、
対
立
す
る
意
見
、

思
想
、
性
格
、
行
動
を
も

っ
て

い
る
。

『十
』
の
組

の
代
表
が
二
百
人
以
下
の
と
き
は
、
そ
れ
を

も

っ
て
最
高
代
表
会
議
と
し
、
以
上
な
る
時
は
、

「十
』

の
組
十
組
が
各
代
表
を
二
人
ず

つ
互
選
し
、　
一
段
上

の
組

合

『
百
』
を

つ
く
る
。

『百
』

の
組
が
百
以
下
な
る
と
き
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は
、
そ
の
代
表
者
会
議
を
最
高
と
し
、
以
上

な
る
と
き
は
、

前
と
同
様

の
方
法

で
各

々
の

『百
』
か
ら
二
人
ず

つ
代
表

を
出
し
、　
一
段
上

の

『
千
』

の
組
を

つ
く
る
。
以
上
順

々

に

『万
』

『十
万
』

の
組
を

つ
く
る
。

『
万
』

の
組
は
、

各

々
ま
た
同
様
の
方
法
で
二
人
の
代
表
を
互
選
し
、
彼
ら

が
二
百
人
以
上

の
と
き
は
、
彼
ら
だ
け
で
、
最
高
人
民
会

議
を
作
る
。

（千
万
人
の
社
会
を
、
三
百
五
十
万

の
和
的

生
活

〈平
均
四
人
を
そ
の
構
成
員
と
す
る
）

の
単
位
と
す

れ
ば
、
最
高
会
議
は
、

『十
万
』

の
代
表
五
十
人
を
も

っ

て
作
ら
れ
る
。
二
千
万
人
な
れ
ば
百
人
。
四
千
万
人
な
れ

ば
二
百
人
、
四
千
万
人
以
上
の
社
会

で
は
、
互
選

に
よ

っ

て
三
百
人
の
最
高
人
民
会
議

の
常
務
を
え
ら
ぶ
）
あ
る

い

は

『百
万
』

の
組
を

つ
く
り
、
そ
の
代
表
で
最
高
会
議
を

作
る
。

こ
の
二
〇
人
以
上
二
百
人
ま
で
の
Ｂ
群
最
高
代
表
か
ら
、

互
選
で
政
府
要
員

の
半
数
を
出
し
、
他

の
半
数
を
Ａ
群
か

ら

い
ず
れ
も
互
選

に
よ

っ
て
え
ら
ぶ
。

国
際
会
議

（
た
と
え
ば
世
界
政
府

）

へ
の
代
表
も
Ａ
、

Ｂ
両
群
か
ら
半
数
ず

つ
を
出
す
。

六
、
各
市
民
は
、
Ａ
、
Ｂ
両
群
の
代
表
を
え
ら
ぶ
に
あ
た

り
、
次
の
四
条
件
を
代
表

の
資
格
審
査

の
標
準
と
す
る
―

ａ
　
彼
は
新
し

い
理
念
を
生
か
し
、
の
ば
す

こ
と
が
出

来
る
か
、
ま
た
し
て

い
る
か
？

ｂ
　
彼
は
他

の
人
を
生
か
し
、
の
ば
す

こ
と
が
で
き
る

か
、
ま
た
し
て

い
る
か
？

ｃ
　
彼
は
彼
自
ら
を
生
か
し
、
の
ば
す

こ
と
が
で
き
る

か
、
ま
た
は
し
て

い
る
か
？

ｄ
　
彼
は
な

に
ご
と
で
も
、
専
門
家

の
意
見
を
き
か
ず

に
、
彼
自
ら
判
断
し
、
決
定
し
、
実
行

に
う

つ
す

こ
と

が
で
き
る
か
、
ま
た
し
て
い
る
か
？

七
、
全
て
の
組
、
ま
た
は
会
議
は
そ
の
Ｂ
群
代
表
二
人

の
、
社
会
的
、
政
治
的
問
題
や
方
法

に

つ
い
て
の
意
見
と

批
判
と
、
社
会

の
安
全
と
発
展

に

つ
い
て
、
ま
た
全
人
類

の
健
康
と
幸
福

に

つ
い
て
の
創
造
的
改
良
案
を
、
各
機
関

紙

に
発
表
し
、
そ
の
上
の
組
、
ま
た
は
議
会

に
提
出

せ
ね

ば
な
ら
な

い
。
Ｂ
群
代
表
は
、

い
か
な
る
形
式

に
お

い
て

も
、
自
己
宣
伝

は
許

さ
れ
な

い
。

八
、
Ａ
、
Ｂ
両
群
と
も
男
子
百
に
対
し
、
女
子
百
五
～

百
十
を

も

っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
。

た
だ
し
、
男
女
両
性
と
も
自
発
的
に
こ
の
比
率
以
下
の

数
を
え
ら
ぶ
こ
と
は
自
由

で
あ
る
。

（時
と
場
合

に
よ

っ

て
は
、
Ａ
群
を
男
性
と
し
、
Ｂ
群
を
女
性

に
か
ぎ

っ
て
も

よ

い
。
ま
た
、
Ａ
の
最
高
会
議
と
Ｂ
の
最
高
会
議
を
別

々

に
し
て
前
者
を
下
院
、
後
者
を
上
院
と
し
て
も

い
い
ヽ

窒

部

む

す

び

一
、
対
立
な
き
と
こ
ろ
相
補
性
な
し

相
補
性
な
き
と
こ
ろ
調
和
、
統

一
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対

立
、
相
剋
な
き
と
こ
ろ
に
相
補
と
、
調
和
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
つ
の
対
立
す
る
党
派

（進
歩
党
と
保
守
党
）
が

い
つ

で
も
、
政
治
に
お
い
て
も
、
家
庭
に
お
い
て
も
、
事
業
に

お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
に
お
い
て
、　
一
つ
の
全
体
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
経
済
的
、
社
会
的
、
生
理
学
的
、

生

物
学
的
、
物
理
化
学
的
構
造
体
、
ま
た
は
組
織
団
の
中
で

必
ず

一
対
、
ま
た
は

一
組
の
相
対
、
対
立
す
る
要
因
が
む

き
あ

っ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
す
べ
て
の
構
成
化
、
組
織

体
、
構
造
、
体
系
、
物
質
は
、
対
立
す
る
力
、
ま
た
は
要

因
か
ら
作
ら
れ
て

い
て
、
そ
の
対
立
す
る
二
群
ま
た
は
、

数
群

の
確
固
た
る
相
補
性

の
大
小
が
、
そ
れ
ら
の
構
成
体

の
生
命
や
活
動
や
存
在
の
基

と
な

っ
て

い
る
の
で
す
。
そ

し
て
、

こ
の
こ
と
は
原
子
や
電
子
の
世
界
か
ら
、
大
宇
宙

の
構
造
ま
で
、
そ
の
中
間
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
的
、
物
理
的

世
界
を

つ
ら
ぬ

い
て
、
普
遍
妥
当
性
を
も

っ
て
い
ま
す
。

二
、
現
代
の
不
安
の
も
と

で
は
な
ぜ
、
人
民
の
国
内
会
議
や
、
世
界
会
議
も
二

つ

の
対
立
す
る
弁
証
法
的
、
相
補
性
的
宇
宙
構
成
原
理
を
も

っ
て
、
そ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
工
事
と
し
な

い
の
か
？

そ
れ
は
、
近
代
生
活
、

こ
と
に
交
換
主
義
経
済
、

マ
ー

カ

ン
テ
ィ
リ
ズ

ム
、
海
外
市
場
争
奪
等

に
よ

っ
て
、
各
人

の
生
活
の
素
材
が
豊
富

に
な

っ
た
の
に
、
そ
の
統

一
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

ゼ
ー
シ

ョ
ン
が
ま
だ
不
完
全
だ
か
ら
で
す
。

三
、
多
様
性
の
二
元
化
か
ら
一
元
化
ヘ

歴
史

の
初

め
の
こ
ろ
、
地
上
の
支
配
者
は

つ
ね

に
少
数

者
で
し
た
。
そ
し
て
少
数
者
や
対
立
も
は

っ
き
り
し
て

い

た
の
だ
し
、
勝
負
も
は
や
か

っ
た
。
大
衆

は

い
つ
で
も
た

や
す
く
、
そ
の

一
方

の
強

い
方

に

つ
い
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
日
、
多
数
、
大
衆

の
時
代

で
は
、
大
衆
が

無
数

の
個
性
多
様
性
を
現
わ
し
は
じ
め
、

つ
ま
り
無
数
の

少
数
者
が
出

て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
デ
モ
ク
ラ

シ
イ
の
結
果
で
あ
り
ま
す
が
、
）字
者
や
政
治
家
や
指
導
者

が
、

こ
の
現
代

の
多
数
者

の
無
限
の
多
様
性
を
見
お
と
し

て
、　
一
色

の

マ
ス
だ
と
し
た
り
、
見
お
と
さ
ず
と
も
、
そ

の
無
限
の
多
様
性
を
分
類
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
、
む
ず
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か
し

い
た
め
に

「
群
集
心
理
」
な
ど
の
名
で
ひ
と
か
ら
げ

に
片
づ
け
た
り
し
て

い
ま
す
ｏ

こ
れ
が
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
主
体
で
あ
る
大
衆

の
実
体
を

見
き
わ
め
て

い
な

い
と

い
う
彼
ら
現
代
の
分
析
学
者

の
致

命
的
な
欠
陥

で
す
か
ら
、
近
代
政
治
や
社
会
政
策
が

い
つ

に
な

っ
て
も
確
立
し
な

い
の
で
す
。
大
衆

は
、
ど
ち
ら
に

で
も
な
る
可
能
性
、
豹
変
性
を
も

っ
て
い
ま
す
し
、
あ
ま

り
に

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
多

い
の
で
、
分
類
が

一
見
し
た
と
こ

ろ
、
指
導
原
理
な
き
科
学
者

に
は
、
む
ず
か
し
す
ぎ
る
の

で
す
。

け
れ
ど
も
、
大
衆
を
別
と
し
て
、　
一
つ
の
対
立
群
に
わ

け
る
こ
と
は
実

に
簡
単
き
わ
ま
る
こ
と
で
す
。
地
球
上

の

方
角
や
、
緯
度
、
経
度

の
組
合
わ
せ
は
詳
し
く
測
れ
ば
無

限
に
あ
り
ま
す
が
、
赤
道
を
中

心
に
し
て
、
北
か
南
か
に

分
け
れ
ば
、
た
だ

二

つ
の
群
に
な
る
の
で
す
。
人
間
の
相

や
皮
膚

の
色
は
、
無
限
の
型
と

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も

っ
て
い

ま
す
が
、
性
別
す
れ
ば
、
男
女
の
二
群
に
な
る
よ
う
な
も

の
で
す
。

こ
の
見
や
す

い
分
類
法
が
分
か
ら
な

い
ば
か
り
に
、
現

代

の
不
安
定
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
そ
の
不
安
定
、
不
確

定
か
ら
連
鎖
反
応
的

に
生
ま
れ
る
無
数

の
ま
ち
が

い
、
失

敗
が

つ
も
り

つ
も

つ
て
戦
争
や
反
乱
や
、
大
き
な
対
立

に

な

っ
て

い
る
の
で
す
。

集
団
、
大
衆

の
性
格
は
、
そ
の
個
人
と
同
様
、
宇
宙

の

構
成
、
秩
序
と

い
う
弁
証
法
的
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
は

っ

き
り
二

つ
の
対
立
す
る
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
す
。

二

つ
の
対
立
と

い
う
弁
証
法
的
、
二
元
論
構
成
は
、

い

っ
、
ど

こ
、
な
に
も
見
ら
れ
る

一
般
原
理
で
す
。
自
然
科

学
の
世
界
で
も
、
文
化
科
学
的
世
界
で
も
、

こ
の
二

つ
の

対
立
は
、
部
分
的
に
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
―
―
物
理

学
で
も
、
酸
、

ア
ル
カ
リ
、
陰
電
気
、
陽
電
気

の
よ
う
な

も
う
見
や
す

い
数
字

に
さ
え
写
さ
れ
て

い
る
く
ら

い
で
す
。

た
と
え
ば
、
挑
戦
と
応
戦

（
ト
イ

ン
ビ
ー
）
、
神
と
サ
タ

ン

（
キ
リ
ス
ト
教
）、
正
反

（
ヘ
ー
ゲ

ル
）、
生
産
力
と
生
産

関
係

（
マ
ル
ク
ス
）、
遠
心
力
、
求
心
力
、
陰
電
気
、
陽
電

気
、
寒
熱
、
酸

・
ア
ル
カ
リ
、
動
静

（物
理
学
）、
原
子
と

空

（
デ
モ
ク
リ
ト
ス
）、
意
識
と
潜
在
意
識

（
フ
ロ
イ
ド
）、

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経

（
生
理
学
）、
生
産
、
消
費
、
資

本
と
労
力

（
経
済
学
）、
感
性
的
と
理
論
的

（
ノ
ー
ス
ロ
ッ

プ
）、
生
と
死
、
無
機
物
と
有
機
物

の
反
対
原
理

（
ハ
ク
ズ

レ
イ
）、
自
由
と
拘
束

（
ミ
ル
）
…
…
。

こ
れ
が
す

べ
て
の
法
則

の
法
則
、
す

べ
て
の
原
理
の
原

理
で
、
宇
宙

の
構
成
原
理
で
あ
り
、
最
近
ま
で
有
力

で
あ

っ
た

（
し
か
し
今
は
、

こ
と
に
、
第

一
大
戦
前
で
完
全
に

死
ん
で
し
ま

い
、
第
二
大
戦
で
そ
の
灰
さ
え
き
れ

い
に
吹

き
と
ば
さ
れ
て
し
ま

っ
た
）
宗
教

の
母
胎
で
あ
り
ま
す
。

す

べ
て
の
宗
教
は
、
フ」
の
宇
宙

の
弁
証
法
的
構
成
原
理
を
、

三
位

一
体
と

い
う
形

で
骨
子
と
も
、
根
本
的
構
造
と
も
し

て
い
ま
す
―
―
。

す
な
わ
ち
、
少
数
、
多
数
、

こ
の
二

つ
を
む
す
び

一
つ

と
す
る
も
の

（指
導
原
理
）
、
指
導
者
と
人
民
と
そ
れ
ら

二

つ
の
関
係

（
支
配
者
、
君
主
と
被
征
服
者
、
人
民
と
政

治

）
三

つ
の
極
と
そ
の
交
易
消
長
の
原
理
、
原
因
と
結
果

と
そ
の
因
果
律
、
父
と
子
と
聖
霊
…
…
仏
、
法
、
僧
…
…

こ
れ
が
多
様
性
か
ら
二
元
論
、
二
元
論
か
ら

一
元
論

へ
の

道
す
じ
で
あ
り
ま
す
。

四
、
実
用
的
な
批
判
原
理

―
―

〓
「ｈ
お
こ
３
ｏ
用
コ
ン
パ
ー
ー

今
日
、
我

々
に
入
用
な
の
は
、
こ
の
宇
宙

の
弁
証
法
的

構
成
原
理
の
新
版
―
―

↑
品
遠
な
原
理
と
し
て
で
な
く
、

ま
た
来
世
や
、
天
国
で
の
幸
福

へ
の
道
じ
る
べ
と
し
て
で

な
く
、
現
在
、
た
だ
今

こ
の
世
で
、

水ヽ
遠

の
精
神

の
世
界

に
お

い
て
も
、
歴
史
的
現
実
な
る
瞬
間
の
世
界
に
お

い
て

も
、
思
想

に
お

い
て
も
、
日
常
生
活
に
お

い
て
も
、
食
卓

に
お

い
て
も
、
台
所
に
お

い
て
も
、
政
治

に
お

い
て
も
、

学
者
に
も
、
主
婦

に
も
、
す
ぐ
役
に
立

つ
実
用
的
な
道
具

と
し
て
の
）
を
も
ち
た

い
の
で
す
。

い
わ
ば
、
ひ
と

つ
の

磁
石
の
よ
う
な
形
で
、

い
つ
、
ど
こ
、
だ
れ
、
な
に
を
問

わ
ず
、
す
ぐ
役

に
立

つ
よ
う
な
器
械
と
し
て
、
ほ
し

い
の

で
す
。

昔
は

こ
れ
が
宗
教
、
神
、
道
、
仁
、
善
、
真
、
美
の
最

高
標
準
を
示
す
も
の
、
道
具
と
し
て
、
古
く
か
ら
東
洋

で

は
ひ
ろ
く
用

い
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は

こ
れ
を
、

『宇

宙

の
秩
序
』
ま
た
は

『
生
命

の
原
理
』

と
し
て
、　
一
つ
の

実
用
的
な
形

の
道
具
と
し
て
、
全
人
類

の
最
初

の
共
通
の

家
、
幸
福
と
健
康
、
平
和
と
自
由

の
殿
堂

の
建
立

の
青
写

真
と
し
て
提
供
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
建
立

の
第

一
工
事

の
地
な
ら
し
と
も
、
地
下
工
作
と
も

い
う

べ
き
選
挙
の
方

法
を
、
あ
ら
ま
し
申
し
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
相
対
、
対
立
―
―
相
補
、
調
和

の
原
理
を
見
落
と

し
て
は
、

い
か
な
る
方
面

の
選
挙
も
、
そ
の
目
的
を
き

っ

と
あ
や
ま
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
ん
な
選

挙
は

一
方
的
で
、
全

て
の
相
補
と
調
和

に
な
く

て
は
な
ら

な

い
重
大
な

一
つ
の
要
素
を
否
定
し
、
排
斥

し
、
除
外
す
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る

こ
と

に
な
り
ま
す

か
ら
。

少
数
者
の
力

に
よ
る
政
治
が
、
理
性
に
い
さ
さ
か
の
余

地
を
も
与
え
な

い
、
あ
の
歴
史
以
前
の
社
会
、
動
物
の
社

会

彗
一ョ
”〓
ｏヨ
　̈
あ
る
い
は

，
●
ョ
”
Ｆ
自

動
物
人
の
社
会

の
特
徴
で
あ
る
の
は
、
多
数
者
の
力
に
よ
る
政
治
に
お
い

て
も
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
多
数
者

の
た
め

に
新

し

い
磁
石

（
コ
ン
パ

ス
）

が
あ

り
ま
す
。
　
一
つ
、
た
め
し

て
ご

ら
ん
下

さ

い
。

五
、
本
能
コ
ン
パ
ス

人
間
は
成
長
し
ま
し
た
。

彼
は
も
う
原
始
的
、
未
開
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
は
も
う
力

の
時
代
か
ら
理
性

の
時
代
に

一
歩

ふ
み

こ
み
ま
し
た
。

彼
は
人
間
の
政
府
を
、
人
間
の
た
め
に
、
人
間
の
理
性

に
よ

っ
て
作
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

さ
あ
、
理
性
を
も

っ
て
、
力
強
く
足
を

ふ
み
し
め
て
立

ち
上
が
り
ま
し

ょ
う
。
自
己
批
判
と
創
造

の
磁
石
で
あ
る

本
能
を
、
宇
宙

の
秩
序
、
神
の
姿
を
、
見
な
お
し
、
と
り

あ
げ
、
ふ
り
ま
ゎ
し
、
全
世
界
を
幸
福
と
健
康
、
自
由
と

平
和

で
壮
厳
す
る
日
が
と
う
と
う
や

っ
て
き
た
の
で
す
！

■
訂
正
―
―
本
誌
前
号
２６
ぺ
‐
ジ
ー
段
目
９
行
日
本
尾
に

「
ま
で
と
協
力
」
の
５
字
を
補

い
ま
す
。

◆昔から塩が作られていた塩田は、昭和

46年全面魔止され、工場大量生産方式

(イ オン交換膜製塩法)にかわりました。

◆その結果、塩は、NaC1 99%以 上の精製

されたものになりました。

◆自然塩復活を願う日本 CIは じめ各界
のご協力により生れた「赤穂の天地

は、食生活の原点としてのよrを ともし

つづけております。

馨緊自然塩普及協会

ミネラルの多い自然硫
「赤穂の天塩」精製しない粗塩の味

塩の生命は

海水が自然にもつ成分

ミネラル等の独特の

パランスにあります

塩の微量成分は

食品の仕上りや味に

決定的な役割りを

果たします

●機関誌、月刊「75回転」発行

●玄米人 (ヨ ネヒ ト)く らぶ
一
玄米供給会

員制度 特典多数 あり。′ 今秋発足
●料理、自然医学、ヨガ、姓名学などの教室

●無農薬、有機、自然農法の運動、供給、販売

●自然塩 (天然海塩)の 自主流通運動など

くわしくは「 75回転」をご覧 になるか、

電話でお問い合せ ください。

チャンス/独立を志す意欲のある人/

味穂では今、ヨネヒトを募集中。

話の好 きな、販売の好 きな、明るい人 を探 して

います。性別 。年齢は問いません。各教室 に参

カロしながら勉強がで き、実力が養えます。

1子来店 をもってマクロの運動という人には、開

店 か ら経営まで、味穂の全てを開放 します。

●問い合せ 下記へ ど うぞ。

Gボ 瞬 嘲 恵 麟艘籠ッシ 事務局
〒192東京都八王子市天神町18 扶桑マンション101号 電話 0426(26)6295



種   別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,Ol10円
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。
農薬玄米配布のカムカムクラフ・入会可。
プ5%引 き (図書券で)

会員証、会員バ ノジ。各種行事割引。料理教室、無
各種相談を受けられる。日本CI発行の図書・テー

B 賛助会員
12,l100円

を2日以上
機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員にFplじ 。日本CI発行の図書・テーブ10%り |き (図書
券で)

C 誌   友 4,000F号 月刊機関誌 1部送呈。料理教室、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。

D 法  人
(店舗 )

30,000円

(2分割可 )
④に同じ、本誌巻末に毎号、店名・住所・電話。営業時間。申し込み回数・その他を広告c
「新しき世界へ」 5部配布 日本CI友の店シール配布

●下記の用紙または振替用紙に記入し、会費を添えて、〒151東京都渋谷区大山町11-5 日本Cl協会会員係 にご送付下さい。

月刊『新しき世界へ』購読案内 (一部変更)

:凛 曇 巨 ∃  財 団 日 本 CI協 会 入 会 申 込 書 哨書で書いて下さい♪

私は日本CI協会の会員になりたく、次の通り申し込みます。(会員別の符号を○でかこんで下さい。)
□ 年 [=三コ 月号から E年 間分

A.正 会 員  B.賛 助会員   C 誌  友  D.法 人(店舗)
(12,000円 )   (12,000円 を 回)(4,000円 )   (30,000円 を 口。 2分割可)

■いったん納入された会費、誌代は、返却できません。 日付

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
桜
沢
如

一
が
創
立
し
た
、

マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
運
動
の
国
際
セ
ン
タ
ー
で
、
研

究

・
教
育

・
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体
で
す
。
会
長
、
桜
沢
里
真
。

活
動
内
容
は
、

①
実
用
弁
証
法

（無
双
原
理
）
と
正
食
法
の
研
究

・

実
践

・
普
及
。

②

桜
沢
如

一
ほ
か
、
右
の
内
容
に
関
連
し
た
図
書

・

出
版
物

の
刊
行
。

（月
刊
誌
通
算

踏
号
を
刊
行
）

③
講
演
会

・
講
習
会

・
研
究
会

・
正
食
料
理
教
室

・

正
食
医
学
研
修
講
座

。
海
山
ス
キ
ー
な
ど

の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行
の
開
催
。

④

正
食
医
学
に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会

の
開
催
。

③

出
張
講
習

・
講
演
会
な
ど
の
斡
旋
。

⑥

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
事
業
部
と
し
て
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

。
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

。
自
然
化
粧
品
な
ど
の
普
及
販
売

。

⑦

関
連
活
動
団
体
、
各
地
セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界
に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。

フリガナ

氏  名
職 業 (       

明
男・女   生年月日ぬ

)

年   月    日生

住  (〒     )(° °号室)(○○様方)と 詳しく

所 TEL

ご家族 ① 独身 ② 既婚 (家族名・構成内容
)

玄米歴 備考
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―
―
ど
う
し
て
、
天
然
塩
は
自
由
に
販
売
で

き
な
い
の
で
す
か
？

そ
れ
は

「塩
専
売
法
」
と
い
う
法
律
で
、

塩
の
販
売
権
は
国
に
専
属
し
、
日
本
専
売
公

社
が
こ
れ
を
行
な
う
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
通
常
は
、
公
社
↓
元
売
り
人
↓

小
売
り
人
↓

一
般
消
費
者
の
ル
ー
ト
で
流
れ
、

公
社
か
ら
許
可
を
得
て
い
る
者
以
外
は
、
塩

を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

―
―
タ
ダ
で
配
る
の
は
ど
う
で
す
か
？

無
料
譲
渡
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
公
社
か
ら
買

っ
た
の
で
な

い
塩

は
保
持
す
る
こ
と
さ
え
違
反
な
の
で
す
。

ま
た
塩
を
製
造
す
る
に
も
公
社
の
許
可
が

必
要
で
す
。
許
可
条
件
は
き
び
し
く
、
現
在

で
は
イ
オ
ン
交
換
式
製
塩
を
行
な
う
７
社
に

限
定
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

―
―
日
本
食
用
塩
研
究
会
は
″塩
製
造
許
可
″

を
得
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
…
…
？

こ
の
許
可
は
、
製
造
装
置
の
研
究
と
い
う

特
定
目
的
の
許
可
で
、
生
産
塩
は
他
に
譲
渡

し
て
も
い
け
な
い
と
い
う
条
件

つ
き
で
す
。

―
―
な
ん
の
た
め
に
塩
専
売
制
度
は
あ
る
の

で
す
か
？

塩
専
売
の
目
的
は
、
生
命
の
維
持
に
不
可

欠
の
塩
を
、
①
良
品
質
で
、
②
安
く
、
③
安

定
し
て
、
国
民
に
供
給
す
る
と
い
う

″公
益

性
″
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
制

度
が
厳
し
い
の
も
、
こ
の
公
益
性
を
保
持
し

よ
う
と
す
る
た
め
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

―
―
で
は
、
天
然
塩
の
流
通
は
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？

塩
専
売
法
は
専
売
を
行
な
う
た
め
の
制
度

上
の
規
則
を
定
め
て
い
る
だ
け
で
、
品
質
に

つ
い
て
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
良

品
質
の
塩
を
供
給
す
る
と
い
っ
て
も
、
何
が

良

い
品
質
な
の
か

（特
に
食
用
と
し
て
）
と

い
う
定
義
は
な
い
の
で
す
。

現
在
、
公
社
が
市
販
し
て
い
る
よ
う
な
高

純
度
塩
が
い
い
の
か
、
あ
る
い
は
私
た
ち
が

主
張
す
る
低
純
度
天
然
塩
が
ょ
い
の
か
は
別

に
論
議
す
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
天

然
塩
が
欲
し
い
と
い
う
国
民
の
要
求
は
実
現

さ
れ
る
べ
き
で
す
。
公
社
自
身
が
で
き
な
い

の
な
ら
、
民
間
の
代
行
を
認
め
る
べ
き
で
し

ょ
う
。
こ
れ
を
形
式
的
に
塩
専
売
法
違
反
と

し
て
取
り
締
ま
る
の
は
本
末
転
倒
で
す
。

専
売
法
を
越
え
た
基
本
的
人
権
の
問
題
と

し
て
論
議
し
て
ゆ
く
な
ら
、
必
ず
や
、
天
然

塩
流
通
は
実
現
す
る
で
し
ょ
う
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
会
員
の
方
々
や
正
食
に

関
心
の
あ
る
方
な
ら
、
「塩
」
が
い
か
に
大
切

で
あ
り
、
そ
の
品
質
の
良
否
が
い
か
に
健
康

を
左
右
す
る
か
は
、
十
分
に
ご
理
解
の
こ
と

で
し
ょ
う
。

日
本
食
用
塩
研
究
会
の
財
政
は
、
「塩
」
を

ご
理
解
く
だ
さ
っ
た
有
志
の
浄
財
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
何
ら
の
公
的
な
資
金

援
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。
善
意
あ
る
皆
様
が
、

研
究
会
の
賛
助
会
員
ま
た
は
正
会
員
と
な
っ

て
く
だ
さ
り
、
こ
の
自
然
塩
復
活
運
動
と
天

然
製
塩
法
開
発
事
業

（本
誌
５‐９
、
脚
、
日
号

を
参
照
）
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
会
員
種
別

普
通
費
助
会
員
―
―
研
究
会
の
趣
旨
に
賛
同

じ
助
力
く
だ
さ
る
個
人
ま
た
は
団
体
。　
一
口

年
六
千
円
。

特
別
賛
助
会
員
―
―

一
口
年
六
万
円
。

正
会
員
―
―
会
の
運
営
に
参
画
す
る
社
団
の

構
成
員
。　
一
口
年
十
二
万
円
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
入
会
す
る
と
隔
月
刊
機
関
誌

『
い
の
ち
と

海
」
と
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

●
入
会
方
法

①
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）

②
郵
便
番
号
　
③

住
所
　
④
連
絡
先
電
話
番
号
　
⑤
申
込
会
員

種
別
　
を
ハ
ッ
キ
リ
か
き
、
郵
便
振
替
ま
た

は
現
金
書
留
に
て
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
、
問
合
せ
は

―
―

社
団

日

本

食

用

塩

研

究

会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
Ｈ
の
５

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
内
　
●

ｏ
手
興
を
実
≡

日本食用塩研究会

《その 4》
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WllllI事11:1
伊
豆
大
島
に
設
置
し
た
簡
易
塩
田
装
置

一̈一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

伊豆大島で製造に成功

会員に限定配布
「
海
水
か
ら
と
れ
る
自
然
の
塩
を
食
べ
よ
う
」
―
―
こ
ん
な
趣
旨
で
発
足

し
た
日
本
食
用
塩
研
究
会

（理
事
長
武
者
宗
一
郎
氏
）
は
伊
豆
大
島
で
自
然

塩
の
製
造
に
成
功
、
約
七
百
人
の
会
員
に
限
定
配
布
を
始
め
た
。
昭
和
四
十

六
年
、
日
本
専
売
公
社
が
全
国
の
塩
田
を
廃
上
、
イ
オ
ン
交
換
膜
に
よ
る
化

学
製
法
に
切
り
替
え
て
以
来
続
い
て
き
た
自
然
塩
復
活
運
動
か
、
よ
う
や
く

実
っ
た
か
っ
こ
う
だ
。

復
活
運
動
を
拡
大
強
化

日
本
食
用
塩
研
究
会
は
武
者
宗

一

郎
大
阪
府
立
大
名
誉
教
授
、
今
枝

一

男
星
楽
科
大
教
授
、
牛
尾
盛
保
厚
生

荘
病
院
長
ら
学
者
グ
ル
ー
プ
と
、
以

前
か
ら
化
学
製
法
に
反
対
し
て
き
た

消
費
者
団
体
「
塩
の
会
」
（佐
伯
吉
野

会
長
、
会
員
約
五
百
人
）
が
中
心
に

な

っ
て
昨
年
設
立
し
た
。
塩
専
売
法

で
公
社
以
外
に
は
塩
の
製
造
、
販
売

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
製
造
は

あ
く
ま
で

「
研

究

用
」
、
配
布

も

「
自
家
用
塩
」
と
い
う
名
目
で
昨
年

末
、
公
社
か
ら
特
別
許
可
を
取
得
、

製
造
配
布
に
踏
み
切

っ
た
。

同
会
が
伊
豆
大
島
に
設
置
し
た
設

備
は
れ
ん
が
を
積
み
上
げ
た
五
基
の

タ
ワ
ー
と
蚕
だ
な
状
の
パ
レ
ッ
ト
か

ら
な
る
。
タ
ワ
ー
に
海
水
を
く
み
上

げ
濃
縮
液
を
作
り
、
そ
れ
を
パ
レ

ッ

ト
に
入
れ
て
天
日
で
乾
燥
さ
せ
れ
ば

自
然
塩
が
結
晶
す
る
タ
ワ
ー
式
製
造

装
置
だ
。
同
装
置
の
自
然
塩
製
造
能

力
は
年
間
二

・
八

ント
。
フ
ル
回
転
さ

せ
れ
ば
同
十
ナ
程
度
ま
で
生
産
で
き

る
。
同
会
が
生
産
し
た
自
然
塩
を
五

月
初
め
、
会
員
約
七
百
人
に
配
布
し

た
と
こ
ろ
、
つ
け
物
、
味
付
け
な
ど

に
使

っ
た
家
庭
か
ら

「
公
社
製
の
塩

よ
り
味
わ
い
が
深
い
」
と
非
常
に
喜

ば
れ
た
と
い
う
。

天
然
塩
の
成
分
は
塩
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
が
八

一
％
前
後
。
九
九
％
以
上
と

い
う
高
純
度
の
公
社
塩
に
対
し
、
塩

化

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
塩
化
カ
リ
ウ
ム

な
ど
の
不
純
物

（
ニ
ガ
リ
）
を
豊
富

に
含
ん
で
い
る
。

「
自
然
塩
は

ニ
ガ

リ
、
有
機
物
を
合
み
、
人
体
に
と

っ

て
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
が

非

常

に

よ
い
。
も
と
も
と
ソ
ー
タ
エ
業
用
に

開
発
さ
れ
た
化
学
製
法
で
精
製
し
過

ぎ
た
公
社
塩
は
安
全
性
に
き
わ
め
て

問
題
が
多
い
。
公
社
が
自
然
塩
の
製

日本食用塩研究会

造
を
廃
上
し
て
し
ま

っ
た
以
上
、
わ

れ
わ
れ
は
自
前
で
製
造
す
る
こ
と
に

し
た
」

（愛
原
有
鏡
事
務
局
長
）
と

い
う
わ
け
だ
。
ま
だ
ま
だ
、
コ
ス
ト

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
点
は
多
い
が
、
食
品
の
安
全
性
を

問
題
に
す
る
消
費
者
運
動
の
原
点
と

し
て
今
後
も
自
然
塩
復
活
運
動
を
拡

大
強
化
し
て
い
く
考
え
だ
。

汚
染
海
水
は
危
険

日
本
専
売
公
社
の
話
＝
公
社
の
化

学
製
塩
に
何
ら
問
題
は
な
い
。
イ
オ

ン
交
換
膜
は
厚
生
省
が
認
可
し
た
食

品
添
加
物
で
安
全
だ
。
高
純
度
が
い

け
な
い
と
言
う
が
、
廃
水
で
汚
染
さ

れ
た
海
水
で
製
造
す
る
自
然
塩
の
方

が
よ
り
危
険
と
も
い
え
る
。

マスコミ記事というのは、細かい

ことになるとかなりいいかげんなも

のが多い。これもその一つ。会員配

布はまだ合法化されてはぃない。

「公社の話」もマチガイだらけ。

日経流通新聞%)にスッパ抜き記事
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生 存 へ の 行 進

い
っ
し
ょ
に
行
進
を
歩

い
た
清
美
さ
ん
く

そ
の
玄
米

っ
子
た
ち
、
元
Ｍ
Ｉ
生
の
マ
リ
ー

さ
ん
や
、
鹿
児
島
の
た
く
さ
ん
の
仲
間
た
ち

に
送
ら
れ
て
、
船
は
真

っ
青
な
海
を
突
き
進

み
、
３
月
２３
日
、
い
よ
い
よ
目
ざ
す
那
覇
港

に
着

い
た
。

出
迎
え
て
下
さ

っ
た
沖
縄
陰
陽
研
究
会
の

皆
さ
ん
、
行
進
団
の
旧
友
た
ち
と
共
に
、
那

覇
の
国
際
通
り
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
か
ら
青
年
会
館
で
モ
チ
つ
き
。
沖
縄
第

一
日
目
の
夜
は
、
陰
陽
会
の
皆
さ
ん
心
づ
く

し
の
お
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、
自
己
紹
介
し

あ

い
、
に
ぎ
や
か
な
歓
迎
会
だ

っ
た
。

翌
日
、
行
進
団
は
、
那
覇
市
を
出
発
し
て

南
部

へ
。
す
さ
ま
じ
か

っ
た
沖
縄
戦
の
戦
跡

を
ま
わ
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
慰
霊
碑
に
御

焼
香
し
た
。
三
十
五
年
ほ
ど
前
に
、
そ
の
場

で
起
こ
っ
た
事
が
、
よ
み
が
え

っ
て
く
る
よ

う
な
思

い
に
打
た
れ
た
。
こ
の
小
さ
な
島
で
、

な
ん
と
、
二
十
四
万
人
も
の
兵
士
と
住
民
が

亡
く
な

っ
た
の
だ
。

こ
こ
は
焼
±
。
爆
弾
の
雨
に
さ
ら
さ
れ
、

若
人
た
ち
は
自
決
し
、
老
人
や
子
供
た
ち
は

追

い
ま
く
ら
れ
、
殺
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
。

私
が
今
、
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
死
の
上
に
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と

感
じ
た
時
に
、
た
だ

「あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
し
か
出
て
こ
な
か

っ

たた
。私
は
、
そ
う
し
て
生
か
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

本
当
に
生
き
切

っ
て
い
な
か

っ
た
、
こ
の
自

分
を
、
死
者
の
前
に
恥
じ
た
。

「
よ
し

っ
／

も

っ
と
生
き
る
ぞ
／
」
と
…
…
。

美
し
い
沖
縄
の
海
。
○
○
ビ
ー
チ
。

驚

い
た
こ
と
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
、
ビ
ー

チ
と
呼
ば
れ
る
海
岸
は
、
綱
が
張

っ
て
ぁ

っ

て
、
有
料
に
な

っ
て
い
る
。
大
地
に
サ
ク
を

し
、
海
を
か
こ
い
、
金
を
取
る
。
自
然
は
、

人
間
に
全
て
を
与
え
、
何
も
、
そ
の
代
償
を

求
め
は
し
な
い
の
に
、
な
ん
と
人
間
と
は
、

図
太
く
、
ナ
ン
セ
ン
ス
で
、
恩
知
ら
ず
で
あ

る
こ
と
か
／

そ
の
う
え
、
こ
の
鉄
条
網
、
基
地
群
、
大

砲
の
山
、
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
…
…
。
基
地
の

中
に
沖
縄
が
あ
る
、
と
は
、
よ
く
言

っ
た
も

の
だ
。
基
地
を
な
く
そ
う
／

３
月
３０
日
、
私
た
ち
は
、
那
覇
市
民
会
館

で

『生
存
へ
の
行
進
』
日
本
縦
断
記
念
集
会

を
催
し
た
。

神
楽
太
鼓
、
洗
剤
追
放
の
映
画
、
沖
縄
の

方
々
な
ど
の
あ
い
さ
つ
、
行
進
団

一
人

一
人

の
報
告
と
感
想
…
…
。
い
つ
も
冗
談
を
言
い

な
が
ら
歩
い
て
き
た
仲
間
た
ち
。
そ
の
言
葉

の
確
か
な
響
き
と
情
熱
と
懺
悔
、
そ
の
真
剣

さ
／
　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
き
て
い
る
ヒ
ビ

キ
だ

。
′
　

「沖
縄
の
空
も
海
も
、
青
く
澄
ん

で
い
て
、
自
然
は
、
と
て
も
き
れ
い
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
自
然
は
、
自
然
で
あ
る

か
ぎ
り
、
ど
こ
で
あ

っ
て
も
、
と
て
も
き
れ
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い
だ
と
思
う
ん
で
す
。
た
と
え
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
突
き
破

っ
て
出
て
く
る

一
本
の
草
で

も
、
そ
れ
は
、
と
て
も
き
れ
い
だ
と
思
う
ん

で
す
。

し
か
し
今
、
そ
の
自
然
が
殺
さ
れ
よ
う
と

し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
、
自
分
が
愛
す

る
も
の
が
殺
さ
れ
よ
う
と
す
る
の
を
、
指
を

く
わ
え
て
見
て
い
る
よ
う
な
人
間
に
だ
け
は
、

な
り
た
く
な

い
と
思

い
ま
す
。
ウ」
れ
か
ら
も
、

自
然
に
生
か
さ
れ
て
生
き
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
…
…
」

今
日
の
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
、
い
っ

た
い
何
人
の
人
が
歩
き
、
何
十
人
、何
百
人
、

何
千
人
と
い
う
人
々
が
、
こ
の
行
進
を
支
え

て
下
さ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
の
人

■
７
月
１９
日
（土
）
３
～
９
時
　
日
本
列
島
縦
断
記
念
集
会

（小
金
井
公
会
堂
、
武
蔵
小
金
井
駅
下
車
）

人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
た
。
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
場
は
、　
一
つ
の
輪
に
な
り
、
肩
を
組
み
、

共
に
う
た

っ
た
。
心
か
ら
の
叫
び
で
あ
り
、

感
激
で
あ

っ
た
。

行
進
は
、
再
び
北
部
を
目
ざ
し
て
進
ん
だ
。

沖
縄
の
人
々
か
ら
、

「自
分
た
ち
は
、
情
け

と
心
を
大
事
に
し
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
、

い
た
る
所
で
聞
い
た
。

「良

い
沖
縄
を

つ
く

ろ
う
」
と
、
本
当
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
考

え
て
い
た
。

婦
人
た
ち
は
、
喜
如
嘉
や
奥
間
で
の
講
演

や
ス
ラ
イ
ド
上
映
に
、
す
ぐ
さ
ま
行
動
を
始

め
た
。

″魂
の
健
康
″
と
は
、
こ
の
こ
と
だ
。

「
よ

い
こ
と
は
、
す
ぐ
実
行
し
よ
う
」
と
…
…
。

こ
れ
が
、
健
康
な
人
間
の
考
え
方
だ
。

私
た
ち
は
、
今
、
未
曽
有
の
危
機
的
時
代

に
立
ち
至

っ
て
い
る
が
、
私
が
知

っ
た
の
は

そ
の
危
機
を
救
う
の
は
、　
″魂
の
健
康
さ
″

の
力
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

人
々
は
、
喜
ん
で
手
を

つ
な
ぎ
、
良

い
日

本
を

つ
く
る
た
め
に
、
良

い
世
界
を

つ
く
る

た
め
に
、
広
い
、
大
き
な
、
豊
か
な
心
を
持

っ
て
前
進
す
る
時
が
来
て
い
る
。

さ
あ
、
進
も
う
ノ
　
兄
弟
た
ち
／
　
生
命

へ
の
旅
を
続
け
よ
う
／

■
連
絡
／
硼
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
５
の
４

の
１７
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
　
ａ
冒
量
圭
一テ
杏
全

コ

美 術 印 刷 一般
製 造

販 売

寝 樹 社
Fケ 山 量 尉 知

草 橋 4丁 目 :6番 8号 〒 111
,表 1627～ 9番

-41-



ギ

十 ~… 臀 十 ~静 十 十 一                       … …
書 ― … … … …

仲

碑

ψlもお●こ
・
箕T‐r潔 ,ヽ選曇l

セイタン
T植【T,Ii

丸島 醤油株 式 会社

断●道

〒761■4 香川県小豆島内海田∫ ●08798・ 2・ 2101

本部 〒188東京都府中市分梅1-30-1 8(0423)68-1932……総合間い合せ

Fガ スクール●ひばリケ丘(西武池袋線)● 三鷹(井の頭制

ゴ

●ヨガ研修生 募集中 .′

量 裔玄
米
を
お
い
し
く

し
い
世
界
ヘ

食
の
よ
る
こ
び
υ

炊
膠
め
ざ
る

天
味
釜

;統元天味釜本舗
〒150東 京都渋谷区桜丘口14番 24:;

●(03)463293646137“

特 長
● いつまでも使える

南部鉄製です●アル

ファー化を持続 して

おい しく炊けます●

アル ミ製 とちがつて

健 康 安全 です●昔 な

が らの木の フタで炊

きあ が りの味 わいは

格 別 です●鉄分補給

の は た らきで貧血予

防 に役 だちます●単

純構 造 で故障 があ り

ません●煮 もの 炊
きもの 蒸 しもの、
夕少め もの   な ん に

でもイ吏えます●ガス

火 で使 えます。火 事

わ りはムラな くム ダ

な く経済的 です●新

工 夫した落 としブタ式

でふきこぼれしません。

定価
(小 ) 13 01Xl円

1合 か ら3合炊 (540cc)

巾 2“ m高 さ16Cm

重さ約2 7kg

(大 )一-15,OIXl円

1合 から7合炊 (1.260cc)

巾28Cm高 さ19 5Cm

重 さ約4 3kg

豪送十+は 全FIlttl l豪 3～ 5い]の 分割 払 も可

豪おriに ない ときは現

'書
留 ざ直模 お申 し込 み 卜さヽ

-42-



ニユ

枝
豆
入
玄
米
ご
飯

旦
（　
　
汁

滝
川
豆
腐

コ
ー
フ
ー
山
か
け

う
ぐ

い
す
豆
腐

卯
の
花
宝
袋

き
ゅ
う
り
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
白
和
え

大
根
の
浅
漬
け

七
月
は
暑
い
の
で
、豆
腐
、
豆
を
用
い
て
、

す
こ
し
陰
性
な
料
理
を
作

っ
て
み
ま
し
た
。

病
気
の
方
は
、
召
し
上
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
健
康
な
人
で
も
、
量
や
回
数
を

過
ご
さ
な
い
よ
う
に
頂
く
の
が
よ
い
で
し
ょ

ｎ̈ノ
。い

か
に
暑
さ
が
厳
し
い
と
い
っ
て
も
、
水

分
を
多
く
と
る
と
、
や
は
り
、
血
液
が
う
す

く
な
る
の
で
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ガ
ブ
ガ
ブ

と
飲
ま
ず
に
、
少
し
ず
つ
口
に
含
ん
で
飲
む

よ
う
に
す
れ
ば
、
少
し
で
す
み
ま
す
。

番
茶
に
炒
り
麦
を
半
分
く
ら
い
入
れ
、
１０

分
く
ら
い
煮
立
て
、
こ
し
て
冷
や
し
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
水
を

一
度
わ
か
し
て
冷

や
し
、
梅
酢
を
小
さ
じ
半
分
く
ら
い
入
れ
て

用
い
て
く
だ
さ
い
。
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÷
枝
豆
入
り
玄
米
ご
飯

÷
呉
　
汁

●
材
料

（５
人
前
）
＝
玄
米

（カ
ッ
プ
３
）、

枝
豆

（む
い
た
も
の
、
カ
ッ
プ
〓
）
、
塩

（小

さ
じ
÷
）
、水

（カ

ッ
プ
３
〓
）
、
出
し
昆
布

（１０

セ
ン
チ
）

①
枝
豆
は
塩
湯
で
色
よ
く
ゆ
で
、実
を
出
し
、

塩
を
少
々
ふ
る
。

②
玄
米
を
圧
力
鍋
で
ふ

っ
く
ら
と
炊
き
、
①

を
ま
ぜ
る
。

●
材
料
＝
大
豆

（カ
ッ
プ
ー
）
、厚
揚
げ

（１

枚
）
、巻
ゆ
ば

（小
、
５
個
）
、ネ
ギ

（２
本
）

①
大
豆
は
前
夜
か
ら
、
水
カ
ッ
プ
３
に
つ
け

て
お
き
、
翌
朝
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
細
か

く
す
る
。

（指
で
さ
わ
っ
て
ザ
ラ
ザ
ラ
す
る

よ
う
な
ら
、
す
り
鉢
で
よ
く
す
る
。）

②
厚
揚
げ
は
熱
湯
で
油
抜
き
し
、
２
セ
ン
チ

の
サ
イ
の
目
切
り
に
す
る
。
ネ
ギ
は
、
１
セ

ン
チ
の
小
口
切
り
。

③
鍋
に
油
小
さ
じ
１
を
入
れ
て
熱
し
、
ネ
ギ

の
青

い
方
か
ら
炒
め
、色
が
さ
え
て
き
た
ら
、

白

い
部
分
を
入
れ
て
炒
め
る
。
厚
揚
げ
を
入

れ
、
水
カ

ッ
プ
５
を
そ
そ
ぎ
、
出
し
昆
布
を

入
れ
る
。
①
を
半
分
加
え
て
煮
立
て
、
と
ろ

火
に
し
て
煮
込
む
。
よ
く
煮
え
た
ら
、
塩
小

さ
じ
÷
、
醤
油
大
さ

じ
２
～
３
で
味
を
つ

け
る
。

÷
滝
川
豆
腐

●
材
料
＝
豆
腐

（１
＋
丁
）
、寒
天

（２
本
）
、

塩

（小
さ
じ
÷
）
、夏
み
か
ん
の
汁

（大
さ
じ

１
）
、
替
油

（大
さ
じ
２
＋
）、出
し
汁

（大
さ

じ
１
×
生
姜
の
お
ろ
し
汁

（少
々
）

．一一「一一一一一一̈一一一一一̈一一一一一一一
一・一一一一一一一̈一一一一一一一一一一一一一一一̈一一一．一一一一一一一一一一一一．一一．一一一一一一一一一一一・三

滝川豆腐
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①
寒
天
は
、
水
で
洗

っ
て
よ
く
し
ば
る
。
水

カ
ッ
プ
４
を
入
れ
、
１０
分
く
ら
い
つ
け
、
そ

の
ま
ま
火
に
か
け
、
と
ろ
火
で
よ
く
煮
と
か

す
。
②
豆
腐
は
、
よ
く
水
を
き
り
、裏
ご
し
す
る
。

寒
天
の
中
に
入
れ
、
少
々
煮
つ
め
、
塩
を
加

え
る
。

③
流
し
箱
を
水
で
し
め
し
、②
を
流
し
込
み
、

冷
や
し
て
か
た
め
る
。

④
③
を
天
つ
き
に
合
わ
せ
た
大
き
さ
に
切
り
、

つ
き
な
が
ら
器
に
形
よ
く
盛
る
。
グ
リ
ン
ピ

―
ス
、花
形
人
参
を
飾
る
。
夏
み
か
ん
の
汁
、

醤
油
、
出
し
汁
、
生
姜
の
お
ろ
し
汁
を
ま
ぜ

合
わ
せ
て
添
え
る
。

÷
コ
ー
フ
ー
山
か
け

●
材
料
＝
コ
ー
フ
ー

（７０
グ
ラ
ム
）
、大
和
芋

（大
、
１
本
）
、人
参
↑
，
本
Ｘ
ネ
ギ

（少
々
）
、

醤
油
、
出
し
汁
、
生
姜
お
ろ
し

（少
々
）

①
コ
ー
フ
ー
は
、
１
セ
ン
チ
の
サ
イ
の
目
切

り
に
し
、
出
し
汁
カ
ッ
プ
ー
と
醤
油
小
さ
じ

÷
で
よ
く
煮
る
。

②
人
参
は
、
コ
ー
フ
ー
と
同
じ
に
切
る
。
塩

少
々
を
ふ
り
、
空
炒

り
し
て
か
ら
、
水
大
さ

じ
２
で
む
し
煮
に
す
る
。
ネ
ギ
は
、
小
日
う

す
切
り
に
し
て
、
水
に
さ
ら
す
。

③
大
和
芋
は
、
三
分
の

一
を
２
セ
ン
チ
の
賽

の
目
切
り
に
す
る
。
三
分
の
二
は
、
お
ろ
し

金
で
お
ろ
す
。

④
器
に
醤
油
小
さ
じ
２
を
入
れ
、
そ
の
上
に
、

コ
ー
フ
ー
、
大
和
芋
の
サ
イ
の
目
切
り
、
人

参
を
入
れ
、
大
和
芋
の
お
ろ
し
た
も
の
を
か

け
る
。
さ
ら
し
ネ
ギ
、
生
姜
お
ろ
し
を
天
盛

り
に
す
る
。

÷
う
ぐ
い
す
豆
腐

●
材
料
＝
枝
豆
（む
い
た
も
の
、
カ
ッ
プ
ー
）
、

本
葛

（カ
ッ
プ
ー
Ｘ
醤
油
、
生
姜
お
ろ
し

①
枝
豆
は
、
ゆ
で
て
実
を
は
ず
し
、
す
り
鉢

で
、
な
め
ら
か
に
な
る
ま
で
よ
く
す
る
。

②
本
葛
は
、
出
し
汁
カ
ッ
プ
５
で
と
き
、
火

に
か
け
て
、
よ
く
か
き
ま
ぜ
な
が
ら
、
糸
を

ひ
く
よ
う
に
な
る
ま
で
煮
る
。

③
①
に
②
を
少
量
入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
、
②
に

加
え
、
さ
ら
に
よ
く
ま
ぜ
、
ぶ
つ
ぶ
つ
煮
立

て
る
。

④
流
し
箱
を
水
で
し
め
し
、
③
を
流
し
入
れ

うぐぃす壺嵐:灯

卯の花宝袋
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て
冷
や
し
、
か
た
め
、
適
宜
に
切
る
。

⑤
醤
油
と
出
し
汁
を
同
量
ず

つ
合
わ
せ
、
大

さ
じ
÷
く
ら
い
器
に
入
れ
る
。
そ
の
上
に
④

を
置
き
、生
姜
お
ろ
し
を
天
盛
り
に
す
る
。

÷
卵
の
花
宝
袋

●
材
料
＝
油
揚
げ

（３
枚
）
、卯
の
花

（翻
グ

ラ
ム
）
、
人
参

（÷
本
）
、ネ
ギ

（２
本
）
、
か
ん

ぴ
ょ
う

（少
々
）
、
キ
ク
ラ
ゲ

（３
グ
ラ
ム
）
、

塩

（少
々
）
、醤
油

（大
さ
じ
３
）

①
呉
汁
カ
ッ
プ
３
を
よ
く
煮
て
、布
で
こ
し
、

よ
く
し
ば

っ
て
、
卯
の
花
を
作
る
。
油
大
さ

じ
１
で
炒
め
る
。

②
人
参
は
、
細
切
り
に
し
、
１
セ
ン
チ
く
ら

い
の
長
さ
に
切
る
。
ネ
ギ
は
、
５
ミ
リ
厚
さ

の
小
口
切
り
。
か
ん
び
ょ
う
は
塩
も
み
し
て

お
く
。

③
キ
ク
ラ
ゲ
は
、
水
で
も
ど
し
、
細
切
り
に

す
る
。
油
小
さ
じ
２
で
、
ネ
ギ
と
い
っ
し
ょ

に
よ
く
炒
め
る
。
人
参
を
加
え
、
出
し
汁
大

さ
じ
３
を
入
れ
、
よ
く
煮
る
。
塩
、
醤
油
で

少
し
こ
い
め
に
味
を
つ
け
、
①
を
加
え
て
炒

り
上
げ
る
。

④
油
揚
げ
を
横
２
つ
に
切
り
、
中
を
さ
き
、

油
抜
き
を
し
て
、
裏
返
す
。
③
を
半
分
く
ら

い
ま
で
つ
め
、
か
ん
ぴ
ょ
う
で
結
ぶ
。
う
す

味
を
つ
け
た
出
し
汁
で
、
２０
分
く
ら
い
煮
込

い０
。

〓
き

ゅ
う
り
と

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
自
和
え

●
材
料
＝
き
ゅ
う
り

（２
本
）
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

（÷
枚
）
、豆
腐

（１
丁
）
、醤
油
、
塩

①
き
ゅ
う
り
は
、
た
て
に
包
丁
を
入
れ
、
小

日
か
ら
う
す
切
り
に
し
て
、塩
少
々
を
ふ
る
。

②
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
、
塩
も
み
し
て
ゆ
で
、
細

切
り
に
す
る
。
油
大
さ
じ
÷
で
炒
め
、
醤
油

小
さ
じ
２
で
味
を
つ
け
る
。

③
豆
腐
は
、
水
切
り
し
、
す
り
鉢
で
よ
く
す

る
。
出
し
汁
大
さ
じ
３
を
加
え
、
よ
く
ま
ぜ
、

塩
小
さ
じ
＋
、
醤
油
大
さ
じ
２
で
味
を
つ
け

スυ
。
④
①
を
よ
く
し
ば
り
、
②
と
ま
ぜ
、
③
で
和

え
る
。
味
を
と
と
の
え
て
、
器
に
盛
り
、
グ

リ
ン
ピ
ー
ス
を
飾
る
。

■
大
根
の
浅
漬
け

●
材
料
＝
大
根

（＋
本
）
、人
参

（小
、
１
本
）
、

き
ゅ
う
り

（１
本
）
、
塩

（大
さ
じ
１
）

①
大
根
は
、
１
セ
ン
チ
の
角
形
に
切
り
、
小

口
う
す
切
り
に
す
る
。
き
ゅ
う
り
、
人
参
も

同
じ
に
切
る
。

②
大
根
に
塩
を
ふ
り
、
よ
く
ま
ぜ
て
も
み
、

人
参
、
き
ゅ
う
り
を
加
え
て
ま
ぜ
る
。
漬
け

物
器
に
入
れ
て
お
す
。
青
ジ
ツ
の
葉
を
２
、

３
枚
細
か
く
切

っ
て
入
れ
る
と
、
香
り
よ
く

出
来
上
が
り
ま
す
。

※
料
理
は
、涼
し
げ
に
盛
り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

呉
汁
は
、
み
そ
味
に
し
て
も
お
い
し
く
な
り

ま
す
。
酒
粕
が
あ
れ
ば
、
少
々
入
れ
る
と
風

味
よ
く
で
き
、
お
い
し
く
頂
け
ま
す
。

食
養
料
理
で
は
、
砂
糖
や
み
り
ん
を
用
い

ま
せ
ん
の
で
、
自
然
の
甘
味
を
上
手
に
ひ
き

出
す
よ
う
、
塩
加
減
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
塩
は
入
れ
す
ぎ
ず
、
少
な

か
ら
ず
と
い
う
こ
と
を
心
し
て
、
お
料
理
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

春
日
の
局
の
言

っ
た
、
″う
ま
い
も
、
ま
ず

い
も
塩
加
減
″
と
い
う
言
葉
を
よ
く
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

久里浜キャンプ

日時  8‖ 15日 (Il)午 後 18=～ 17
日(11)正午解散 場所  「舷海庵J
描須賀dirr北 2058の 8 804684
96356 交通 京浜急行 久里浜
り(前  バス 2番共済病院行 東下
彗12分  内容と講師  大森一慾
らくらく食養道―楽 しく愉快 に食

養を続けるために。愛の学校Part
H― オンナの道、オ トコの道。惣
菜料理の実際。人生健康相談。〕

藤大季 自給農業座談会― なぜ、
どのようにして農業をするか。 T

夫人 食養一家の体験談、網膜色
素変成を治 して、GOの思い出話 .
海水浴、盆踊 り、キ、ンフフ「 イ

ヤー.0大 人 2万円、子供 1万
5千円 (小学生まで)憫   グ
リーンクラブ カ‖藤 8042784
3163 中込先 現金 _■留にて 千
代lH区東神El l-9-6 ロート
クラブ 盛谷奈川1 8866103)

(6月 号38ヘー シ参‖

“

)

桜沢 里真   50,lX10円
渡辺 哲男   511,∞ 0円 (敬称略)
橋本 政憲   10.000円
第 1次 、11万 円 を送 りました.こ
l.l力 お願い しま |.

一一一一
一．．一一「
一一工
．一一一一一一一・

一・一・・一一一・・・一一・一一一一

き
ゅ
う
り
と

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
自
覆
．産
一垂
≒
〓
■

各 地 の 行 事

トン・夕・ハンさんへ寄付
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味園 こ900那覇市泉崎1-}11琉球新報社向 8098866・ 5366
*9～19 *①祝 *自 然食品、玄米レストラン、陽報 泉崎
り占

沖縄陰陽研究会  0902 那軍月lfな公l112-23_4  」  988 68・ 6578  *

勉強会 (第 4土曜 )、 座談会 (第 2金曜 )
正食の店 万然 0902那 覇市寄宮156 」Э988・ 54・ 0296 *11
～20 *①  *食養相談、書籍販売、純正食品、リマ化粧計1

〈新 入 会〉
岸和田自然食品センター Ⅲ596大阪府岸和 HI嗜 j南町12-1 807
2433・ 2666*9:30～ 18:30 *①祝 *配達あり
蔵風 ●659兵庫県声ピ市船戸田15番街 8079731.4141 *10
:00ヽ 18:00 *①  *食 と生活研究会 (毎月)
田辺自然食センター ,646れ 1歌山県田辺市下Li敷日]90-84 8
0739・ 227731 *10:00～ 18:00 *①  *配達あり

G翻味穂臨脚夕_
(雑穀普及会 )

☆無農薬野菜、農産物、海産物、雑穀、加工

品、食養相談、健康相談、美容相談、料理講習

宮古営業所 0027岩 手県宮古市大通3-4-25 a)1936363
10 *10～ 18 *①  *岩 子の自然農・海産物、雑穀、加
工品の卸、小売、日本CI協会宮古支部
練馬営業所 0176東 京都練馬区栄日」20 江古田栄田I本通商
店街 コЭ3・ 948・ 5701 *10～ 20 *①
多摩営業所 019203 東京都八王子市 ド柚木180180426・ 7
6・ 1258 *8～ 20 *①
立川営業所 じ190東京都立川市柏町4-5-14 8“ 25・ 37・ 30
51 *9半～19半  *無
☆隣接区城配達、地方発送承ります。

桜沢如一著 コピー版の発行 / (ご く少部数)

●夢と詩 と情熱の世界 (Pu経済原論)
目次/シ ュリーマンの一生、神と富、世界黄金

王朝の君臨、:赤 ゴムJか ら 1白 ゴムJへ、 弱肉

強食の経済学、食生活の濫費の一例 …etc

●ウナギの無双原理

ウナギのばり立身出世法の秘訣はこれ

●うさぎのビピ

3500円   ウサギのビピから発見したもの
〒 160円

●我が生命線爆破さる

超非常時、正食者に与うる重大

800円   警告            T

〒 120円  ●砂糖の毒と肉食の害 品切れです。

800F3

〒 120円

800F9

120円

大森 英 桜 先生

PU正食医学食養療法講習会
PU・食養・料理教室

いつでも個人指導が受けられる

◎疾患別食養療法講座

◎体質と疾患を見分けるPU体型学

◎病気の原因とコンペーセーションの法則

◎体質、疾患別主食、副食摂取法

◎体質、疾患別食養料理法

(実習を含む)

◎無形の食物の意義とその摂取法

◎手当法の実習

◎身心強化 PU生活法

毎月中旬の土曜と日1在の二日間定期開講

詳細は電話でお問合せください。

大森 英桜 先生 特 別個 人指 導

別室で大森先生から1対 1で懇切な指導が受けら
れます。日時は上記講習会当日の午前11時 までと

午後6時から。申込は毎月10日 まで電話で受付。

玄 米 食 養 実 修 道 場

◎いつでも入所できる。◎期間は1泊 2日 。

は2泊 3日 。このわずかな日時で却病造健、

強化、開運自在のPU食養法の要訣秘儀と、
甦体の秘法、瞬間活法を会得せしめる。

詳細は電話で問合せください。

た

身

気

ま

心

合

詳細は電話で問合せ下さい。案内書進呈。

輝く将来…指導者育成

男女内弟子募集
研心館本部 PU正食学園
大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29(〒 545)電話06・ 691・ 1590
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く大 阪>―
ヘルスマートムソー 0秘0大阪市東区大手通25-1 lm6・ 945・ 0
511 *9～ 19 *①
世界正食協会 0540大 阪市東区大手通2-卜 l a16・ 941・ 7506
*9～ 18 *① *料理教室 (毎火・木曜日)定例会 (第 1日
1露 )

ムソー食品谷町店 0543大阪市天王寺区谷FT9 28 806・ 771・ 7
545 *1い 18半  *①
ナチュラ川脚 0547大阪市平野区喜連東1-2-10 806・ 709・ 11
63、 1183 *9～17 *o半休① *純正食品、製造、卸、小
売
研心館本部食養道場 Or。45大阪市阿倍野区西田辺田T2-2-29 8
06・ 691・ 1590 *9～ 21 *無  *無双原理研修、食養道場、
気の研究会、心身統一合気道
堀江自然食品店 0550大阪市西区南堀江2-5(九新ビルA102
号)306・ 538・ 2225 *1い18 *◎ *食品、リマ化粧品、
書籍、器具

ヤマト自然 0559大阪市住之江区粉浜1-21-5 8“・673・ 6473
*10～19 *①祝 *自 然食品販売、食養指導、玄米

試食会

自然食福園 530大 阪市北区梅田1-← 15 ●
“

・341・ 7798

*売店 9～20、 食堂11～ 19半  *①祝  *自 然食レストラン、
自然食品販売

吉川商店 0561豊 中市小曽根1-卜23 8“・334・ 0088 *7半
～19 *2・ 4①  *料理、健康講習会 (月 2回 )松岡四郎先生
ほか

いはらはら刀根山薬局 c660豊中市刀根山4-351 806・ 8y.2
541 *8～22 *元旦を除き年中無休 *代表取締役上西義
直

自然食品の店
｀
とんまミ0583羽 曳野市古市1-■ 20(ス ーパート

リオト前)80729・ 560166 10半～20 *o *健康講座月 1
回ヨーガ指導 (毎水・ホ曜)、 お好み焼
堺自然食品センター「康口」05∞ 堺市竜神橋口Tl-2-6(南 海本線
駅前)●0722・ 32 ・3357 *8～ 20 *① *料理教室、健康
相談、漢方薬局、振替 大n304407
山本祥園 (ソ フィー)OW3枚 方市高田2-2-2 Pu学園 80720
・53・ 22∞  *福園、水 。金曜。健康相談、マクロピオティンク
料理教室、PU勉強会、出張講師、食品、GO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 0572寝屋川市三井ケ丘4-13
80720・ 22・ 4555 *9～ 19 *関西一円に宅配 (無料)整体指
圧と正食料理教室

く兵 庫〉
神戸ヘルスフーズ 0“8神戸市東灘区住吉町室の内237井上ビ
ル (国鉄住吉駅北llXlm)8078・ 822・ 26∞ *10～ 19 *⑥  *
食養相談、毎月第2土曜美容相談

く山 田〉
山口自然食品センター 弓之町店 0700岡山市弓之町1320 8
0862・ 25・ 8722 三門店 岡山市三門西町1-8 80862・ 53・ 7710
*)00～ 1)30 *①
求道会道場 070937岡 山県久米郡中央町大併和西1499(繁 田湾
徳)●
“

686・ 8・ 073Cl*9～ 21*無  十七号食実修道場、求道
一
ミ
永遠の幸福を求めて、自然農法、陰陽五行、PU村建設

ビバ健康ハウス本部 0733広島市榎FT2-23 80822・ 93・ 8321(代 )

*9～ 19, *東洋医学研究会 (毎月第3日 曜  ヽ自然食料理教
室(毎月第3木 曜)、 毎年夏休みに入って最初の金・土・日曜(2
泊3日 )健康合宿
皆実Ci 0734広 島市皆実「T●1-12 80822・ 55・ 2846 *平 賀
佐和子、毎月第4土曜、例会 (料理講習、PU勉強会)
明治製粉0 0726広島県府中市中い 36*4,|1清  *め ん類製
造

人間医学社府中支局 悧腱鷹医学社広島総特約店 0726府中市下
辻町 80847・ 41・ 7668 *特に定めず *食品、ライスピネガ
ー、リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導

西日本自然食品センター 0722広 島県尾道市新浜1-←21国道 2
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号線沿 *0848・ 22・5577 *9～ 6 *①祝 *自然食品販売
普及活動、PU研究会「自然食品会館」(純正食品マルシマ)
岩国自然食品センター 0740山 口県岩国市今津町1-卜9 808
27・ 21・ 5975 ホ9～18 *①祝 *正食研究会 (月 1回 )
ビオチーム健康社 0740山口県岩国市車町2-7-21 80827・ 21
・2049 *ビォチーム健康清涼飲料卸、電子治療器販売リース
健康食品、健康食養相談
鶴島食品 0747山 口県防府市南松崎「15480835・ 22・ 0347 *
例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無料配布)にて催し
ものを予告tま す。
山口健康生活センター 0753山 国市大市FT2-28∝ 392・ 3・ 1842
*lKl-18 *①  *健康教室、料理教室 (出張に応ず)西日本
健康自然食品協会

く四 国〉―
―
――――――――

―

アズマヤ 0760香 川県高松市紺屋町卜6●087821・ 7665 *
9^‐21

愛媛純正食品センター 0790愛媛県松山市湯渡町1)228∞ 99
・43・ 6464(松山東高東3∞m)*8～ 20 *4①  *菅本フジ
子、健康相談、料理講習 (毎火曜)東洋医学会 (第 3日 曜)

く福岡・大分・長0-― ――一一 一
八幡自然食品センター 9805福岡県北九州市八幡西区八千代町
)22 8093・ 621・ 4184 *9半～18 *1・ 3① *料理講習
(月 1回 )健康相談 (月 1～ 2回)勉強会 (月 1回 )
上原商店 0837福 岡県大牟田市字平野山180卜450(平野山病院
前)●∞445・ 5・ 8721 *9半～18半 *①  *健康指導
未来を考える会・販売部 087卜 02大分県宇佐市南敷田250本 多
公子方 809783・ 2・ 0808 *特 に定めず *正食料理教室、自
然農法研究会、健康・美容相談

0徳陽書店 08711n 大分市田尻45}580975・ 42・ 1215 *10
:lXE20:KXl *①祝 *書籍販売、健康食品販売、松山医院長
による健康相談及び正食指導

般若日本自然療能研究所 0857長 崎県佐世保市京坪口T76809
56・ 25・ 0369

く熊本・鹿児島〉
***十粧 (じ っしょう)ナチュラル下通店 」 ∞ 食資本市下通
1-4-8 8∞63・ 54・ 9161 *10～ 19 *第 1第 3③  *福山敬救、
体質別食養相談、オリープ自然美容法相談 *1・ 3①
十粧ナチュラル子飼店 ぴ ∞ 熊本市東子飼Fr3-58∞ 63・ 43・ 40
43 *無  *福山聖乃、体質別食養相談、オリープ自然美容法
自然食品の店とどろき 0“ 1-05熊本県山鹿市鍋田134809684
・3・6021 *③祝 *配達可、体質別食養相談、料理講習会、
毎月 1回熊本健康友の会主催運動手技講座 (講師 森孝先生)

自然食センター松本 0861-■熊本県菊池郡西合志町大字御代志
2049  809624・ 2・ 1719  *9～ 18  *1瞑

黒田栄子 0867熊本県水俣市古賀町1-2-1809666・ 3・0108
*9半～17半  *純正食品販売、食事・健康相談、美容相談
あさひ健康自然食品センター 089,18鹿 児島県薩摩郡宮之城町
舟木4456(屋地駅前)*健康自然食品販売、手塚機久郎 (自 )
3・ 0704

薬島天然村 (仮称)089143鹿 児島県屋久町船行1057-20 8
09974■-2360 *山 県信之 *図書室建設中。吉本、古レコー
ド、テープ、楽器など寄付求む

く沖 0
自然食品センター隔報 (よ うほ

80988・ 61・ 7195  *9‐ 19
室、書籍販売、純正食品、リ

う)091Xl那覇市久茂PL3■-5

幸① *食養相談、正食料理教
マ化粧品卸・小売



/~

5247 *9～ 19 *①  *食贅相談、整体指圧治療 (予約
枷1)・ 料理講習
いそうけん健康食品センター 0121足立区東伊興田T3)22803
・853・ 1724 *9～ 19半  *①  *月 一回料理教室、食養相談
友永ヨガ健康教室 0167杉並区荻窪卜2卜 1山岸ビル 803・ 393
・5481 *9～ 20 *①祝 *友永淳子、ヨガ教室、健康教室
講習会など

かいがらや 0165中野区若宮1-24-10 803.337・ 2241 *10:3
0～ 18:30 *① *自 然食品・無農薬野菜・リマ化粧醍:販売、
配達、地方発送
く東京都下〉 ――――――――――――――――――一一――

自然食品センター。みずほ 0182調布市国領口T7-1-17 80424
・88・ 8540

いむさしの自然食品 0180武蔵野市中町1“47■Ю422・ 51・ 29
58 *Ю～19 *①  *代表取締役高岡敏行、正食品、本、野
菜、料理教室 (第 2・ 4土曜、B～ 16)
はじめ健康食品店 0180武蔵野市中町129-5 80422・ 54・ 7716
*8半～
" *無
 *食品全般、化粧品・洗剤、書籍

東京シード0支店 01844、金井市本田T65シ ャトー小金井1階
富

“

23・ 84・ 4600 *10～ 18 *① *食品。書籍・器具販売、
美容・健康相談
自然食品の店 和康 0184月、金井市本l131)13 80423・ 85・ 52
61 *10～ 18 *① 月 *自 然食品。書籍販売、健康相談、料
理教室、玄米試食会
ヤマト食養友の会 0192八王子市長沼田T2}16● m26・ 36・ 1233
*9～ 18 *料理教室、健康相談、講演、健康学園、医学講座、
食養全国大会、出版、機関誌 (ヤマト食養の道)

健康サロン 019)n 東京都西多摩郡羽村緑ケ丘2-1-2 ●
0425・ 55・ 2297 *9:lXX15:00 *①  *食品、洗剤、書籍、
化粧品、器具販売、健康相談、配達、配送承ります。
いなば酒店 010卜 01 東京都大島元町2-1-10 ●04992・ 2・ 1221
*8:00～ 20:00 *④
く神 奈 JD
自然食品センター弘明寺店=02“ 横浜市南区中島田14-81 ●∝
5・ 712・ 3339 *9半～19 *渋谷自然食品センター姉妹店
菊屋百貨店・健康自然食品センター 0244横浜市戸塚区戸塚町
44 8045・ 881・ 7636 *9半～19 *田中久夫、毎月 1回料理
教室・健康相談会、リマ、オリープマノン化粧品取扱
サンエイ相模自然食品 0228相模原市旭町9-16 80427・ 46・ 6
314、 45。 7401 ■9～20 *①  *毎月1回食品研究会
加藤大手 (ひろき)022)01 神奈川県津久井町三井735●0427
・84・ 3163 グリーンクラブ主宰、自給農法の研究
陰陽洞 0た9神奈川県逗子市逗子5-}28 80468・ 73・ 7137 *
lll-19 *①  *無農薬野菜、無添加豆腐、自然食品(リ マ化
粧品、食養相談、配達あり。
楽々堂 0あ0神奈川県小田原市堀ノ内 80465・ 36・ 6258 *
10～18 *①祝 *針、灸、指圧、自然食品の販売
ヘルスロー ド自然食センター (旧 ヤマト自然食センター) 0242
大和市中央6-3-22大和警察署ウラ 80462・ 62・ 0020 *9～ 19
*① (第 4日 曜営業)*自 然食品、健康食品、リマ化粧品、オ
ーサワジャパン食品、日本CI協会図書、グループ配達

く長 ⇒
酒井須三子 0“0長野市上松1-卜 35 ●0262・ 34・ 3824 *リ マ
化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会

長野正食センター付属ポリオ研究会 (小児マヒ研究所) 0"0
長野市三輪編卜17 ●0262・ 34・5349 *7～ 19 *無休を原則
十年刊「ポリオ」発行、Jヽ児マヒの方募集

南佐久Ciく らぶ 384-14長野県南佐久郡川上村大深山673●
02679・ 7・ 2709 *正食研究会
もりいずみ 0385長野県佐久市岩村日本田1762802676・ 7・ 3730
*9半～19 *③ *自 然食品、野菜小売・近隣市町村配達可
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く新潟・富山・福井〉
新津自然食品センター 0956新潟県新津市本田T2-17-5802502
・4・ 5810*10～ 7*第 2・ 3・ 4③祝 *食養料理教室一毎月
第3① 9～ 14時 *′トリ||み ち講師、食養相談、食品、日本CI図
書・テーブ

正食の店。和や 0930富 山市中川原17 ●0764・ 25・ 1448 *8
-20  *無
丸の内薬局 0930富山市丸の内21-1憲 )764・ 24・ 0891 *9～
19 *①  *漢方相談、健康相談
福井健康学口 0910福 井市照手1-11-2 80776・ 21・ 3811 *
ヨガ体操と正食料理で手軽に宿便を出す道場(予定ヽ自然農園、
植林。自然食品センター(市内)

く静岡・愛知〉

日本健康センター磐田店 (ケ ンコー社モリモト)0儡8静岡県磐
田市中央町122-15磐 田商工会議所前 805383・ 2・3C116 *9半
～21 *無  *治療器無料開放、自然食品、健康食品、料理教
室

自然食品の店 ―福 048愛 知県刈谷市中山田ア 48 80566
23・ 2719(代)小島一夫 *10～ 19 *o *ョ ガ教室、リマ化
粧品、料理講習、健康相談、勉強会 (月 1回 )
東海食養友の会榊加藤商店 0453名古屋市中村区則武1-1)3
8052・ 451・ 4195 *8～ 20 *無  *正食普及、海水パンツ、
毛lllll%ニ ノト製品製造販売

愛知陰陽会 (長生堂) 0485愛知県小牧市大字寺浦2943 805
68・ 76・ 2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に1度位)
無料食養健康相談、CI書籍、テーブ、自然食品、リマ化粧品
販売               ・

春日井自然食品センター 0慇6愛知県春日井市瑞穂通7-1-11
80568・ 82・ 7661 9～20 *①  *食養料理教室 (月 2回 )
安城自然食品センター 0446安城市今池町36-29 8056698
・3136、 97・ 9432 *Ю～18 *①  *純正食品、健康食品、自
然化粧品、ヨガ教室、無料健康相談

豊橋自然食品センター 040豊 橋市松葉田T3-65市民病院前 a
0532・ 譴・5876 *9～ 18半  *①  *食品全般、化粧品、健康
相談

日本健康センター (ケンコー社)0“2愛知県豊川市市BJ町大道
下17市 田ロバス停前 805338・ 6・ 5679 *10-18 *①  *各
種治療器、健康食品、自然食品、書籍、健康サロン無料開放

く岐 阜〉―――――――
岐阜健康自然食品センター 」502岐阜市長良崇福寺町2丁 目

*① *健康食品、書籍、化粧品2,0582・ 32・ 0631  *9-20
正食講座、料理教室

岐阜自然食普及会 い ∞ 岐阜市神田町9 名鉄新岐阜百貨店 1
F 却 582・ 65・ 7111内線β19 *lC卜 18半 *③
柳屋自然食品店 0500岐 阜市織田塚町1-2 80582・ 45。 9355
*la∞～2000 *①

く京 都〉
京都マクロビオティックセンター 0606京 都市左京区高IIF蓼原
田丁77  1,075・ 711・ 4551 , 721・ 7191 *正食品、料理
器具、書籍、料理講習、折詰弁当 (予約制)英語版書籍販売
京都自然食品センター ‐604京都市中京区河原町通夷川角 ●
075・ 221・ 7890、 231・ 0348 *平 日夏季9～18半、冬季9～ 18
*①祝B～ 18
いエンチーム三丹 0620福知山市堀内田町195}2 80773・ 22
・9508 *8半～20 *不 定期のЭ *食品、厨房器具、酵素
化粧品、天塩、マクロ・ビオティック書籍、その他
天粒 (てんりゅう)マ クロビオティックセンター 0624 舞鶴市
1ヒ田辺12← 16本町バス停前 80773・ 76・ 7126 *9～ 19 *無
*食養相談、自然化粧品、食品書籍取扱い



く北海道〉―― ―――――――――――――― ― ―――――――

自然・健康食品のデパー トサンケン 0064札幌市中央区南18条
西73(第 5コ ーポ)●011・ 511・ 4636 *9～ 19 *①祝 *玄
米試食会、健康相談、指FI、 卸小売配達、料理講習会

北海道健康学苑 007802旭 川市永山町11-52-6 am66・ 4841
07 *8～20 *①  *食養相談、足′b道指導、食品・書籍小
売

道南 clく らぶ 0040函館市若松田フト9 80138・ 22・ 8714*
代表・山崎寿生

l■lウ リ薬局 0073-01砂 川市西 1条北 1丁 目9 8飢 255・ 2・ 4“6
*漢法調斉」

く東北地方〉

ラツキーフード 0021101岩 手県岩ヂ郡滝沢オす穴口43伊4 801
968・ 4・鉾20 *特 に定めず 海の学校、山の学校、食品雑穀、
農産物通信販売、予約販売、料理研究会
北上正食センター 0024岩手県北上市新穀町1-3-5801976・
4・ 7048 *無  *堀込幸雄、食品、図書販売、出張講演に応ず
試食会 (無料)
みちのく自然食品センター 0980仙台市中央}1卜 7 ●盤22・ 6
2・ 7677 *9～ 19 *1～ 3① 料理講習 (講師小川みち他)
食養相談 (第 1蠍Э、第24ox 玄米弁当 (予約)

く群 馬〉――――――――――――――  ―― ―― 一 ―
群馬マクロビオティックセンター 0370高崎市和田田r7-13 8
027322・ 5484,25・ 556Kl *9～ 19 *無  *図書、食品販売
月例無双原理と正食の勉強会・健康相談

高崎自然食品センター 0370高崎市新田「1018∝73・ 25・ 2∞ 5
*9～ 19 *無  *食品販売、正食、空手、ヨガ講習会、健康
指導     .
鈴木述子 (のぶこ)037)12高 崎市山名町乙611●舵 73・ 46・ 4921
*自 然農法の玄米・野菜、農産物加工、料理教室、群馬県安全

農法研究会、群馬食養友の会

七店会 0370高崎市小塙町樋越5■ 80273・ 438181 *田 中
ふじ枝、第 2・ 4① l～ 3時 =料理教室、第 3① l～ 4時―①
勉強会 (テ キスト、桜沢・大森)②研究発表会、毎Э10～ 4時
一健康相談会、食品・書籍

里味 (さ とみ)0370高崎市京目町121880273・ 53・ 0710*10
～19 *①祝 *マ クロビオティンク・フ~ズ販売、玄米パン・
各種黒焼・参泉製造、自然農園あり

井上自然食品センター 0371前橋市本町1-121380272・ 2418
18代)*8～ 19半  *①  *自然食講習、美容講習、食事相談
人生相談

く茨城・埼玉〉

内田繁商店自然食品部 030012茨 城県牛久町牛久3475 *0298
7・ 2・ 0135 *9～19 *④ *食品 *食 品、書籍、器具
茨城・大宮はりきゅう療院 031)22茨 城県那珂郡大宮町中富10
87 ●02955・ 3・ 0264 摯8半～19*③ o①  *健康相導、催眠
講習会 (常陸大宮駅歩 5分 )
Jヽ川自然食品店 0362上尾市上田T2725 80487・ 74・ 8504 *
9半～18半 *無 (臨時休業)*純正食品オーサワジャパン取
扱い、有機農産物、健康相談、毎月料理講習会 (CIよ り講師
派遣)、 リマ化粧品美容講習会、健康医学社指導講習 (浄血指導)

桜井商店 (埼玉東部プロック)0■3越谷市大沢4-1●5 副 89
・62・3479 *8～21 *無  *オ ーサワジャパン食品、書籍
太田屋本店自然食品部 0譴6久喜市南1-8-18 80480・ 21・ 0102

-50-

■この欄に掲載を希望の方は、別ページの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。4行以上になる場合は、1行につ
き 5,000円増しになります。★ (*)印の数は法人会員申込回数です。
■内容は、太字が名称、次が郵便番号、住所、電話、営業時間 (8～ 18は 、午前8時から午後 6時のこと。19半 は7時30分のこと、次は
休日 (①は毎日曜休日、3④は第3水 1捏日、祝は祝日休み、無は年中無休)、 その次は代表者及び備考です。

*9～19 *①  *食養相談、健康指導、食湿1、 図書販売、 リ
マ化粧ど]、 玄米試食会、CI定期講習会
けいらく操法普及会 03%浦 和市常盤卜3221 80488・ 31,78
19 *千 日米子、正食とけいらく健康法、於熱海長寿会館 (随
日寺)予糸勺制
そば処無双長寿庵 0332り |1国市上青木西1325 o0482・ 51・
7001 *11～ 20 *①  *「 アマテラス会」食品、書籍販売
大橋自然食品センター ・・「/350り |1越市霞ケ関JL3-2-5 80492・ 3
1・ 1897 *10～ 19 *④ *無農薬野菜、食品、化粧品、健康
相談
霞正食会 0350り |1越市的場215}28 80492・ 31・ 0153 *8～
19 *⑥  *本 間健滋、毎月第3± 1在日、正食、無双原理勉強
会、健康相談

く千 葉〉        ――――――――――――――――
自然・健康食品の店 玄米の宿 0277柏市南増尾222)61 ●
0471・ 73・ 1468 *7～ 8 *① *健康食品、無農薬野菜、食
養相談、書籍、ヨガ教室、鍼灸、配達・出張治療いたします。
習志野健康食品おおくば京愛堂 0275習志野市本大久保卜324
80474・ 73・ 2957 *10半～19平 日、13～輸Э・祝 *③  *食
品販売、食事相談
平和堂高砂自然食品支店 0272市川市真間311128餌 73・22・
0810 *10～ 19 *① *料理講習 (パ ン作・豆腐作他ヽマル
チレーターによる健康、美容相談 (無料)

溝口薔油 029)22千葉県君津郡袖ケ浦横田989 a1438・ 75・
2∞3 *天然醸造讐油「金明」製造、オーサワジャパン取扱
自然食品センター千葉駅前店 0280千葉市弁天田

"80プ
ラザ 1

F 8∝ 72・
“

・0888 *10～19 *無休 *健康・美容相談、
小川みち先生料理教室 (第 1・ 3水曜、11～ 14時、会費1回 1500円 )

自然食品センター船橋駅前店 0273船橋市本町卜1-880474・
25・ 0350 *Ю～19 *無休 *健康・美容相談 (特にヨガ、
催眠の臨床、経験豊富)

く東京23区〉

オーサワジャバン 0151渋谷区大山町11-5ィ ンターマック1階
a∞・465・ 5021 *10～ 18 *①  *都内配達、国内発送 (小
田急線東北沢1分半)
い自然食品センター本店 01m渋谷区桜ケ丘町4-3803・ 463・
4441 *lCl-19平 日、10～ 18①祝 *3⑥  *レ ストラン「天
味」併設、食品、器具、化粧品、図書、小売、卸、料理教室

〔営業所〕横浜市緑区美しが丘,1}188045・ 901・ 51■ *①祝

不二自然食品 01∞ 港区麻布十番221-4 803・ 451.8966 *
9半～19 *①  *食養相談、料理講習、隣接区内配達 (―の
橋交差点パス停前)
いゲダツ商事 0160新宿区荒木町4 803・ 357・ 1161*代表取
締役岡野武徳、一般食品、健康食品、正食法の図書販売
サンライト自然食品センター尾山台店 0158世田谷区等々力2
卜1 803・ 704・ 8324*9～ 18 ホ①祝 *玄米弁当、お惣菜
調理パンの専r5店

富士見台自然食品の店 0176練馬区貫井}14-16803・ 990・ 6
773 *9～ 19 *代表酒井三恵子、自然農法食品、化粧品、
鍼灸治療院併設
高砂自然食品センター 0125葛飾区高砂ιl)5803・ eXl・ 1412
*9～19 *無  *料理講習・美容相談、マルチレーターによ
る健康相談 (無料)
自然食品の店 ふろ里や 015江東区白河4-3-7803・ 643・



0,ザ今玄米の年間予約募集
カムカムクラブの玄米は吟味 0厳選された優

良自然米です。お早めにご予約ください。

玄米食を中心とした正 しい食生活を広める

日本CI協会の事業部、オーサワジャパン輸
では、自然農法の玄米を会員組織 (玄米カム

カムクラブ)で扱って、今年で 7年目を迎 え

ました。化学肥料や農薬を使わない良質の玄

米は、一朝一夕にできるものではなく、長年

の積み重ねが必要です。

今年も品質を吟味、厳選 しております。限

定品ですのでお早めにお申込み下さい。

(1)予約単位

15k9を 1回 とします (2ロ ー30k9、 3口 =45

k9、 4ロ ー60k9、 ……)。

(2)産地および品種

①群,馬産、旭 ②宮城産、 ささにしき の 2
種でともに無農薬自然農法 7～ 8年。

*ヤ クルト中央研究所の分析証明書をカムカ

ム通信に掲載します。

(3)価 格

1回 (15kg)=8,550円。 4回 (60k9)一

34,200円  お支払いは、 1年分を全額前払
いでお願いします。

(4)予約締切り

昭和55年 9月 30日 (ただし、予約総量に達 し

次第、締め切らせていただきます。)

(5)申込み方法

①玄米カムカムクラブは、日本CI協会の正

会員または誌友の方を対象とします。未入会

の方は、別にお申し込み願います。

②必ず所定の申込用紙をご使用ください。

③ l年間のお米の必要総量を計算し、配送希

望計画 を立ててください。配送月は、H月 、

7月 、 9月 の最高 3回。酉己送回数は少ないほ

ど運賃の負担が少なくなります。

④お米の代金 (1年分)と送料 (宅急便を利

用の場合)の合計を下記あて、郵便振替か現

金書留で送金してください。

*郵便振替でご送金の場合は、通信欄に、年

間予約回数、代金合計、送料合計を記入し、

申込書は必ず別途にご送付ください。

*送料の精算のある方は、昭和56年 9月 に一

括して行います。

(6)申込み先

〒151東京都渋谷区大山町11の 5 オーサワ
ジャパン株式会社 玄米カムカムクラブ係
電話 03-465-5021

郵便振替 東京6-20172オ ーサワジャパン輸
(7)配達 。発送方法

①配達は江戸川区、葛飾区、足立区を除く都

区内と都下の一部に限ります。 (区外の一部

の配達は、他商品とまとめて下されば、西己達

料をサービスいたします)

②発送は原則として着払いとします。ただし、

1回の配送料が1回 =15k9の場合に限り、宅

急便扱いにした方が安くなりますので、前も

って送料 (1000～ 1500円 )を お送りください。

*宅急便は全国主要地区をネットしています

が、西己達不能地域もありますので、大和運輸

の営業所で必ずご確認ください。



ヘ

昭和5海度カムカム玄米予約申込書

●この申込書はそのまま当社の整理カードとなりますので、ワク内に楷書でご記入ください。

●※印欄には記入しないでください。

●申込みには必ずこの用紙をお使いください。

キ リ ト リ 線

●パ  ン  粉 → 150円    ●は ぶ  茶 → 550円     ●ヤ ン ノ ー → 380円

●あ  ら め → 220円    ●食養コーヒー → 320円     ●き  な 粉 → 130円

●セ イ タ ン → 350円    ●保 命 み そ  19k9 -8600円 , l k9 → 520円

●栄 し ょ うゆ 1.8′  → 950円

●本の葉せんべい (塩味)→ 250円

0.9` → 480円      ●板 魅 → 230円

●木の葉せんべい (し ょうゆ味)→ 250円

オーサワジャバン株式会社 〒151東京都渋谷区大山町11の 5 80卜 46卜5021

年昭和

氏

名

男

・
女

明
大
昭

年 月 日生

職

業

住

　

　

所

一Ｔ )
日本CI協会 会員番号、誌友番号 連絡先

TEL

予約総 量

(1年分)
口 (

配達方法

(○印を)
発送・配達 。店渡し

送 金 額 玄米代金 円+送料 円=合計       円

送金方法

(番号にOFp)
1.郵便振替 (※      )2.現金書留 (※      )3.持参 (※      )

申 込 回 数

(1ロ ー15k9)

酉
i口∫1/ 玄 米 代 金

送 料

(宅急便 )
合 計 金 額 ※伝 票 No

55年 11月

56年 7月

56年 9月

合    言十

備考 (ご意見など)



オーサワ鍋 新登場/
<実用新案・意匠登録出願中>

☆バン焼きに,……よく火の通った陽性なパンが焼けます。

★もち焼きに……弱火でふたをすれば、ふっくらとしたもちが焼けます。

★野菜炒めに・…・・,由 をひき、鍋をよく熱して (油がこげない程度に)か ら野菜を入

れて炒めてください。熱が均一に伝わりますので、むらなく、お

いしい野菜いためができあがります。

★天 プ ラ に・…・・,由 をタップリ入れて170° C～ 180° Cに熱してから火を少し弱めて、

揚げてください。砂鉄の保温力により油の温度が一定しますので、

始めから終わりまで同じようにおいしい揚げ物ができます。

★蒸 し煮 に。……鍋をごく細火であたため、野菜を入れてふたをします。形がくず

れず、甘みがあり、あっさりした野菜料理が作れます。

★焙   る。……豆、ゴマなどを焙る場合にもお使いください。厚手の砂鉄を通過
したやわらかい熱が材料を包みこみ、香ばしく焙りあげます。

☆煮 物 に……水をたっぷり入れて、寄せ鍋などにお使いください。
★そ の 他・……食養鉄火みそなど、長時間かかる調理に最適です。
☆浅ナベと深ナベの上下別々に使い分けられます。

☆ていねいに手入れをしてお使いになりますと、親子何代でも使える丈夫で重宝な

鍋です。

★仕様/外径 23.6cm、 内径 23cm、 重量 8.6k9、 価格 11,800円
(送料別)

●生ウニ (塩分20%)

●菊月香 (蚊取線香)

●リンゴ酢 (砂糖無添加)

ビン人 2500円

缶入  580円

パ ック  280F]

ビン入  300円

新 製 品 の お 知  ら せ
●南部せんべい (青のり)    1袋  300円
●干アンズ

(黒繰乙
オルニア産

)1009 400Pl

●玄米 ミール (旧玄米ミルク)    750円

●純正食品のご用命は十~

〒151東京都渋谷区大山町11の 5 オーサヮジャバン株式会社 803-465-5021



デラックス・カムカム鍋
小と三種類のサイズをそろえました。

カムカム鍋」とご指定ください。

<実用新案。意匠登録出願中>
①厳選 した粘土を使用 していますので、

ごはんやお料理の持ち味が生かされ

て、 さらにおいしくできるようにな
りました。

②高温で焼き上げてありますので、ぶ

つけたり、落したりしないかぎりは

長期間ご使用いただけます。

③クリーム色した流線形で、スマー ト

なイ1:上 りです。

④クサリのわずらわしさをなくしまし

たので、冷めてからふたをとつてお取り出しください。(急 ぐ場合は、ミトンなど

をご使用ください。)

⑤直火にかける場合は、なるべく弱い火でご使用ください。

⑥お焦げのないおいしいおかゆ、おじやができます。

⑦主食向きのおいしいパ ンが焼けます。コーボの陰性を吹きとばした陽性なパンが

作れますので、パン好きの方はぜひお試しください。

サイズ 重 量 価   格 炊 飯 量 適合圧力鍋 セント価格(送料別) セット重量

大 1.6 kg 6,000FI
8合炊

(7.5カ ップ)
I里石汗10″ 30,000FЧ 5.4k9

呻1 4,500PI
3.8合炊

(3.5カ ップ)

1二禾日P C 3800
″ P C 5000
″ P C 5000Ⅵ

20,000F〕

22,000F〕

24.000PЧ

ｋ９

的

ｋ９

l 6009 2,500Fl
2合炊

(1.8カ ップ )
平和P C 2400 17,000FЧ 2.7k9

●デラックス・カムカム鍋についてのお問い合せは一一

〒151東京都渋谷区大山町11の 5オーサワジャパン株式会社 803-465-5021

さらに品質を高め、大・中

ご注文の際は「デラックス
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編
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●

「母
乳
が
出
な

い
が
…
…
」
と

い
う
相
談

が
多

い
。
母
乳
育
ち
と
人
工
栄
養
育
ち
の
Ｆ

の
心
身
発
達
Ｌ
の
差
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

言
う
ま
で
も
な

い
。
哺
乳
動
物
の
母
親
で
、

孔
の
出
な

い
も
の
な
ど
、
あ
る
わ
け
が
な
い
。

動
物
の
資
格
も
失
格
で
は
情
け
な
い
。

●
ま
ず
、
健
全
な
母
乳
を
出
す
こ
と
が
先
決

だ
Ｇ
そ
れ
に
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、

健
康
な
母
体
を

つ
く
る
こ
と
だ
ｃ
と
こ
ろ
が
、

玄
米
食
を
し
て
い
る
の
に
、
母
乳
が
出
な
い

と
い
う
人
が
あ
る
。
大
森

一
患
先
生
の
話
に

よ
れ
ば
、
　
″食
養
″
の
意
味
を
取
り
ち
が
え

て
、
梅
千
や
キ
ン
ピ
ラ
ば
か
り
摂

っ
て
、
体

を
締
め
す
ぎ
て
し
ま
う
か
ら
で
は
な
い
か
、

と
い
う
。
ま
た
、
少
食
が
い
い
、
お
か
ず
の

少
な

い
の
が
い
い
、
と
い
う
の
も
、
程
度
の

問
題
で
、
母
乳
は
血
液
の
変
化
す
る
も
の
だ

か
ら
、
や
は
り
、
し

っ
か
り
食
べ
な
い
と
、

出
る
も
の
も
出
な
い
。
ま
た
、
野
菜
は
消
化

剤
だ
し
、
特
に
女
性
は
十
分
に
摂
る
よ
う
に

し
な
い
と
い
け
な

い
。

●
陽
性
に
、
陽
性
に
、
と
い
う
の
が
、

わ
け
で
は
な
い
。
陽
性
の
片
よ
り
も
、

不
健
全
な
の
だ
。

●
長
寿
村
と
し
て
有
名
だ

っ
た
、
山
梨
の
桐

原
村
の
母
親
た
ち
は
、
み
ん
な
、
あ
ふ
れ
る

ほ
ど
母
乳
が
出
る
と
い
う
。
こ
こ
の
人
た
ち

は
、
何
も
、
食
養
や
無
双
原
理
を
知

っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
麦
や
雑
穀
、
土
地
の
野

菜
を
食
べ
、
急
な
斜
面
の
登
り
降
り
や
労
働

を
し
て
い
た
の
だ
ｃ

●

『母
乳
は
必
ず
出
る
―
―
産
婦
に
捧
げ
し

愛
の
四
十
年
』

（高
野
し
つ
か
著
、
ｌｉ
婦
と

生
活
社
、
昭
鵜
）
と
い
う
本
が
あ
る
ｃ
お
し

い
こ
と
に
、
絶
版
に
な

っ
て
い
る

著
者
は
、
明
治
２６
年
生
ま
れ
、
仙
台
藩
伊

達
家
の
家
柄
で
、
教
員
を
勤
め
て
か
５
助
産

婦
と
な
り
、
北
海
道
で
産
婦
の
世
話
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
母
乳
の
出
な

い
母
親
が
意
外

に
多

い
こ
と
に
気
づ
き
、
工
夫
を
重
ね
て
、

「母
乳
を
出
す
産
婆
さ
ん
」
の
評
判
を
と
る

ま
で
に
な

っ
た
。

こ
の
本
の
前
半
は
、
波
乱
と
奉
仕
の
女

一

代
記
で
、
い
か
に
も
明
治
生
ま
れ
の
人
ら
し

い
、
心
温
ま
る
物
語
だ
。

乳
腺
が
し
こ
っ
て
い
れ
ば
、乳
が
出
な

い
。

ま
た
、
乳
頭
が
へ
こ
ん
で
い
れ
ば
、
赤
ち
ゃ

ん
が
乳
を
吸
え
な
い
。
乳
房
の
根
元
に
五
本

の
指
を
か
け
て
引
き
起
こ
す
。
も
む
。
指
で

圧
す
、
ま
わ
す
。
お
湯
の
し

っ
ぶ
と
指
圧
を

す
す
め
て
い
る
が
、
生
姜
し

っ
ぷ
の
方
が
効

果
的
だ
ろ
う
。
（乳
頭
を
熱
く
刺
激
し
な

い
）

こ
れ
ら
の
手
技
は

一
回
１０
～
１５
分
く
ら
い
、

妊
娠
五
カ
月
目
く
ら
い
か
ら
始
め
る
。
清
潔

に
注
意
。
乳
出
し
の
た
め
の
湿
布
は
出
産
二

日
目
か
ら
。
湿
布
後
、
指
圧
す
る
。

●
乳
が
出
な
い
場
合
。
豆
乳
は
不
可
。
玄
米

の
重
湯

（甘
味
が
い
る
時
は
、純
正
米
あ
め
）

と
食
養
チ
チ
粉
の
よ
く
煮
た
も
の
。　
⌒
チ
チ

粉
し
か
与
え
な
い
の
で
は
い
け
な
い
）

●
い
と
、
あ
さ
ま
し
き
も
の
―
―

①
電
話
に
て
、
も
の
問
い
合
せ
来
る
に
、
答

え
ん
と
す
れ
ば
、

「少
々
待
ち
や
れ
」
と
、

紙
と
筆
、
取
り
に
行
く
人
（

②
電
話
か
け
て
来
る
に
、
ど
こ
の
誰
と
も
名

の
ら
ぬ
人
ら

③
電
話
か
け
て
来
る
に
、
用
事
の
中
身
を
な

か
な
か
言
わ
ぬ
人
、
言
え
ぬ
人
。

④
急
ぎ
の
用
件
に
あ
ら
ず
と
も
、
九
時
前
、

昼
休
み
、
夜
、
休
み
の
日
に
電
話
か
け
て
来

る
人
。

⑤
退
屈
し
の
ぎ
、
ま
た
は
、
相
づ
ち
打

っ
て

も
ら
い
た
く
、
電
話
か
け
来
る
人
。

⑥
電
話
で
住
所
、
名
前

を
伝
え
る
に
、
読
み

を
言
う
ば
か
り
で
、
何
の
字
か
、
さ

っ
ば
り

言
わ
ぬ
人
。

⑦
相
手
の
都
合
を
考
え
ず
、
電
話
の
長
々
し

き
人
。

③
他
所
に
問
い
合
す
べ
き
こ
と
を
、
Ｃ
Ｉ
な

ら
ば
何
事
も
知
る
な
む
と
、
よ
ろ
ず
電
話
か

け
来
る
人
。

⑨
印
刷
物
を
読
め
ば
分
か
る
こ
と
を
、
い
ち

い
ち
電
話
で
確
か
め
ぬ
と
気
の
す
ま
ぬ
人
Ｑ

⑩
物
を
も
ら
え
ば
礼

し
て
も
、
思
、
世
話
に

礼
す
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
。

①
同
室
の
者
の
迷
惑
に
気
づ
か
ず
、
声
高
に

長
々
し
く
電
話
す
る
人
。

⑫
相
手
の
都
合
を
確
か
め
ず
訪
問
す
る
人
。

⑬
物
事
を
不
正
確
に
言
い
ふ
ら
す
人
。

⑭
部
分
的
な
こ
と
の
み
、
か
か
ず
ら
い
、
大

局
の
大
事
を
見
な
い
人
、
知
ろ
う
と
し
な
い

人
。
①
他
人
の
こ
と
、
天
下
の
こ
と
の
み
騒
ぎ
立

て
、
自
分
の
流
す
害
毒
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

す
る
人
、
分
か
ら
ぬ
人
。

⑩
自
分
の
病
気
の
こ
と
は
、
誰
に
て
も
関
心

も
つ
べ
し
と
決
め
て
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
話

す
人
。

⑫
何
事
も
、
す
ぐ
信
じ
て
し
ま
う
人
。

⑬
何
事
も
、
疑
っ
て
ば
か
り
い
る
人
。

⑩
感
激
の
過
度
な
人
、何
事
も
感
激
せ
ぬ
人
。

―
―
以
Ｌ
、
我
が
身
へ
の
反
省
を
含
め
た

妄
言
。

●
い
と
、
愛
で
度
き
も
の
―
―

①
右
の
条
々
の
反
対
。

②
自
分
以
外
の
こ
と
の
た
め
に
も
働
く
人
。

③
毎
日
、
何
か

一
つ
で
も
進
歩
す
る
人
。

④
こ
の
世
が
あ
る
こ
と
、生
き
て
い
る
こ
と
、

難
事
が
あ
る
こ
と
。　
●
」れ
は
桜
沢
先
生
の

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
）

ム
ズ
カ
シ
イ
コ
ト
デ
ス
。

（橋
本
政
憲
）

新
し
き
世
界
へ
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日本誌および日本CI協会のすべての刊行物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による複製は、文書によ
る承認を必要とします。



生命は自然のなれこ
リマイヒ粧品は

自然農法の

きゅうり・へちま

椿油・紅花などが

主原料です。

自然のいのちが

生き生きしている

植物性イヒ粧品…

それが

リマの生命。

皮脂の少ない

女1生の月几には

やさし<なじむ

植物1生イヒ粧品こそ

最適です。

※リマネオ・メーキャップシリーズ (全 27種)も発売しております。各自然食′Jヽ売店、
有名デパートでどうぞ″

●リマコーリレドクリーム      ●リマパール乳液
■リマバニシングクリーム     ■リマヘアークリーム

=:リ
マ栄養クリーム        ■リマシヤンプー

||:リマネオクレンジング      ●リマグルーリンス
●リマ洗顔クリーム        ||リ マリップスティック 23号
●リマフエイトスキンローション弱酸性   ■リマねり紅1 23号
:● リマフエイトスキンローションH   =リ マサボンプランシュ
l● リマフェイトスキンローションQ   ●リマピユーテイソープ

東日本販売担当 (新潟 。長野・静岡以東)

リマ 化 粧 品販 売 株 式 会 社
〒 175 東京都板橋区成増 2-35-14

リマ自然美容講習会およ

び販売取扱 (サイドビジ

ネスも可)ご希望の方は、

下記の販売会社まで、お

問い合せ下さい。

西日本販売担当 (富山・岐阜 。愛知以西)

リマ化粧品西日本販売株式会社
〒 540 大阪市東区大手通2-5-1

↓ヂ
ぐ
り
ｔ
り
‘
―
‘
う
‘

（年
間
四
千
円
よ
り
）

電 話(03)976-2525(代 表)              電 話(06)9438101(代 表 )

妥れ 撃2Fnti驚1


